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　序章







　２０２６年７月５日（日曜日）　12時15分




「うひゃー！」

　悲鳴を上げながら、レンは走っていました。

　ピンクの戦せん闘とう服ふくを着て、ピンクのマガジンポーチを両りよう腿ももに下げ、ピンクの帽子を被かぶって、ピンクの銃じゆうを持った、身長１５０センチにも満たないチビッコが、

「死ぬ死ぬ死ぬ！　これ死ぬ！　死ぬ！　死ぬ！　ひー死ぬ！」

　涙目で走っていました。全力疾しつ走そうでした。壮絶な速度でした。

　レンの左耳に、通信アイテム越しに、

「だいじょーぶ！　ちっこいから、そうそう簡単には当たらないって」

　緊きん張ちよう感かんゼロの、ピトフーイの声が届きました。

「うむ。レンや、もしものときは、骨は拾ってやるぞー」

　緊張感ゼロの、フカ次じ郎ろうの声が届きました。

「頑張れ」

　いつも通り落ち着き払った、エムの声が届きました。

「うう……」

　猛もう烈れつな速度で走るレンの頭の上を、それよりもっと速く、銃弾が唸うなりを上げて飛んでいきます。周囲に、銃弾の通り道を示す赤いバレット・ラインが、サーチライトのように蠢うごめきます。

「これで死んだら恨うらんでやるー！　化けて出てやるー！」

　近くにいないチームメイトに向けて叫んだレンですが、

「ゲームの中で死んでも、化けて出てこられるのかしらねえ？」

「どうだろうねえ、ピトさん。レンのヤツは真面目まじめだから、うまい方法を見つけ出すかもしれないね」

　仲間の女性二人の会話は実にのんき。今まさに銃弾の雨あめ霰あられに襲おそわれて、撃うたれないために全力疾走している人のことなど、まるで蚊帳かやの外のようです。

「ひどいっ！　死ななくても恨んでやるー！　仲間じゃなかったら、撃ってやるー！」

　レンは悪態をつきながらも、死なないために、撃たれないために、生きるために走り続けました。

　左後ろから伸びていた幾いく本ほんものバレット・ラインをどうやら振り切った次の瞬しゆん間かん、今度は右斜め前から銃弾が一発飛んできて、帽子を掠かすめていきました。

「うひゃああ！」




　酒場で中継映像を見ている人達には、

「キッツいな、アレ」

「そのうち死ぬかな？」

　ピンクのチビの絶望的状況がよく分かりました。

　画面に映っているのは、巨大な鉄道施設。

　とにかくだだっ広い空間にコンクリートと砂じや利りが敷しかれ、何本、いえ何十本ものレールが平行して設置されています。その数は、とても数えきれません。

　レールの上には、ところどころに、多種多様な貨車が止まっています。

　コンテナを載せていたり、タンクを載せていたり、金属の箱を載せていたり。

　連結されているものもあれば、一両だけポツンと置いてあるものもあります。脱線してひっくり返っているのもあります。

　ここは、〝操そう車しや場じよう〟と呼ばれる場所です。幾いく本ほんにも枝分かれしたレールを使って、やって来た貨物車両の仕分けを行うための施設。

　そんな広い場所で、車両以外隠かくれる場所がない戦場で、ピンクのチビは逃げ回っているのです。たった一人で。

　酒場で中継を見ている数十人の観客は、全員が知っています。

　レンが、第一回スクワッド・ジャムの優勝者であること。第二回の準優勝者であること。ちっこい体と、鍛きたえ上げられた敏びん捷しよう性せいを持つ、〝攻撃困難な的ハード・ターゲツト〟だということ。

　それでも、

「逃げ回るっても、限界はあるよなあ……」

　広いフィールドで、四方八方から現れる敵チームに銃じゆう弾だんを浴びせ続けられれば、いつかは追い詰められて撃うたれてしまうでしょう。

　今また、画面の中で信号弾が打ち上がりました。

　赤色の光の弾が、鈍にぶい鉛なまり色いろの空に舞まい上がり、パラシュートでふわふわと降りていきます。

「おっと、まただ！」

「これでますます周囲のチームが集まってくるな」

　酒場の客は知っています。

　あの照明弾が、〝レンとピトフーイを含むチーム発見、協力して追い込め！〟の意味だということを。

　すでに何発も空に放たれて、その度たびに、それを目印に、ワラワラとチームが集合してきます。

　酒場の天てん井じようにぶら下がる沢たく山さんのモニターの一つが、レンに向けて、アサルト・ライフルをのべつ幕まく無なしに発はつ砲ぽうしている、赤茶迷めい彩さい服ふくのチームを映しました。

　まだ３００メートルほど距きよ離りはあるのに、大量の線路を挟はさんだ向こうで逃げ回るピンクのウサギへと、残弾など気にせずに撃うちまくっています。

「アイツら！　またチーム組んだのか！」

「懲こりない連中だ……、が今回は上手うまくいくかもしれないな」

　画面の中で、レンは逃げまくっています。

　手に持ったＰ９０を撃つヒマなどありません。とにかく走っていないと撃たれるからです。

　ヴァーチャルリアリティ・オンラインゲーム《ガンゲイル・オンライン（ＧＧＯ）》。

　チームバトルロイヤル大会──『第三回スクワッド・ジャム（ＳＪ３）』。

　開始からわずか15分後。

　強きよう豪ごうチームの大ピンチでした。




　ひたすらに逃げながら、レンは叫びます。

「やっぱ出るんじゃなかったー！」

　もう遅いのです。







[image: 第一章 二度あることは三度ある]










　第一章　「二度あることは三度ある」







　２０２６年６月６日（土曜日）・14時20分。

　東京では朝からしとしとと雨が降り、気温も高く蒸し蒸しするこの日、

「あー」

　小こ比ひ類るい巻まき香か蓮れんは、ゴロゴロしていました。

「うー」

　１８３センチという、二十歳の日本人女子大生にしては飛び抜けた長身をペールイエローのパジャマに包んで、

「おー」

　自宅マンションの部屋の中で、そして愛用のローベッドの上で、ゴロゴロと転がしていたのです。

　エアコンが除湿作動している室内では、白いレースのカーテン越しに、雨空の鈍にぶい光が部屋を照らしていました。

　クリーム色の絨じゆう毯たんが、シンプルな家具が、整理整せい頓とんされた本棚が、洋服掛けが、そこに引っかかっているＰ９０のエアガンが、

「だー」

　ゴロゴロ転がる動物園のクマのような部屋の主あるじを、そっと見守っています。

　思う存分、広いベッドの端はしから端まで転がる行為を繰くり返した香蓮は、最後は長い手足を大の字に開いて仰あお向むけになり、

「あー、何もない午後……、最高……」

　聞く人が誰だれもいないのに、にやけ顔で呟つぶやきました。

　何をするでもなく、しかし寝るでもなく、ただダラダラとベッドの上でウダウダといろいろなことを考えながら過ごすという楽しみの真っ最中です。

　短い髪もぼさぼさで、化粧も当然ゼロ、顔すら洗っていないのではないかと疑わしくなるほどの自じ堕だ落らくっぷりで、雨の土曜日の午後を満まん喫きつしていました。




　ベッドの脇わきには、アミュスフィアが置いてありました。

　銀色の大型ゴーグルのようなこの機械をパソコンにつないで頭に被かぶれば、五感をフルに使って楽しめる、現実そっくりのヴァーチャルワールドへと旅立つことができます。

　しかし、香蓮のアミュスフィアは、ほんの少しだけですが表面に埃ほこりを被っていて、ここしばらくは使った形跡が見られません。

　香か蓮れんは、もう１ヶ月以上ＶＲゲームを、つまりは唯ゆい一いつアカウントを持っているガンゲイル・オンラインをプレイしていませんでした。

　ガンゲイル・オンラインにおいて行われている、個人スポンサー開かい催さいの、チームバトルロイヤル戦せん闘とう大会、それがスクワッド・ジャムです。略称、そして通称はＳＪ。

　今までに二回開催されていますが、レンは両方に参加しています。

　第一回スクワッド・ジャムで、激闘に次ぐ激闘を重ね、結局優勝してしまったのは、今年の２月１日。

　第二回スクワッド・ジャムを、ピトフーイを倒たおすという参加目的は達した後に準優勝で終えたのは、ほぼ２ヶ月前の４月４日でした。

　その後、あれほど会いたかったピトフーイのリアルである神かん崎ざきエルザに会って酷ひどい目に遭あって、〝もう金こん輪りん際ざいリアルでは会うものか！〟と心に決めたのが４月19日。

　しかしそれ以降、ＧＧＯにダイブしたのは、たった三回のみでした。

　一回目は、４月の25日の土曜日。

　ＳＪ２の準優勝賞品であるサブマシンガンセットを全部売り払って、そのお金で新しいＰ９０を手に入れました。

　同じチームだった篠しの原はら美み優ゆ、またはフカ次じ郎ろうが《アルヴヘイム・オンライン（ＡＬＯ）》に戻ってしまったので、

「賞品？　全部好きにしな！　売っちまうがいいさ！　ただしロッカーの右みぎ太たと左ひだり子こは売るなよ？」

　頂いた物は全部レンが自由にしていいことになったからです。

　お金はたっぷりあっても商品がなくて、探すのに苦労しました。ＧＧＯ世界の首都グロッケンにある、ほとんど全すべてのガンショップを巡りました。

　二回目は、５月５日。ゴールデンウィーク最終日。

　再びピンクに塗ぬったＰ９０を握りしめ、ピトフーイと待ち合わせてモンスター狩りに行ったとき。３丁目の〝ピーちゃん〟は、キッチリと働いてくれました。

　手に馴な染じむグリップの曲線。小柄な自分にピッタリの軽量コンパクトボディ。そして毎分９００発の高速連射に50連マガジン。レンは、一生この銃じゆうで遊ぼうと心に決めました。浮気などしない。

　三回目はその翌日。

　夕方に暇ひまができたので一人でぶらりとダイブして、景色のいいフィールドでお茶を飲みながらぼーっとしていると、他のプレイヤーキャラクターに運悪く見つかったので、無理に戦う必要もないだろうと逃げてきました。逃げ足だけは速いのです。

　それ以降、香蓮はＧＧＯにダイブしていません。

　理由は、三つありました。

　一つは、新学期が始まった大学の勉強をしっかりこなしていたこと。つまりリアルでそこそこ忙しかったこと。

　ゲームはあくまで趣しゆ味みであり余よ暇かにすべきこと。これにかまけて成績を落とすなど、香か蓮れんの真面目まじめな性格が許しません。

　一つは、ＳＪ２でピトフーイを倒たおすために思う存分──、それこそ本能の赴おもむくまま、悪鬼のごとく暴れまくったおかげで、割と〝やりきった！〟感があったこと。

　最後は、ピトフーイがほとんど遊べなくなったこと。

　ピトフーイのリアルは、知ってビックリの超有名シンガーソングライター、香蓮も美み優ゆも大ファンだった神かん崎ざきエルザですが──、

　その彼女は、次のライブが控えています。

　６月中旬から７月上旬にかけて、北は北海道から南は九州まで、全国七箇所を巡るライブツアー。

　当然失敗するわけにはいきませんので、念入りにリハーサルをしているのでしょう。ピトフーイは全然ＧＧＯに来なくなりました。

〝一番の相棒〟が遊んでいないのなら無理に行く必要はないなと、香蓮もまた、ＧＧＯから離はなれていました。

　ピトフーイ以外の知り合いプレイヤー──、ライバル視しているので一いつ緒しよに遊ぶことはないが、リアルではとても仲良しの附属高校新体操部の面々はというと、

『最近私達も超ビジーです！　しばらくＧＧＯはお預けです！』

　部長の新に渡と戸べ咲さきとは、メールのやりとりをしていました。

『みんな元気にやってますけどー！　今年の新入部員がゼロなんですよー！　ちょっとピンチですー！　まあ、しばらくしてから部活を変える人はたくさんいるので、全然希望は捨てていませんけどー！　落ち着いたら、またみんなでオヤツ食べに行きたいですー！』

　三年生になった咲からは、大変さが伝わってきていました。

　それを読んでの香蓮の感想は、

「青春してるなあ……」

　のんびりしたものでした。

　大学では相変わらず友達もなく、いつも一人ぼっちの香蓮ですが、もうそれを気にすることもありません。

　無理に友達を作らなくたってさ、まったり生きていけばいいじゃないか。なんとかなるさ。

　ＧＧＯを始める切っ掛けが〝ＶＲ世界で別の自分になって、自信と積極性を身につけて友達を作れないか？〟だったのに、今や正反対の結論に至っている香蓮だったのでした。




「うー」

　そんな香か蓮れんが自じ堕だ落らくな午後を堪たん能のうしていたとき──、

　ぶぶぶる。

「う？」

　愛用のスマートフォンが、ベッドの頭部分についている棚の上で震ふるえました。メールまたはメッセージの着信です。

「うが？」

　香蓮は、仰あお向むけのまま長い手を頭の後ろに伸ばしてがっしりと摑つかみ、落とさないように注意しつつ顔の前に持ってきます。

　世界には七十五億の人間が生きていますが、香蓮に連絡する人は実に限られています。

　断トツで多いのは、同じマンションの上の階に住んでいる実の姉からです。

　ダンナが遅いから娘と一いつ緒しよにご飯を食べようとか、駅のビルに買い物に行こうとか、実家からお芋いもとトウモロコシが届いたから部屋に取りに来なさいとか、最近勉強どうとか、いろいろな用事でバンバン送ってきます。

　彼女は、実家の両親へのお目付役も兼ねているので、おかげで、両親からはそれほど連絡がないのですが。

　それよりやや少ない頻ひん度どで、地元北海道にいる美み優ゆから。最近は、通っている自動車教習所の失敗ネタとか、遊びまくっているＡＬＯでの活かつ躍やくなどを教えてきます。一応美優も女子大生なのですが、勉強のことは何もありません。

　その次が、咲さきでした。そして、ごくたまに連絡を送ってくる、エムのリアルこと阿あ僧そう祇ぎ豪ごう志しです。

　神かん崎ざきエルザにはメアドをまだ教えていないのですが、必要があればＧＧＯのメッセージ機能を使ってくるので、まあ同じこと。

「さて、私の惰だ眠みんを邪じや魔ましたのは誰だれかなー」

　果たして、香蓮の目に飛び込んできたメールの送り主はというと、

『香蓮さん！　ビッグニュースですよ！』

　咲でした。

「ほいほいなんですかー？」

　香蓮は機械に返事をすると、仰向けのまま右手だけでスマートフォンをスクロール操作。

『ニュース見ましたか？』

「んー？　なんの？」

　画面に相あい槌づちを打ちながら、メールの本文を読んでいきます。

『開かい催さいですよ！　来月！　やっぱり、短いスパンで来ましたね！』

「んー？　何が、来た？」

『当然出ますよね！　今度こそ！　絶対ですよね！　期待してますよ！　もう！　滾たぎりますよ！』

「だからー？　何をかいさいー？」

　香か蓮れんのリラックスしきった頭は、完全に回転していませんでした。考えることを放ほう棄きしていた頭は、親指に画面をグリグリとスクロールさせる指令だけを出します。

『次こそ、絶対に私が貴女あなたを殺しますから！』

　その最後の文章に驚おどろいて、

「うひっ？」

　香蓮は変な声を上げつつ、手を滑すべらせました。スマートフォンは重力に導かれて数センチの距きよ離りを落下。

　ごすっ！

「痛い！」

　香蓮の額ひたいを角で殴なぐってから、ベッドのシーツの上へと落ちました。
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　香蓮がベッドの上で、

「うー、いたいー、いたいー」

　先ほどまでと別の理由でゴロゴロしているまさに同じとき、東京二十三区内某ぼう所しよにあるコンクリートに囲まれた地下駐車場で、ドイツ製高級ＳＵＶに乗り込む美女がいました。

　小柄で細身の体に、真まっ直すぐな黒髪をお尻しりにつくくらいまで伸ばした二十代前半の女性でした。ジーパンにＴシャツという、ラフすぎる格好です。

　後部座席に乗り込むと、豪ごう奢しやな革張りのシートに、軽い体をトンと落としました。

　彼女の名前は、神かん崎ざきエルザ。

　日本ではかなり名前の知られたシンガーソングライターであり、知る人ぞ知る、ＧＧＯのイカレ強きよう豪ごう女性キャラクター、ピトフーイのリアル。

　エルザは席に座ると手早くシートベルトを締しめて、背もたれに体を預けて、すぐに目を閉じました。

「閉めますね」

　若い男の声がして、後部ドアが重厚な音を立てて閉められました。やがて右側の運転席にその男が乗り込んで、車が少しだけ揺ゆれました。

　運転席に収まったのは、紺こん色いろのスーツでビシッと決めた、かなりの美男でした。

　彼の名前は、阿あ僧そう祇ぎ豪ごう志し。

　神崎エルザが社長を務める事務所の役員にして、専属運転手にして、たぶん恋人にして、さらには〝下僕しもべ〟とか〝下げ僕ぼく〟とか〝奴ど隷れい〟とか、とにかくそういう存在。

　そして、ＧＧＯではガチマッチョのハイスペック巨漢──、エムになって戦う男。

　静かにＳＵＶが走り出しました。地下駐車場のスロープを登って、雨の降る都内の、空すいている広い通りへ。

　大通りを走り出してすぐに、運転席の豪志が、振り向かずに話しかけます。

「お疲れ様でした。今日はもう仕事はありません。そして別件ですが──、アレ、予想通り決まりましたよ。ついさっきニュースメッセージが巡りました」

　後部座席のエルザは、まつげのクッキリした目を閉じて、ほとんど寝ているように見えました。話しかけられた数秒後に、小さな口が小さく動いて、

「なんの？」

　それだけ発しました。

　運転席から、

「お疲れですね……」

　労いたわる声が返ってきて、

「まーね。なんだか知らないけど、その話聞いたらもう寝るからさ。マンション着いたら、背負って部屋に運んでね任せた」

　エルザからはそんな返事。すると豪志は、

「…………。あー、これを聞いたら、多分寝られなくなりますよ？」

　少し戸惑いつつ、言いました。

「起きてからにした方がいいですか？」

「ほう……。徹てつ夜や明けで現在世界最強の眠気保持者の私をこれから眠らせない理由だあ？　言ってみ？　もし本当だったらあとでケツを蹴けっ飛ばしてあげる。噓うそだったら、あとでケツを蹴っ飛ばすよ？」

　エルザが、目を閉じたまま、美しく澄すんだ声で、ファンに聞かれたら絶望されそうなことを言いました。

　もっとも彼女は重々分かっているので、マンション内や車内などのプライベートな場所以外では、絶対にこんな物言いはいたしませんが。

　信号が赤になって、ＳＵＶは静かに止まりました。

　豪ごう志しは前を向いたままで、命令に従うことにしました。

「では、伝えます。もうすぐやるだろうと噂うわさされていた第三回スクワッド・ジャムの開かい催さいが正式に決まりました。来月５日の日曜日、昼12時からぐげはっ！」

　豪志が最後まで言い切れなかったのは、カッと目を見開いたエルザが体を起こすと、細い腕で豪志の首筋に正せい拳けん突づきを叩たたき込んだからで、

「運転中は止やめてください！　赤だからよかったようなものの！」

　さすがに豪志は言い返しました。運転手の首筋を後ろから殴なぐる行為は、大変に危険です。よい子はマネをしてはいけません。

「じゃあかしいボケ！　帰ったらソッコーでＧＧＯにダイブるよ！」

「寝るのではないです──、がげはっ！」

　エルザはまた殴りました。

「寝られるかボケ！　出るよ！　ＳＪ３出るよ！　お前もな！」

「しかし……、その日はライブツアー最終日の翌日ですよ？　さぞかし疲れているのでは？」

　エルザを気遣っての豪志の言葉でしたが、

「当日でなければいい！」

　エルザは即答しました。







　そして、およそ２時間後──、

　土曜日の夕方、時間にして17時を少し過ぎた頃ころ。

「やっほー！　レンちゃん！　ひっさしぶりー！」

　ＧＧＯ内、首都グロッケンのレストランで、

「ピトさん、お久しぶり──、むぎーっ！」

　背の高いピトフーイの細く締しまった体に万まん力りきのように抱きしめられて、中身が口から飛び出しそうなレンがいました。

　ピトフーイはいつも通りの、細身の体をぴっちりと覆おおう濃のう紺こんのつなぎ服で、顔にはギザギザのタトゥー。黒髪は、後ろで一つにまとめて揺ゆれています。

　レンもまた、トレードマークになっているピンクの戦せん闘とう服ふくにピンクの帽子です。というか、今はコレしか持っていません。

　ピトフーイは絞しめ殺さんばかりに力を込めて、

「なんかすっごく久しぶりな気がするねー！　相変わらず可か愛わいい可愛い！　少し縮んだ？」

　そうはしゃぎながら、小さい体を右へ左へと振り回します。

「ぎゃー！」

「ピト、そのへんで」

　Ｔシャツ姿の山のような巨漢が止めなければ、本当に絞め殺されていたかもしれません。

　それからレンとピトフーイ、そしてエムの三人は、他のキャラクター達から見えない、そして声を聞かれない個室に入り込みました。

「ほいアイスティー！」

　レンの好みの飲み物をピトフーイが頼たのんで、即座にテーブルに飛び出てきたあと、

「はい、乾杯乾杯！　いえーい！　──というわけでね、ＳＪ３で戦うのが楽しみね！」

　ピトフーイが、単刀直入に切り出しました。

「は？」

　アイスティーのストローを咥くわえたままポカンとするレンに、謎なぞの色をしたお酒のようなものを片手に持つピトフーイが笑顔で答えます。

「だから、さっきメッセージで書いたじゃん。ＳＪ３が開かい催さいされるのよ」

「それは知ってるよ！　でも、わたしは参加するなんてただの一言も返してないよ！」

「あら？　イヤなの？　第一回の名誉ある優勝者で、第二回ではこの私をも倒たおして準優勝した勇者が、まさか、リベンジに燃えている私から尻尾しつぽを巻いて逃げるとか、そんなこと言わないよねー？」

　実にいやらしいピトフーイの物言いですが、

「おっと、その手には乗らないよ！」

　レンもすっかり逞たくましくなりました。アイスティーで口を湿らしたあと、容よう赦しやなく言い返します。

「ピトさん相手に戦うのは、もう疲れた！　正直しんどい！　できればやりたくない！　というか、絶対やりたくない！」

「えー、いけずー」

「そして、な！　に！　よ！　り！　そもそも戦う理由がない！」

「えー」

「そうだ！　今回は、酒場で応援していてあげるよ！　ピトさんの雄姿を、この目に焼き付けてあげる！」

　どーよ、まいったか？　と言わんばかりに答えて、再びストローからアイスティーを啜すすったレンです。

「あー、なるほどねー。私と戦う理由がないのは、確かにそうよねー、それは理解してあげるわー」

　ピトフーイがレンの意見を肯こう定ていして、

「ほ？」

　その意外さに目を丸くしたレンでした。しかし、

「じゃ、今回は一いつ緒しよのチームで出ようね！」

　その言葉に、アイスティーを吹き出すかと思いました。

「はあ？」

「だって、相手にしたくないんでしょ？　だったら一緒のチームでやるしかないじゃない！　やっと仲間としてＳＪに出られるね！　嬉うれしいね！　よっ、戦友！」

「…………。いや、でも、しかし」

　抵抗を試みたレンに、ピトフーイが笑顔を近づけました。彼女らしい、爽さわやかな腹黒スマイルでした。

「それにさあ、レンちゃん、一つ大切な約束をぶっちぎってるでしょ？」

「はい？」

　これには、レンは本気で首を傾かしげました。

　ピトフーイとの約束はＳＪ２で果たしたので、もう何も残っていないはずだと本気で思っていると、

「あの、アマゾネスとの対決！」

　ピトフーイが思い出させてくれました。

「あ……」

　レンは、およそ２時間前にスマートフォンを頭に落とした原因を思い浮かべました。

　確かに、ピトフーイの言うとおりでした。咲さきことアマゾネスのボスが望んでいる本気バトルを、ＳＪ２ではレンの都合で延期してしまっていたのです。

　おかげでこうしてピトフーイは目の前で生きているわけで、というかそもそも全すべてアンタのせいじゃねーか！　とツッコみたい気持ちはひとまず脇わきに置いておいて、ボスとの女の約束は、どこかで果たさねばなりません。

　しかし、素そ朴ぼくな疑問が一つ。

「どうして、それをピトさんが知ってるの？」

　ＳＪ２中の約束のことは、誰だれにも言っていないはずです。中継録画を見たとしても、声までは聞こえません。ボス達がピトフーイとつながりがあるとは、到底思えませんし。

「え？　そんなの──」

　そしてピトフーイは、そんなことを聞くレンがまるっきり理解できない様子で答えるのです。

「美み優ゆちゃんが教えてくれたからに決まってるじゃん？」

　レンの脳内を、あの場にいたもう一人の人物の顔が嵐あらしのように駆け巡りました。美優とフカ次じ郎ろうの顔が、団扇うちわの裏表のように交互に現れました。両方とも笑っていました。

　つまり美優は、香か蓮れんにバレていないところでピトフーイ、というより神かん崎ざきエルザの連絡先をゲットして、香蓮に内ない緒しよで遠えん慮りよ容よう赦しやなく交流をしていたのでしょう。

　いきなりディープキスをされて身の危険を感じた香蓮が、神崎エルザから距きよ離りを置いたのとは実に対照的。

「あ、あ、あ──、アイツめえええ！」

　吠ほえてみたところで、レンにはもう、どうすることもできないのです。

「はいはい、もう諦あきらめなさいレンちゃん。当日酒場に来られるってことは、特に大事な用事はないってことね？」

「ぐう……」

「そして、アマゾネスとの対決の約束のためにＳＪ３は参加する、っと。強いチームとのバトルには強いチームメイトが必要だから、私とエムと──、どうせだから美優ちゃんもチームに誘さそっちゃおう！　またコンバートしてもらえばいいでしょ！」

「うー……」

　頰ほおを膨ふくらませるレンの目の前で、どんどん計画が決まっていきました。

「一チームはマックスで六人だけど……、まあ私達の強さなら、四人いれば十分でしょ！」

「むー……」

「そんなに拗すねないの！　今度は一いつ緒しよに大会を戦いましょ！　これはゲームよゲーム！　普通のゲームじゃないの！　ただただ純じゆん粋すいに、心の底から楽しみましょう！」

　今までの二回、普通のゲームをただただ純粋に心の底から楽しませてくれなかった張本人にそんなことを爽さわやかな笑顔で言われると、

「…………」

　レンは、怒おこるべきなのか笑うべきなのか、よく分からないのでした。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　こうして、否いや応おうなくＳＪ３への参加を決めさせられたレンでしたが、それから数日の間、他のＳＪ大好きチームの面々はというと──、




「やったー！　香蓮さん、ピトフーイさんやフカ次郎さん達と組んで出るってさ！」

　咲さきをリーダーとする附属女子校新体操部、略称《ＳＨＩＮＣ》の皆さんはもう大喜びの狂きよう喜き乱らん舞ぶ。

「よっしリベンジだ！」

「ＳＪ１の復ふく讐しゆうだ！」

「望んだガチバトルだ！」

「ボク達の戦いはこれからだ！」

「殺やってやる！」

　天下の往来で、制服姿の可か憐れんな女子高生達がそんなことを叫ぶものですから、周囲の歩行者達はギョッとしていました。







『ＳＪ３来たぜ！　みんなはどうするよ？』

　普ふ段だんはチャットでやりとりしている、日本中に広がる機き関かん銃じゆう大好き野郎共、その名も《全日本マシンガンラバーズ》、略称ＺＥＭＡＬの皆様方は、

『とーぜんダ！』

『やるぜ！　今度は上も注意するぜ！』

『むしろ出ない理由を今すぐ知りたい』

『親を質しちに入れてでも出る！　幾いくら付けてくれるかな？』

　同じく大盛り上がりです。

『よっしゃ！　早さつ速そく登録しておく！　──でも、もう一人出せるんだから、正直誰だれか欲しいよなあ』

『同感だけど、今からは無理だろ』

『俺達ほどマシンガンを愛するプレイヤーを探すのか？　ちょい厳しいな』

『分かった。じゃあそれは今後の課題として。今回も、俺達五人で頑張ろう！』

『よっしゃ！　マシンガンの神様のご加護がありますように！』

『おおっ！　ありますように！　イエス！　オープンボルト！』

『ありますように！　ＯＢ！』

『神様！　ＯＢ！』

『ＯＢ！　ＯＢ！　ＯＢ！』

　とうとう新しい宗教まで始めたようです。







「というわけで、急きゆう遽きよ集まってもらった」

　前々回はエムとレンに、前回はピトフーイ一人に壊かい滅めつさせられたチーム《メメント・モリ》、略称ＭＭＴＭの男達は、

「今日は狩りに出ず、ミーティングさせてもらう」

　ＧＧＯ内で顔を合わせていました。

　ここは、首都グロッケンの酒場の一室です。

　男達の服装は全員、ＳＪ２で揃そろえた、直線基調の緑色を組み合わせた、古いスウェーデン軍の迷めい彩さい服ふく。どうもこれが、彼かれ等らのトレードマークになっているようです。

「チームとして、もちろん参加を考えている。７月５日、どうしても参加できない人はいるか？」

　イケメンリーダーの質問に、円卓を囲む残りの五人全員が、大だい丈じよう夫ぶだと答えました。

「よしっ！　次こそ優勝だ！」

　リーダーは片手の平を、片手の拳こぶしで打ち付けました。

「ＳＪも知名度が上がってきているから、新しい強きよう豪ごうチームが出てくるかもしれないが──、ひとまずの強敵は、チーム力に長たけたゴリラ率いるアマゾネス、ちびすぎて当たらないピンクのチビチーム、そしてイカレ女ピトフーイのチームだ。これから集まれる限り、アイツらに対応した戦略を練り、訓練をする」

　やる気満々のリーダーに向けて、

「そこで、ちょいと話が」

　メンバーの一人、サングラス姿の男が手を上げました。

　彼の名はラックス。５．５６ミリ口径のアサルト・ライフル、《Ｇ３６Ｋ》使いの男で、ＳＪ１では湖に沈められて水死、ＳＪ２ではピトフーイの光剣で首チョンパされたキャラクターです。

「前から考えていたんだけど、俺、これを機にスナイパーにジョブチェンジしようかなと」

「ほう」

　相あい槌づちを打つリーダーと、視線を向けてくる仲間達に向けて、ラックスは思うところを説明します。

「ＳＪは、やる前に思ったより開けた場所での戦せん闘とうが多い。８００メートルを狙ねらえるスナイパーが一人いてもいいかなと思った。だからＧ３６Ｋを手放して、《ＭＳＧ９０》を買おうかと。自動狙そ撃げき銃じゆうがあれば、みんなのサポートもできる。ただ、チーム戦略が変わるから、一応全員の同意を得ておこうかと思って」

　《ＭＳＧ９０》とは、ラックスの言うとおり、引き金を引くだけで撃うてる自動連射式狙撃銃。

　会社はＧ３６Ｋと同じ、ドイツのヘッケラー＆コッホ（ＨＫ）。ベースとなった銃は《Ｇ３》アサルト・ライフルです。口径は大きくなって７．６２ミリ。これは、エムのＭえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーると同じです。

　狙撃にも使えるし、いざとなれば連射により、中～近距きよ離りでも使えるオールマイティで威力の強い銃。用途、性能としても、Ｍ１４・ＥＢＲと似ています。

「なるほど……」

　提案を聞いたリーダーは、思考を巡らせます。

　このチームはこれまで、マシンガナー、つまり機き関かん銃じゆう手しゆのジェイクが、簡易的に狙そ撃げき兵へいの役も果たしていました。

　彼の《ＨＫ２１機関銃》は、そのベースになったのがやはりＧ３ということもあり、セレクター切り替えでセミオート射撃もできます。遠方を狙ねらうためのスコープもついています。

　ただ、機関銃は本来、撃うちまくって弾幕を張るのが主目的。狙撃銃に命中精度では勝てませんし、付属スコープも低倍率であり、遠くを正確には狙えません。

　チームに一人でも専門のスナイパーがいれば、開けた場所での戦いはぐっと有利になるでしょう。ラックスはチーム一のガンマニアであり、射撃の腕も確かです。

　反面、近きん距きよ離り戦せん闘とうで突撃を敢かん行こうできる人員が五人から四人に減るというのも事実。20パーセントのダウンはかなりのものです。今までのチームプレイの見直しと再訓練が必要になるのは、間違いありません。

　このように、全すべての決断には、メリットとデメリットが必ず存在します。

　そしてリーダーは、４秒後に決断しました。

「よし、やろう！」

「おっ、いいの？」

　ラックスに、そして他のチームメンバーへ、リーダーは答えます。

「全ては挑戦だ。ダメだったら、そのときはそのときだ。みんな、俺の決断を恨うらんでくれ」

　ラックス以下、五人の男達は微笑ほほえみました。

　彼をリーダーにした俺達の選択は間違っていなかったと。

　この決断の早さと、いざというときに責任を背負う潔いさぎよさが、優すぐれたリーダーの資質なのです。







「どーする？　また、出る……？」

　同じ頃ころ、同じくＧＧＯ内で、そして別の酒場で、ＳＪ３参加を巡って話をするキャラクター達がいました。

　男性が七人と、女性一人という一団でした。

　男達の髪型は様々ですが、紅一点の女性の髪は特徴的でとても目立ちました。なにせ、鮮あざやかなグリーンでしたから。

　彼かれ等らは、略称ＫＫＨＣこと、《北の国ハンターズクラブ》の面々です。

　北海道内で狩しゆ猟りようをしているリアル仲間達で、狩猟、射撃技術の向上を目的に結成されたスコードロン。着ているお揃そろいのジャケットは、戦闘より狩猟に適した、木をリアルに描えがいた迷めい彩さいパターンでした。

　彼かれ等らは前回、都合のついた男性四人と女性一人という編成で初参加してみて──、

「酷ひどい目に遭あったもんなあ……」

　前髪の禿はげた貫かん禄ろくのある中年男の言うとおり、どうにも切ない結果になりました。

　初めての対人戦せん闘とう。初戦こそ地の利と技術を生かした狙そ撃げきで敵チームを数人倒たおしたものの、その後ピトフーイ率いる強きよう豪ごうチームに共闘を申し出たのが失敗でした。

　アッサリと断られたあとに、背中から騙だまし討うちを食らってしまいました。

　男四人はそこで、一発も撃うち返せずにあっけなく戦死。

　唯ゆい一いつ逃げ切って生き残った緑髪の女性キャラクター、シャーリーは孤こ軍ぐん奮ふん闘とう、憎にくきピトフーイに一撃を食らわせることに成功しましたが──、

　結局仲間の敵かたきは討てずに、準優勝のピンクのチビに撃たれて、頭に直撃を食らってゲームオーバーでした。

　誰だれも何も言わない静かな数秒間が過ぎて、ＳＪ２に参加した若い男が、口を開きます。

「いやあ、なんつーか……、その……、無理に出なくてもいいんじゃね？」

　その発言に、場の空気がほわっと和やわらぎました。

　みんなが思っていたけど言い出しにくかったことを言い出してくれた彼に、熱い視線が優しく向けられました。彼は、滑なめらかになった舌で続けます。

「だってさ、チーム戦闘はまあ面おも白しろいけどさ、俺達がＧＧＯに求めるのは狩しゆ猟りようのための射撃の練習であって、決して人殺しの訓練じゃないっしょ？　だから今回は──」

　ばしん！

　逃げ腰の発言を、テーブルを叩たたく音が止めました。

「ぬるいっ！」

　両手で叩き、そして叫びながら立ち上がったのは、緑髪のシャーリーでした。白い歯を剝むき出しにした、怒おこる犬のような顔をしていました。

「みんな悔くやしくないのっ？　どうせまたあの女も出てくるよ！　みんなの見ている前で堂々とぶっ殺すいいチャンスじゃん！　アイツだけでもリベンジして、愛あい銃じゆうで頭ぶち抜いてクリーンキルしてやるって気き概がいはないの？　強い敵に当たっていこうって根性はないの？」

　凄すさまじい熱気が、緑の髪から漂ただよいました。ゲームの中ですが、オーラが見えそうでした。

　そして男達は、

「えっと……」

「まあ……、なんだ……」

「その……」

「いやあ……」

　かなり引いていました。ドン引きでした。

　おっかしいなあ……。ＳＪ２の参加を最後の最後まで渋って、『ゲームの中とはいえ人を撃つのは、リアルで実じつ銃じゆうを持っている人には相応ふさわしくないと思うの』とか言っていたのは、貴女あなただった気がするんですが……。

　男達の考えていることは、見事に同じでした。

　同じでしたが、それを言い出せる勇気もなく、全員が黙だまってしまいました。

「私はもちろん出るよ！　他には？　参加する人は？」

　シャーリーは叫んで、仲間を睨にらみました。







　そしてさらに同じ頃ころ。

「もちろん出ますよねー。俺も出ますよー。楽しみですねー」

　気の抜けた調子で、前を歩く五人の仲間達に話しかけるプレイヤーがいました。

　そこはＧＧＯのフィールドの中。

　ＧＧＯ世界は、地球が最終戦争で荒廃して住めなくなって、そこに宇宙船に乗った人間達が帰ってきたという設定です。

　大気組成すら狂って昼から赤い空の下、荒れ果てた荒野が続いています。遠くには、傾いた超高層ビルが見えています。

　仲間に話しかけたのは、黒髪ショートのハンサムなプレイヤー。黒い戦せん闘とう服ふくの上下に、胸には細長いポーチを四つつけています。右腰には、プラスチック製のホルスターに拳けん銃じゆうが収まります。

　彼の──、いいえ、彼女の名はクラレンス。

　イケメン優やさ男おとこに見えますが、一人称が俺ですが、プレイヤーはれっきとした女性。アミュスフィアを使ったＶＲゲームのシステム上、性別詐さ称しようは不可能です。

　クラレンスは、前回がＳＪ初参加のプレイヤーの一人。

　彼女の所属するチームは、中がジャングルという巨大ドームの中で、他チームとの共きよう闘とうを選びました。

　レンのいるＬＦや、ＳＨＩＮＣ、ＭＭＴＭなど、並み居る優勝候補を数の力で撃うち倒たおすために。

　そして三チーム十八人で網あみを張り、ピンクのチビチームが見事に引っかかったところまでは良かったのですが、相手の方が一枚上手でした。

　ピンク色のスモークに覆おおわれて視界が利きかない中、すばしっこいチビに一人、また一人と屠ほふられていったのです。

　あのときの戦闘は『ドーム内の鏖おう殺さつ』として、実況を見ていたプレイヤーをとても盛り上げました。

　クラレンスは、偶然ですがレンとお話をして、いろいろあった末に、もっていたマガジン、つまり弾丸を提供しました。そのあとすぐに、ＭＭＴＭに撃うたれて死にました。

　荒野を歩くクラレンスの背中で揺ゆれる銃じゆうは、《ＡＲ─５７》。

　かなりの珍ちん銃じゆうです。

　Ｍ１６系の下部レシーバー──、要するに下と後ろ半分を使って、上と前半分を別モノに交換した、いわばキメラのような銃。

　では上半分はどういう機構かというと、これがレンの使うＰ９０とほとんど一いつ緒しよです。同じようにマガジンを上に装着して、特殊な５．７ミリ口径弾を撃ちます。

　ＧＧＯ世界でもリアル世界でも、このマガジンを使うのはこの２丁だけ。レンにマガジンを供給できたのは、こういう理由です。

「またあのチビッコと会いたいな！　会ったら、ありったけ卑ひ怯きような手を使って戦って、今度こそ正々堂々と勝ちたいな！　背中から撃ちたいな！　可か愛わいいお尻しりを撃ちたいな！　口の中に銃口を突っこんで撃ちたいな！」

　るんるん気分で声を弾はずませるクラレンスですが、その内容は実にえげつなく、前を歩くバラバラ迷めい彩さいにバラバラ装備の仲間達は心底イヤそうな顔をしていました。

　かなり鈍にぶい人が見ても、彼かれ等らがＳＪ３に〝参加したがっていない〟のは明々白々。

　いえ、〝クラレンスと一緒にＳＪ３に参加したがっていない〟かもしれません。

「というわけでみんなで参加ねー。俺がエントリーしておこうかー？　メンツは前回と一緒でオッケ？」

　どんどんと話を進めるクラレンスに、

「いや！　僕はちょっとその日忙しいから」

「俺もだ。今回はパス」

「オレも」

「右に同じ」

　四人の男達が、前を向いたまま答えました。

　フィールドで人の顔を見て話さないのは、ＧＧＯプレイヤーによくあること。別にお互いの顔が見たくないわけではなく、モンスターや敵プレイヤーを警戒しているからです。

　ただし、今の彼等は、純じゆん粋すいにクラレンスの顔を見たくない、そして顔を見せたくないだけかもしれませんが。

　クラレンスは、一番近い場所にいた一人に駆け寄ると、

「じゃあ、サムは！」

　そう言いながら肩をぐいっと摑つかみました。

　振り向いたのは、中近東系の褐かつ色しよく肌はだをしたアバターの男。名前はシンプルにサム。

　それはアバターですから、顔立ちの整った男ですが、今はプレイヤーの心理を如によ実じつに表して、実にイヤそうな、困り切った顔をしていました。

「えっと……、その……」

「男ならハッキリしなよ！　その日、予定は？」

「ない、ですけど……」

　気け圧おされるように敬語で答えたサムに、

「決まりだね」

　クラレンスは、摑つかんだ手を一度離はなして、ポンと肩を叩たたきました。サムの顔に、諦あきらめの表情が浮かびます。

　クラレンスは、

「みんな！　サムと二人で出るから！　せめて予選だけはよろしく！」

　爽さわやかなイケメン笑顔で言いました。

　前回ＳＪ２、参加チームを絞しぼるために予選がありました。今回も、おそらくはあるでしょう。二人だけでは予選突破が厳しいので、せめてそれくらいはみんな出てよね？　というクラレンスからの素す敵てきなお誘さそい。

　四人の男達からの返事がなかったので、クラレンスは笑ったまま付け足します。

「さもないと──、例のことバラすよ？」

「もちろん出るよ！」「出るに決まってる！」「そんなん当たり前じゃん！」「予選だけは出たかったんだ！」

　四人が一斉に喋しやべったので、一人一人が何を言ったのか、よく分からなくなりました。

　ただ、男達がクラレンスに何か弱みを握られていることだけは、よく分かりました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　ＳＪ３の参加を希望するチームは、待ってましたとばかり、次々にエントリーの申し込みをしていきました。

　ＳＪの人気は、衰おとろえていないようです。

　前回ほどではありませんが、銃じゆうや治ち療りよう薬やくや豊富な弾薬など、上位入賞の賞品もなかなか豪ごう華かです。

　たとえ上位入賞が望めなくても、ＳＪでしか立ち入ることのできない特設フィールドでプレイができるのは、ゲーマー魂だましいをそそられます。前回のジャングルなどは、そのいい例。

　気の合う仲間達と一いつ緒しよにチーム対人戦を行えるのも、魅み力りよくの一つです。

　さらには利点として、酒場用の中継映像が撮られるので、後で自分達の活かつ躍やく（またはボロボロになる姿）をワイワイ見られるという楽しみも。

　そんな彼かれ等らの中で──、

　一つのルールが話題になっていました。アレはなんだろうね？　と。

　ＳＪ３は、基本的にＳＪ２のルールを引き継いでいます。

　全三十チームのバトルロイヤルであることや、10分毎ごとのサテライト・スキャンではリーダーの位置だけしか示さないこと、前回四位以内のチームが予選免除になること、10キロ四方の特設フィールドで行われること、死体は10分間その場で破は壊かい不可能オブジェクトになることなどです。

　しかし、一つだけ、今までにない謎なぞのルールが足されていたのです。

『主しゆ催さい者しやの提案により、残り六～八チームになった時点で、特別ルールが発表され発動する。遊ぶ方も見る方も楽しんでいただけると思うので、ご期待あれ』

　それが何か、まったく詳細は不明です。質問も受け付けていませんし、不満ならエントリーしなくていいとすら書かれています。

　どうして残りが六チームから八チームなのか、そしてその幅の理由はなんなのか、予想もつきません。

　本来なら、

「ルールも発表されていないゲームに出られるか！　ぷんすか！」

　などと怒おこっても仕方がないところでしたが、これを気にして参加を取りやめたプレイヤーは誰だれもいませんでした。

　そもそも、大乱戦のＳＪで上位八チームに残るのは決して容易たやすくなく、ほとんどのプレイヤーにとっては深刻な問題ではなかったのです。それより、そこまで生き残る方が先です。

　そして、元々上位八チームに残る実力を持っているチームには、実に些さ細さいな問題だったこと。

「ま、気にしてもしゃーないよな！　まさか、マシンガン禁止のルールになるわけでもないしな！　ＯＢ！」

　マシンガンラバーズの誰かが言いました。

「どうでもいい。何があろうと、その時に適切に対処すればいい」

　ＭＭＴＭのリーダーが言いました。

「何があっても私達は仲間であり、怯ひるまない」

　ＳＨＩＮＣのボスは言いました。

「ぜんぜん気にしなーい。いつもと違うっていうのは、ちょっと楽しそうね」

　ピトフーイが言いました。

　香か蓮れんは北海道にいる美み優ゆとの電話で、その話もしましたが、

「うーん、なんだろうね？　私がやってきた他のゲームだと、終しゆう盤ばんのバトルを盛り上げるために、武器の耐久値を自動でマックスに戻してくれるとか、あったよ」

「ふーん。じゃあ、マガジンが補給できるとかかなあ？」

「それよりさ、私の右みぎ太たと左ひだり子こが抱だける日が待ち遠しいよ！」

　それくらいの扱あつかいでしかありませんでした。
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　第二章　「サード・スクワッド・ジャム」







　２０２６年７月５日。

　第三回スクワッド・ジャム開始の時刻が、近づいてきました。

　お祭りの集合場所になるのは、今回も同じ、首都グロッケンにある大きな酒場です。

　ビルの一階にあるのですが中はかなり広く、数百人は入れるでしょうか。テーブルやカウンターがあり、また個室もあります。壁や天てん井じようには、巨大な画面が吊つるされています。

　その雰ふん囲い気きは、ＧＧＯが米国製のゲームということもあり、ハリウッド映画に出てくる酒場のよう。日本の飲み屋とはまったく違います。

　ここに参加プレイヤーが集まり、見学プレイヤーがお酒を飲みながら中継を楽しみ、ぶっ殺されたプレイヤーが10分後に戻ってくるのです。







　予想どおり、ＳＪ３の参加表明チームは増えました。総エントリー数は五十七。ちなみに前回は四十九でした。

　そのうちの三チームは、予選の必要がないシード枠です。

　まずは、前回の優勝チーム《Ｔ─Ｓ》。

　誰だれもが覚えています。

　ＳＦ兵士らしい、全身を覆おおうプロテクターが特徴の六人。そして、ＳＪ最大の漁ぎよ夫ふの利りをかっ攫さらっていったチームです。

　彼かれ等らは、最初からほとんど最後まで、城壁の上を自転車で移動し続けました。マシンガンラバーズを壁上からの銃じゆう撃げきで倒たおし、最後は、ピトフーイとの熱戦を制したがほとんど死にかけのレンとフカ次じ郎ろうを遠えん距きよ離りから撃うちまくって倒しました。食らったダメージは、なんとゼロ。

　作戦勝ちといえばそれまでですが、熱いバトルを期待していた観客達には、そりゃまあ評判の悪かったこと悪かったこと。

　彼等は、ＳＪ２終了後に酒場には現れませんでしたが──、

　今回は恥はじも外がい聞ぶんもなく堂々と参加表明していました。

　シードチームの二つ目は、初回優勝、前回準優勝者のレンと、同じく前回三位のピトフーイを有する《ＬＰＦＭ》。

　これが、今回のレンの属するチームの名前です。レンとピトフーイとフカ次郎とエムと、全員のイニシャルを単に並べただけです。略称ではなくこれが正式名で、命名者はピトフーイ。

「エルピーエフエム！　とても呼びにくいよピトさん！」

「いいところに気付いたわねレンちゃん！　実はそれも作戦よ！　相手チームがスキャンで呼称するとき、〝えるぴいえふえむ〟っていちいち喋しやべらせるのよ！　唇くちびるを嚙かんでダメージ認定されるかもしれないわ！　戦いがフィールドの中だけだとは思うなよ！」

「さようですか……」

　前回二位のレン達と、三位のピトフーイ達が同じチームとして登録したので、シード枠は自動的に三つになりました。

　そしてシードチームの最後が、前回四位だったＳＨＩＮＣです。

　説明不要の、最強アマゾネス軍団。中身が可か憐れんな女子高生達というのを知っているのは、香か蓮れんと美み優ゆのみ。

　残りの五十四チームは、予選バトルを昨日、つまり土曜日の夕方に行いました。

　偶然ですがキッチリ数が揃そろったので、予選は敗者復活なしになりました。勝ったチームだけが本戦出場決定。ＳＪ２のときと同じ、細長いフィールドでの一発勝負です。

　こうなると経験と実力がある方が勝つので、ＳＪ参加経験があるチームは、ほとんど生き残りました。

　ちなみに予選においてぶっちぎりの早さで勝利を収めたのは、ＭＭＴＭでした。







　11時を回ると、酒場に人が次々に集まってきます。

　集合〆しめ切きり時間は11時50分。１秒でも遅れたらＳＪ３に参加できませんので、遅刻厳禁です。早く着く分には飲食をしながら作戦会議でもしていればいいので、酒場は一気に賑にぎわってきました。

　参加チームが入ってくる度たびに、見て楽しむのが好きな、あるいは〝見て楽しむしかなくなった〟観客プレイヤー達は盛り上がります。まるでプロレスやボクシングの選手入場のよう。もちろん、ＢＧＭはありませんが。

　強きよう豪ごうチームが入ってくると、酒場の喧けん噪そうが収まったり、声援が飛んだり、彼かれ等らについて語るひそひそ声が響ひびいたりするのも、前回と一いつ緒しよ。

「おい、あいつら──」

　酒場のめざとい誰だれかが見つけたのは、なかなかに逞たくましい五人の男達。

　チームなのに迷めい彩さい服ふくは統一感なくバラバラで、銃じゆうや装備はストレージに格納しているので見えませんが、その人相で誰だかは分かります。

「おっ！　機関銃野郎達か……」

　そうです、ＺＥＭＡＬの皆さんです。

　ＳＪ１ではいいところゼロで消えた彼等ですが、ＳＪ２では地の利を生かして意外な、といったら失礼ですが、予想以上の善戦を見せました。

　最後は、Ｔ─Ｓの城壁上からの攻こう撃げきを読めずに攻撃されて消えてしまいましたが、三十チーム中の六位は、かなり立派なものです。

　全員がマシンガン装備で、単純な火力と所持弾薬数はかなり強力ですから、立ち回り方によってはもっと強くなれるはずです。

　果たして、今回はどこまで観客を楽しませてくれるのでしょう。







　それからも、ＳＪ２に出たチームが続々と酒場に入ってきます。

　まずは、メンバーの一人がカメラを体中に取り付けて実況を楽しんでいて、雪山でＭＭＴＭに全ぜん滅めつさせられたチーム。

　彼の実況付き動画はネットにアップされて、

『ＳＪ２奮ふん戦せん記き！　～嗚呼ああ、雪原に散りゆく友達の悲痛な叫びが、実のところあまりよく聞こえなかった～』

　というタイトルがついていました。

　その見事──、かどうかは分かりませんが、潔いさぎよい死に方には、数々の追つい悼とうコメントが寄せられました。

　今回も実況録画をすると宣言していますので、楽しみにしているファンは多いです。

　次いで、ＳＪ２でフカ次じ郎ろうのグレネード攻撃で壊かい滅めつした、光学銃を使ったチームが入ってきました。

　全員が当たり前のように装備しているアイテム《対光弾防御フィールド》によって威力を減げん衰すいさせられるため、対人戦で光学銃は不利になります。実際、今までのＳＪで使ってきたのは彼かれ等らだけです。

　今回も、そのポリシーを貫つらぬくのでしょうか？

　射程が長いことや命中率が高いこと、そして何より軽量さで大量の武器やエネルギーパックを持ち運べるメリットがどう活いかせるのか、それなりに注目されています。

　そして、旧日本軍の将校や、ベトナム戦争の米兵など、時代がかったミリタリースタイルでバッチリ決めた戦史大好きチーム、《ニューソルジャーズ》（ＮＳＳ）の皆さんも来場しました。

　コスプレの再現度合いが実に高いので、座ったテーブルだけ、空気が明らかに違いました。







　やがて、大物が入ってきました。

「おっ！　優勝候補、ご案内ー！」

　入口脇わきにいた誰だれかが、冗じよう談だんめかして言いました。酒場が彼等に気付いて、少し静まりました。

　チーム実力ならトップレベルの参加者、ＭＭＴＭの六人の男達です。今回も、スウェーデン軍迷めい彩さいでバッチリと決めて、眼光鋭するどい（一人はサングラスですが）強つわ者もの共ども。

　酒場の面々は知りようもありませんが──、ＭＭＴＭはここ一月ほど、さらに厳しい修行をこなしてきました。

　リーダーは、６月に行われたＧＧＯの最高峰大会である個人戦バトルロイヤル　〝バレット・オブ・バレッツ〟、略称ＢｏＢ、第四回大会を欠場しました。その分、ＳＪ３に目標を絞しぼったのです。

　ラックスは以前皆に話したとおり、狙そ撃げき銃じゆうのＭＳＧ９０を手に入れました。

　心拍の上昇を抑えたり、精度の高い弾丸を作製したりできる、スナイパー必須のスキルもできる限り取得しました。

　当然ですが射撃練習も重ねて、腕はメキメキと向上。無風のグッドコンディションなら、８００メートル以内は彼のキルゾーンです。

　アサルト・ライフル使いが一人減ったことは、リーダーを含めた四人のコンビネーションを再確認することで対応しました。各人が持ち運ぶ弾薬数も増やしました。

　準備はできました。しかし、新体制で対人チーム戦せん闘とうの実戦を行う機会が予選しかなかったので、しかも相手を瞬しゆん殺さつしてしまったので、ＳＪ３がほとんどぶっつけ本番です。

　それでも、彼かれ等らの気合いは十分です。

　目標は、もちろん優勝。そして、前回自分達をコテンパンに伸のしてくれた、ピトフーイへのリベンジ。

　観客達も忘れていません。

　ＳＪ２での終しゆう盤ばんは、巨大ログハウスでの室内戦闘でした。

　ＭＭＴＭの突入で、ピトフーイチームの覆ふく面めん男達四人は、奮ふん戦せん虚むなしく全員が討うち死に。

　そして始まった、六対二の、ＭＭＴＭの十八番の室内戦闘。

　そんな、もう絶対に勝てるはずの勝負だったのに、復活して暴れ回ったピトフーイ一人に戦況をひっくり返されてしまいました。

　ついでにいえば、ＳＪ１では彼等はレンとエムに全ぜん滅めつさせられていますので、その復ふく讐しゆうも狙ねらっています。

　今回はその三人が同じチームですから、願ったり叶かなったり。

　ＳＪ３で再び相見あいまみえたとき、彼等とピトフーイ達がどんな勝負を見せてくれるのか、観客が一番期待する、文字通りの〝大一番〟です。







　ＭＭＴＭが席に座ったとき、女性プレイヤーを含む二チームが、立て続けに酒場に入ってきました。

　まずは一つ目のチーム。

　黒い戦せん闘とう服ふくで決めたイケメンプレイヤーは、ＳＪ２の中継で〝レンのバトル〟を見ていた人ならなんとなく覚えています。ああ、ドーム内の鏖おう殺さつで最後にＭＭＴＭに撃うたれて死んだ奴やつか、と。

　とはいえ、その程度の扱あつかい。

　店に入ると同時にざわめきが静まることなど、一切ありません。そもそも、見た目がイケメンの彼女が女性キャラクターだと気付いている人がどれくらいいるのやら。

　クラレンスは、

「まあ、俺達の実力なんてこんなものだよねー。入って来ても、誰だれも見てくれないよねー」

　気にもせずに、むしろ楽しそうに、隣となりにいるサムに言いました。

「はあ……」

　茶色と緑をまだらにした迷めい彩さい服ふくのサムは、かなりの生返事です。二人は、酒場の入口近くに席を取りました。

　今回、クラレンスのチームは、この二人だけです。

　予選こそみんな出てくれましたし、相手がＳＪ初参加のチームだったので撃げき破はして突破しましたが、本戦は二人だけ。

　普通に考えれば、まず勝ち目のない戦いです。同じように二人だけで出たＳＪ１のレンとエムは優勝してしまいましたが、あいつらは例外なのです。

　サムの乗り気のしない態度もムリはありませんが、そんな彼に、クラレンスは言うのです。

「さあ暴れるよー。始まったら、計画どおりに、ね？」

「はあ……」

　サムは、答えなのか溜ため息いきなのか分からない声を洩もらしました。







　クラレンス達とほとんど一いつ緒しよに酒場に入ってきたのは、

「おっ、前回謀ぼう殺さつされたチームだ……」

　酒場の誰かが小声で洩らしたとおり、ＳＪ２でピトフーイに背中から撃たれたＫＫＨＣの五人でした。

　四人の男達と、一人の女──、はもちろん緑髪のシャーリー。

　全員、いつも通りのハンティングジャケット姿です。そうです、それしか持っていないのです。

「あの女……、たしかピトフーイに一撃食らわせたヤツだよな？　ガッツあるぜ」

　誰かが賞賛したとおり、ＳＪ２でピトフーイにダメージを負わせたのは、彼女とレンだけです。

　観客は、ＳＪ参加者のヒットポイントを見られません。だから、頭を撃たれたピトフーイが死ななかったことで〝弾は掠かすめた〟くらいに思っています。

　実際にはそれどころではなく、ピトフーイは即死寸前でした。

　ヒットポイントバーの残りは、薄うすすぎて見えないくらい。まさに首の皮一枚でピトフーイは死なずに済んだのですが、それを知っているのはピトフーイと、彼女のチームメンバーだけです。

　ＫＫＨＣの五人は賑にぎわう酒場を進むと、一番近かった個室に入りました。

　円卓に座ったシャーリー達は、各おの々おのが好きな飲み物を頼たのんだあとで、

「なあシャーリー。まあ、ここまで来たらやれるだけやるけどさ……、なんつーか、勝機はあるんか？」

　男の一人が、険しい顔のままの仲間に訊たずねました。別の男が、

「ぶっちゃけ、チームの連れん携けいとか、練習なんてしてないぞ？　ＳＪってチーム戦じゃんか。コンビネーションができる相手と戦って、勝てる？」

　そんな弱気な言葉を続けます。

　二人とも、ＳＪ２で最初に敵を仕留めたときは、

「俺達の腕なら、これ、けっこうなところまで行くんじゃないか？」

「そうだな。バリバリ血祭りだ」

　などと息巻いていた当人なのですが。




　あのときのシャーリーの気迫に押されてＳＪ３の出場を決めたＫＫＨＣですが、予選はギリギリの戦いでした。

　相手は、アサルト・ライフルやマシンガンを装備した六人チーム。自分達は、リアルでの狩しゆ猟りようの練習になるようにと全員が一発撃うつ度たびに手で装そう塡てんさせるボルトアクションのライフル。そうです、それしか持っていないのです。

　どうにか勝てたのは、シャーリーの狙そ撃げきのおかげでした。

　元々バレット・ラインを出さずに狙撃できる彼かれ等らは、射撃能力〝だけ〟は優すぐれているので、あとはどうやって冷静さを保てるかが勝利の鍵かぎになります。

　シャーリーは、それを成し遂とげました。

　敵の銃じゆう弾だんが雨あめ霰あられと飛んできて仲間達が浮き足立つのを尻しり目めに、相手が突撃を敢かん行こうしても怯ひるまずに、悪あく魔まのような冷れい徹てつさでひたすら撃ち続けました。

　敵チームの六人のうち、シャーリーが屠ほふったのはなんと五人。

　その冷徹な戦いっぷりに、仲間達は呆ぼう然ぜんとして、

「いつの間に、そんなに対人戦せん闘とうが上手うまくなったんだ？　あと、その〝弾〟は……？」

　訊ねずにはいられませんでした。

　シャーリーは、こともなげに答えます。

「時間があればずっと一人でプレイをしていた。モンスター狩りもしたが、ＰＫもよくやった。スコードロンを待ち伏せて、弾だん倉そうが空からになるまで狙そ撃げきしたら、後は逃げていた。この弾は──、作った」

「…………」

　そりゃあ男達は呆あきれます。

〝人を撃うちたくない〟とか言っていた人間が、積極的に他のプレイヤーを殺す人間狩りを一人で楽しんでいたなんて。

　このチームで一番の猛者もさは、ＳＪ２以来腑ふ抜ぬけて何もしてない男達ではなく、このシャーリーでした。




　酒場の個室で、シャーリーは四人の男達に険しい顔を向けて、

「大だい丈じよう夫ぶ。実は、有効だと思える戦法を一つ思いついている。私達なりの方法で、思いっきり暴れ回ることができる戦法を」

　言葉の意味だけを素直に捉とらえれば、安心できそうなことを言いました。

　男達の顔が、ほんの少しだけ緩ゆるみました。

　まあ、今現在一番強いだろうシャーリーの言うことを聞いていれば、なんとかなるだろう、と。

「だから、指示には従ってね」

　シャーリーの言葉に、皆は頷うなずきました。




　11時35分頃ごろ。

　酒場のモニターでは、今回のスポンサーの、五十代の小説家がインタビューに答えていました。生中継ではなく、録画のようです。

　ＳＪ１でスポンサーになった、病的ガンマニアの彼です。相変わらず、無ぶ精しようヒゲを格好いいと思って生やしている、むさ苦しい風ふう体ていです。

　リアルはバレている、つまり割れているけど、ＧＧＯのアバターは割れていないという、珍めずらしいパターンです。

　インタビューでは、ＳＪ２の主しゆ催さいは誰だれかに先を越されたけど、今回は開催できた嬉うれしい嬉しいと、年とし甲斐がいもなくはしゃぎまくっています。

　さすがにＳＪ１の優勝賞品〝サイン入り著作セット〟の評判が最悪だったことは分かっているようで、今回はＧＧＯのアイテムにしましたと、頭を下げていました。

　特別ルールについてインタビュアーの女性に訊たずねられた彼は、実はですねえ……、とわざとらしく匂におわせてから、おっと言えないとかぶりを振りました。

「はいはい、演技演技」

「コイツが考えたルールだろ？　性格歪ゆがんでいそうだから、多分歪んだルールだろうな」

「ガンマニアに、性格真まっ直すぐなヤツなんているか？　いや、いない」

「お前が言うと説得力が高いな」

「まーな。スキルだよスキル」

　今回も観客は、好き勝手なことを言っていました。







　11時40分頃ごろ。

　参加チームがほとんど入店して、観客も前回より多く集まってきて──、

　酒場は盛り上がってきました。いよいよ祭りが始まる雰ふん囲い気きに包まれています。

　今回も行われている『大会決着まで何発の銃じゆう弾だん（と光学銃のエネルギー弾）が放たれるか予想』ですが、前回前々回とピタリ賞は出ていません。

　まあ、万単位の数字をピタリと当てるなんて、ほとんど宝くじです。それでも賑にぎわっているのは、ＳＪは勝者を予想する賭と博ばくがないから。

　さて、前回の栄はえある優勝チームのＴ─Ｓですが、どうやらまだ来ていないようです。

「よくもまあ、いけしゃあしゃあと参加できたもんだよ！」

「来たら大ブーイングしてやる！」

「大人げないことはするなよ。まあ、今回は負けを祈ってるけどな！」

「アイツら！　オレのレンちゃんとフカ次じ郎ろうちゃんをやりやがって！」

「うん、前から言ってるけどお前のじゃねえ」

　などと息巻いている観客がいるのですが──、

「やっぱり身軽で来て正解だな」

「だよなあ」

「バレてないバレてない」

　実はもう、Ｔ─Ｓの皆さんは酒場のテーブルにちゃっかりと座っているのです。

　しかも試合前の宴えん会かいとばかりに、食べ物飲み物を目の前に並べて、ヴァーチャル飲食を楽しんでいるのです。自分達の悪口を聞きながら。

　どうして気付かれていないかは、実に簡単なこと。チーム全員が当たり障さわりのない戦せん闘とう服ふく姿で、特徴的なフルプロテクターを一切身につけていないからです。

　顔が一切バレていない彼かれ等らは、実にお気楽なもの。

　そんな六人のテーブルに、ふらりと近づいてきた一人の男がいました。ウッドランドパターンの迷めい彩さい服ふくを着て、赤いベレー帽を被かぶった男は小声で話しかけます。

「君達は──」

　すわ、見破られたか！

　身構えたＴ─Ｓの面々でしたが、違いました。

「見学者じゃなくて、参加者だよね？」

　意表を突かれたチームの一人が、

「え？　まあ、そうですけど……」

　思わず馬ば鹿か正直に答えてしまうと、

「やっぱり。これ、よかったら読んでおいて」

　男はそう言うと、切手ほどの大きさのアイテム、メッセージカードを置いていったのです。これは、触ふれたプレイヤーに文字情報を送れる、いわば手紙です。アイテムを同封して渡すこともできます。

　男は答えも聞かずに、去ってしまいました。

　Ｔ─Ｓのメンバーは、首を傾かしげながらも次々に触れていきました。他の人に読んでいるところを見られないように、自分の目だけに見えるウィンドウを立ち上げました。

　そして、そこにあった短い文章を読んで、

「…………」

　六人全員が、揃そろって息をのみました。

　読んで数秒後、メッセージカードは自動的に消しよう滅めつしました。証しよう拠こを残さないために。

　そして同時に、別のアイテムがメンバーのストレージに格納されました。







　11時46分。

　ＳＪ３の参加者は、50分までに酒場に入っていなければなりません。その時間に、待機エリアへの転送が始まるからです。

　残り４分になって、最強チームの一つがやって来ました。

　細かい緑の点を大量にちりばめた迷めい彩さい服ふくで揃えた、ＳＨＩＮＣです。ＳＪ１、準優勝。ＳＪ２、四位。錚そう々そうたる戦績のチームにして、六人全員が女性というアマゾネス。

「来たぜっ！」

「いよっ！　待ってました！」

「やっちめえ！　今度こそ優勝だ！」

　囃はやし立てる観客達の前を、女達は堂々と進みます。

　先頭を歩くのは、やや小柄な、キツネ目で短い銀髪の女。名前はターニャ。このチームのポイントマン──、戦場で先せん陣じんを切る高速のアタッカーです。

　得え物ものは、サブマシンガンの《ビゾン》。９ミリ口径拳けん銃じゆう弾だんを53発入れた円筒形マガジン付きのこの銃を振り回し、相手を攪かく乱らんさせる役目を請け負います。サイドアームに、《ストリージ》９ミリ口径自動拳銃も持ちます。

　入店すら先頭だったターニャの後ろを、隣となりにいる仲間と談笑しながら、金髪ウェーブを揺ゆらめかし、サングラスをかけた女が歩きます。まるで外国映画の女優のような出いで立ちの、アンナ。

《ドラグノフ》自動連射式狙そ撃げき銃じゆうを使う、チームに二人いるスナイパーの一人。そして一番の美人です。見とれる男達、実に多し。

　そのアンナと話しているのは、ずんぐりむっくりドワーフ体型の、ソフィー。

　体当たりだけで敵を倒たおせそうな体格です。そんな彼女の武器は、容よう赦しやなく弾丸をばらまくＰＫＭマシンガン──、でした。ＳＪ１では。

　前回ＳＪ２で、愛用武器を手放してまで、ソフィーは運び屋になりました。ＳＨＩＮＣが持っている、ＧＧＯ最強レベルの武器の。

　彼女が自分のストレージに入れて運んでいたのは、《ＰＴＲＤ１９４１対戦車ライフル》。口径１４．５ミリという、手持ちの銃としては飛び抜けて大きな弾丸をぶっ放す、全長２メートルという巨大銃でした。

　ＳＨＩＮＣはこの矛ほこで、エムの持つ楯たてと正面から撃うち合い、それを構造的に破は壊かいし、使用不可能にしました。

　あのときの、轟ごう音おんが連なった砲ほう撃げき戦せんは、観客達の記き憶おくに強く残っています。そしてそのとき、ソフィーがどんな役目を果たしたかも。

　二人の後ろを歩くのが、黒髪に緑色のニットキャップを被かぶった、長身の女。チームのもう一人のスナイパーである、トーマです。

　普ふ段だんは可変倍率スコープを付けたドラグノフを持っていますが、ソフィーがＰＴＲＤ１９４１を実体化させた際には、トーマが引き金を引きます。

　可能な場所では容赦なく使ってくるだろうＳＨＩＮＣの必殺武器は、参加者の恐怖の対象です。

　なにせ威い力りよくのある銃です。姿が見えないほどの超遠えん距きよ離りから、強力な一発が飛んでくるかもしれません。近ければ近いで、貫通力の高い強きよう烈れつな弾ですからこれまた厄やつ介かい。今までは身を隠かくせた鉄板の裏でも、まったく安心できなくなります。

「おっかねえなあ……」

　ＳＪ３参加者であろう一人が、彼女達に聞こえないように呟つぶやきました。隣の仲間が、

「反則だろうよ対戦車ライフルなんて。人に向けて撃つなよ」

「そうだそうだ」

「優しさがねーよな」

「そうだそうだ」

　後ろに続くＳＨＩＮＣの五人目は、短い赤毛のそばかす顔、年齢が高く見えるので、下町のおばさん、といった風ふ情ぜいの女でした。名前はローザ。

　ＰＫＭマシンガン使いの一人で、大量の弾薬と予備銃じゆう身しんをバックパックに入れて持ち歩き、ＳＪ１でもＳＪ２でも、常に派手に撃うちまくっていました。

　今回も、チーム唯ゆい一いつのマシンガナーとして、火力支援を行うことでしょう。

　そして六人目、チームの最後尾を歩くのが、最強アマゾネスを従えるリーダーにして、身長１８０センチ超えの大女。

　顔は厳いかつく、色黒の肌も相あい俟まってまるでゴリラです。しかし女性らしいお下げの髪が揺ゆれています。

　彼女の名はエヴァ。全員からボスと呼ばれる、司し令れい塔とうです。

　使う銃は、消音狙そ撃げき銃じゆうの《ヴィントレス》。

　消音といっても、あとからサプレッサー（消音器。サイレンサーとも）を銃口につけただけの銃とは違い、設計と弾薬から消音を考えて生まれた銃です。その静かさは桁けた外はずれで、近くにいる相手にも、まったく銃声を聞かせずに仕留めることができます。

　そして右腰には、ターニャと同じくストリージをホルスターに納めています。

　彼女達ＳＨＩＮＣの戦せん闘とうには、ある種の必勝パターンがあります。

　全員が一糸乱れぬチームワークで行動し、見つけた敵より優位な位置を占めると、まずは撃ちっぷりのいいマシンガンが激しく弾幕を張って、それをドラグノフの二人が狙ねらい澄すました射撃でサポートします。

　その攻撃を凌しのいでも、相手はうかつに動けなくなります。そこでボスやターニャがこっそりと裏に回りこんで、素早い動きと消音銃で一人ずつ屠ほふっていくのです。

　また、これを逆手に取ることもあります。

　マシンガナーやスナイパーが、わざと狙いを外して撃つのです。自分の位置はバレていないと思った敵が裏をつこうと移動すると、そこに待っているのがボスとターニャという案あん配ばい。

　そのチームワークとコンビネーション能力は凄すさまじく、中継を見ていた観客達からは、どうやったらあそこまで仲良く動けるのかという疑問が浮かびますが、理由を知っているのはレンとフカ次じ郎ろうくらいです。

　ＳＨＩＮＣが、ＭＭＴＭと並んで今回も優勝候補のチームなのは間違いありません。

　果たしてどんな戦いを見せてくれるのか、観客達は楽しみでなりません。

　その彼女達ですが、この時間になると空あいたテーブルが少ないので、ＭＭＴＭが陣じん取どるテーブルの前を通ることになって、

「やあ、淑しゆく女じよのみなさん」

　リーダーが、ボスに気さくに話しかけました。

　ＳＪ２の前は似たような状況で火花を散らしあった二人が、今度はどんな攻撃ならぬ〝口撃〟をやり合うのかと、周囲の全員がハラハラドキドキワクワクしていると、

「あら、こんにちは」

　足を止めたボスは実に素そっ気けない、しかし敵意のない言葉を返しました。

　そして、しばしリーダーと会話します。

「前回もがっぷり四つに組めなくて残念だった。なかなか上手うまくいかないもんだな」

「ですわね。まあ、こればかりは運もあるので」

　このチームは、これまでの大会で本気で銃じゆう火かを交えたことがありません。

　前回はピンチのレンを救うためにＳＨＩＮＣのマシンガンが火を噴ふきましたが、ＭＭＴＭは鮮あざやかな撤てつ退たいをしました。

「お互い、運も味方に付けられるように頑張ろう。ところで──」

　ＭＭＴＭのリーダーは、話題を変えつつ、口だけで笑いました。ハンサムな顔に付いている二つの目は、一切笑っていません。

「正直に言おうか。俺達の今回の最大の敵は、貴女あなた達ではない。もちろん優勝決定戦となれば違うが、それまでは、違う。そして、貴女達もそうだろう？」

「なるほど。考えることは一いつ緒しよですね」

　ボスは、厳いかつい顔のままで答えました。

　最大の敵は、お互いではない。俺達私達には、ＳＪ３で戦って倒たおしたい敵がいる。だから、もし〝運悪く〟かち合ってしまったら、そのときは逃げてもいいよね？

　その共通認識をしっかりと確認した二人の耳に、酒場のどよめきが聞こえてきました。

　入口の方からでした。

　もう、誰だれが入って来たかなど、見なくたって分かります。

「来たか……」「来たか……」

　二人の発した言葉とタイミングが、完全にシンクロしました。

　二チームにとっての最大の敵が、入ってきたのです。







　11時48分過ぎに、

「なんでいつもこんなにギリギリになっちゃうの！」

　レンは酒場にやって来ました。

　いつものピンクの戦せん闘とう服ふくを着て、ピンクの帽子を被かぶって、そしてそれを隠かくすような茶色のローブを纏まとって。

「いいかげん過ぎるでしょ！　心臓に悪いでしょ！　いろいろあり得ないでしょ！」

　レンは怒おこっていました。ピリピリしていました。後ろにいる人間に、感嘆符付きの言葉をぶつけていました。

　それはそうでしょう。あと１００秒ほど遅れたら、大会に出られないところだったのですから。

「いんやあ、わるいわるいー。アイスティー奢おごってやるからさー。大好きなつまみもさー」

　まったく悪びれずに、後ろからフカ次じ郎ろうが入店しました。

　小さな体に、レンと同じようなローブ姿。フードを被かぶって顔を少し隠かくして、どこぞの賢者のようです。チビですが。

「そんな暇ひまあるかあ！」

　レンはまだ怒おこってます。

「まあいいじゃない、ちょっとの遅刻くらいー」

　後ろから入店したのは、つなぎ姿のピトフーイ。

「どうにか間に合ったな」

　そして、Ｔシャツ姿のエム。

　二人はギリギリ入店などまったく意に介さず、いつも通りの飄ひよう飄ひようさと、冷静さです。

「はあ……」

　一人で怒っているのがバカらしくなって、レンはローブの下の肩を下ろしました。




　前回ＳＪ２では、ダイブ直前にアイスを食べた美み優ゆの腹痛で遅刻しそうになりました。

　今回のギリギリ入店も、ハッキリ言ってコイツのせいです。

　実は美優、というよりアバターのフカ次郎、なんと今日までＡＬＯにいました。正確に言うと、さっきまでいました。

　ＡＬＯの仲間との大冒険があったらしく、土曜日の朝から、時々食事とトイレ休きゆう憩けい、──もちろんリアルの──、をこなしつつ、ほとんど不眠不休でゲームをしていたとか。

　実に、健康に悪い遊び方です。

　一日数時間以上のダイブは精神にもよくありません。さらにいえば、あまりにＶＲ世界にいすぎると、〝どっちがリアルだか分からなくなる〟という恐ろしい精神状態になりかねません。

「いやあ、ＶＲゲームは一日２時間までとかよく言われるけど──、私ぐらいの篠しの原はら美優になると、別に問題ないよ？」

　それはさておき、予定では、フカ次郎はＡＬＯでの仲間達との胸躍おどる大冒険を朝のウチに終え、数時間の余裕を持って、ＧＧＯにコンバートすることになっていました。過去にＧＧＯにいた経歴があるので、コンバート予定でチーム登録をしておいた荒技です。

　しかし、その大冒険の終了が遅れに遅れて──、結果的にはギリギリ。

　前日が無理でも、余裕を持って今日の10時にはグロッケンで集合しようと、レンはフカ次郎の装備一式を台車に入れて待っていたのに──、

　連絡もなく全然来ないので、レンは相当に青ざめました。

　ピトフーイとエムは、事前打ち合わせどおりに、キッチリ11時にＧＧＯにダイブして連絡してきましたが、

「大変！　フカ次郎が来ないの！　どうしよー！」

　涙目で慌あわてふためくレンをなだめながら、一いつ緒しよに待つこと30分以上。

　どうにかＧＧＯにコンバートして来たフカ次じ郎ろうと一緒に、こうして酒場へと全力で駆け込んできた次第です。

　一時は、もう三人で出るしかないと思っていました。フカ次郎のことは、死んだのだと諦あきらめていました。

　まあ、結果的に間に合ったので、ヨシとするしかないのですが、レンは疲ひ労ろう困こん憊ぱいです。

「疲れた……。本当に疲れた……」

　大会が始まる前からこれですから、先が思いやられます。







　レンが入ってくると、

「きたああ！」

「おおおおおっ！」

「待ってました！」

　一いつ瞬しゆん静まった酒場は、一気に盛り上がりました。

　ローブで隠かくしていても、誰だれが来たかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。明らかにチビの二人は目立ちますし、あとから入ってきたピトフーイとエムは、そもそも隠していませんし。

「ぶっちぎり優勝候補だぜ……」

「しかも、ズルいチームだぜ……」

　観客達が、正直な感想を洩もらします。

　それはそうでしょう。ＳＪ１優勝と、ＳＪ２の準優勝と三位のコンビネーションですから。

　今、酒場を歩く四人は──、

　とにかくチビで、とにかくすばしっこく、相手の意表を突いた突とつ撃げきを躊ちゆう躇ちよなく敢かん行こうするレン。

　チビだが超力持ちで連射グレネード・ランチャー２丁の高火力でサポートする、フカ次郎。

　頭のおかしい戦い方を平気でやらかすオールマイティでハイスペックな残忍女、ピトフーイ。

　ラインなしで撃うてる狙そ撃げきの凄すご腕うでと、大抵の銃じゆう弾だんを弾はじき返す楯たてを持った冷静沈着な巨漢、エム。

　個々の能力が高い──、

　というより変な方向へ思いっきり振り切れているメンツばかりです。

　このチームには四人しかいませんが、コイツ等らなら一人で普通のプレイヤーの二人分は働きそうです。実質八人チームではないでしょうか。

　このチームがこれからどんな、〝活かつ躍やく〟という名の、えげつなくも派手で見栄えのする大量殺さつ戮りくを見せてくれるのか、酒場の観客達は楽しみでなりません。

　この悪あく魔まのようなチームをどうやって倒たおしてやろうか、そして自分達の名を上げてやろうか、酒場にいるＳＪ３参加者達は楽しみでなりません。まあ、無理かもしれませんが。

「いよっ！　おねーさん頑張れ！」

「期待してるぜ！」

　ピトフーイに声援が飛んで、

「やあやあ、まあまあ。ありがとうね。どうもね」

　選挙カーから手を振る候補者のように、笑顔で手を振っていました。

　ＳＪ２のときも、ピトフーイはこんな様子でした。当時はほとんど誰だれも彼女を知らなかったので、場の空気をひどく白けさせましたが、今回はその逆。

「おおっ！　姉さん！」

「愛してるー！　殺しまくれー！」

「楽しみにしてるよー！」

　観客達は、アイドルでも見たかのように大盛り上がり。

「みんなー！　ありがとー！」

　まるで歌手のように愛あい想そのいいピトフーイです。リアルでは歌手ですが。

「おい、俺を見て笑ってくれたぞ！」

「バーカ、俺を見たんだよ！」

　今、酒場で無む邪じや気きに騒さわいでいるキャラクターは観客で、

「…………」

　黙だまって睨にらんでいるのが参加者です。一目で分かります。




　どこにいるのかな？

　レンは、人を捜しました。首を振りました。ジャンプしました。

　そして見つけました。デカい人間が三つ編みを垂らしていると、遠くてもあの人だとすぐに分かります。

『出場選手の皆様、大変長らくお待たせしました。30秒後に、待機エリアへの転送を開始します。戦せん闘とう準備はいいですか？』

　アナウンスが流れ始めました。

　観客から、

「レンちゃん頑張って！」

「暴れてくれよ！」

「今日もちっこくて可か愛わいいよ！」

　応援の声がかかりますが、彼かれ等らに愛あい嬌きようを振りまく暇ひまもなく、レンは小走りでボスのもとへと急ぎました。




　腕時計を見たら、11時49分50秒。

　もう時間がないのですが、これだけは伝えておかねばなりません。

　レンはボスの前に立つと、見上げました。フードの下で、笑顔がこぼれます。

「来たよ」

　ボスは、仁に王おう立だちで迎えました。厳いかつい顔に、子供が見たら泣きそうな笑顔が浮かびます。

「待っていたよ」

　そして11時50分。

　突然始まる転送で、二人は光の粒子になって消えていきました。
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　どこまで続くのか分からない、床以外何があるのか分からない、薄うす暗ぐらく狭せまい空間──、それが待機エリアです。

　何もない空間の高い場所には【待機時間　09:55】の大きな文字が浮かんでいて、数字は１秒ごとに減っていきます。

　ＳＪ３開始までの10分間、参加プレイヤーはここで装備を整えたり、チームメイトと戦略を再確認したりします。

　大会中にヒットポイントを全損、つまりキャラクターが死亡した場合は、やはり10分間ここで待機してから酒場に戻ります。

　それは、ＳＪ３のフィールドに《破は壊かい不可能オブジェクト》として死体が残っているのと同じ時間です。待っている間は、暇ひまつぶしに戦せん闘とう中継映像を見ることができます。もちろん、ログアウトしてゲームから出ても構いません。

「さて……」

　待機エリアでレンは、何はともあれやるべきことをやっておこうと、戦闘の支度したくを始めました。さすがに三度目ともなれば、慣れたもの。

　左手を空中で指揮者のように動かすと、コマンド用のウィンドウが目の前に出ます。

　それを触さわったりスライドさせたりと操作して、まずはＳＪに必要のないローブをストレージに格納しました。音もなくローブが消えて、ピンクのチビが今、ピンクを取り戻しました。

　レンは次に、配給品を実体化しました。

　全員に配られたのは、ＳＪの必須アイテムである《救急治ち療りようキット》三本と、《サテライト・スキャン端たん末まつ》です。

　救急治療キットは、ＳＪ中の唯ゆい一いつのヒットポイント回復アイテム。

　大きめの注射器のような筒で、体のどこに刺しても構いません。一本でＨＰを30パーセント回復しますが、その完了までは実に１８０秒もかかるので、戦闘中にポンとＨＰを回復できないのが難しいところ。

　サテライト・スキャン端末は、これから戦う特設フィールドの地図を見たり、10分に一回のサテライト・スキャンによって相手の位置を知ったりするための機械。見た目は、ほとんどスマートフォンです。

　これがなくてはＳＪをマトモに続けられないほどの最重要アイテムなので、何をしても壊こわせない設定になっています。

　ＳＪ１で、レンはこれを胸ポケットに入れておいたおかげで命拾いしました。小柄で、お世辞にも豊満ではないレンだからできた業わざでした。

　そしてたぶんそのせいで、ＳＪ２以降、弾丸は端末を通り抜ける設定になりました。まあ、ズルはダメですね。

　レンは、救急治療キットを体の前の細身のポーチに入れて、端末は胸ポケットにしまいました。前回はフカ次じ郎ろうに使い方を説明しましたが、今回はその必要もありません。

　次にレンは、ウィンドウの中から〝武装の一いつ括かつ装備〟を選択します。

　ピンクの迷めい彩さい服ふくを着た自分の体に、装備ベルトが音もなく実体化していきます。

　腰に肩に、ちょうどいい締しめ付け具合で張り付いて、そこにＰ９０用の縦に長いマガジンポーチが、腰の左右に加わりました。今まで通り、片側三本ずつの六本分です。

　ストレージには予備マガジンをストックしてあるのですが、前回弾切れの恐れがあった反省からさらに増やして、十五本を用意しました。レンのパラメーターが、重量ペナルティなしで許容する重量、本当にギリギリです。

　今回のマガジン携けい行こう数すうは、銃じゆうに付いている一本、ポーチの六本、そして予備が十五本の計二十二本。一本に弾丸が50発ですから、合計１１００発。

　前回に大だい活かつ躍やくした、発はつ砲ぽう音おんを抑えるサプレッサーも一応用意しています。最初から装着していないのは、少しでも短い方が取り回しがしやすいから。

　チームメイト全員と電話のように同時通話ができる通信アイテムも、当然装備しています。距きよ離り計けい付きの単眼鏡は、今回も持っています。

　武装の実体化は続きます。

　レンの貴重なサイドアームである、黒い刃の凶きよう悪あくなコンバットナイフが腰の後ろにつきました。右手で逆手で抜く位置。ＳＪ１でもＳＪ２でも、ラストバトルで大活躍したのがこのナイフです。なければ、レンは負けていました。

　そして最後に、なんといってもなければ戦えない、絶対に必要な物──、メインの武装が登場します。

　全体的には角張っていて、グリップ部分だけはぬめっとした、長さ50センチほどの不思議な形をした銃──、Ｐ９０。色は服装と同じくすんだピンク。つまりピーちゃん３丁目。

　それを手にとって、スリングで肩にかければ、レンの準備は完了です。

　レンは愛銃の重みを感じながら、心から思いました。

　もうぶっ壊こわされるのはイヤだぞ。




「おっ！　レンそれ、新しいの！　やっぱり似合うじゃーん！」

　後ろから、フカ次じ郎ろうが話しかけました。

「まーねー！」

　ピーちゃんを褒ほめられると単純に嬉うれしいレンが、くるりと振り向いて見たのは、フル装備のフカ次郎です。

　フカ次郎もまた、背が低く、可か愛わいい女の子のアバターをしています。

　しかし顔の造りはシャープで、うかつに触ふれたら切れそうです。長い金髪は後ろでまとめて、そこにはかんざし代わりのナイフを差しています。

　このナイフも、ＳＪ２では〝ここぞ〟というところで活躍してくれました。なければ、レン達は負けていました。

　フカ次郎の服装と装備も、前回とまったく一いつ緒しよ。

　当然といえば当然です。ＳＪ２の終了時からついさっきまで、フカ次郎はＧＧＯにいなかったのですから。彼女の持ち物は全すべて、レンが借りたロッカーで、３ヶ月の間眠っていました。

　フカ次郎の鮮あざやかな金髪の頭の上には、緑色をした、彼女にはやや大きいヘルメット。

　戦せん闘とう服ふくは、米軍が使っている《マルチカム》と呼ばれる迷めい彩さいパターン。上は長なが袖そでですが下はショートパンツで、足は黒いタイツに茶色のショートブーツ。なかなかのお洒落しやれさんです。

　胸の前には、緑色の防弾プレート入りベスト。これには、直径４０ミリのグレネード（榴りゆう弾だん）を入れるポーチが付いています。背中には、グレネードが目一杯詰まったバックパックを背負っています。

　メインの武器は、そのグレネードを６連発できるグレネード・ランチャー、ＭＧＬ─１４０。しかも、両手に持って２丁装備します。

　最大で４００メートル先まで、殺傷半径５メートルほどの〝爆ばく弾だん〟を撃うち出すことができる凶きよう悪あくな火器です。ＳＪ２でもその実力をフルに発揮して、直接見えない場所の敵まで山なりに攻こう撃げきして、何人も屠ほふりました。

　久々に愛あい銃じゆうを手にしたフカ次じ郎ろうは、

「おお、愛いとしの右みぎ太たよ左ひだり子こよ……、元気にしていたかい？　少し、瘦やせたんじゃないかい……？　レンはちゃんと食べさせてくれてなかったのかい？　私が妖よう精せいの世界で大だい活かつ躍やくしていたときも、お前達のことを忘れたことは一いつ瞬しゆんたりとも──、いや、あんまりなかったよ？」

　右手と左手に持つそれぞれに付けた名前を呼んで、フカ次郎は愛おしそうな目をしました。３ヶ月ぶりに手にする愛銃のぬくもりは、はたしていかばかりか。

　ちなみにフカ次郎は、もう一丁銃を持っています。

　右みぎ腿ももの位置でホルスターに納めた９ミリ自動式拳けん銃じゆう、その名も《スミス＆ウェッソン　Ｍ＆Ｐ》がそれですが──、

　フカ次郎の拳銃の腕はドヘタ。超が付くほどヘタ。

　前回、すぐ目の前にいる敵に撃ちまくって、そして一発も当てられなかったという、本当に持っている意味があるのか疑わしい武器でした。

　置いていけばいいのに。

　レンは思いましたが、言いませんでした。




　その空間にいるもう二人、つまりピトフーイとエムの準備も整っていました。

　エムも、今までと変わらないスタイル。

　ムキムキマッチョで山のような巨体を覆おおう服は、毒々しい粒状の緑迷めい彩さいの戦せん闘とう服ふく。上半身には、胸をカバーする防弾プレート入りの、マガジンポーチ付きベスト。

　頭には、短たん冊ざく状じようの布を何枚も貼はってシルエットをぼかしたブッシュハット。そして背中には、前回も前々回も活かつ躍やくした、銃弾を弾はじく楯たてを入れた迷彩柄バックパック。

　この楯、前回ＳＨＩＮＣの対戦車ライフルで攻撃されて、八枚を連結させるジョイント部分が破損しましたが、もちろん復旧は終えています。

　さらに、前回ピトフーイが楯を手持ちで防御に使って具合が良かったので、簡単に分割できるように細工までしてありました。

「おお、べんり！」

　フカ次じ郎ろうを待つ間にこのアイデアを聞いたレンは、いたく感心しました。今回は、レンも使えるかもしれません。重いから持って動き回るのは無理でも、防御陣じん地ちなどで。

　エムが手にする銃じゆうは、もちろん前回までと変わらず、ゴテゴテした外見のＭえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるです。高倍率ズームスコープが載せられていて、狙そ撃げきから通常の戦せん闘とうまでオールマイティに使える便利な一丁。

　右みぎ腿もものホルスターには、ＳＪ１でレンに向けて火を噴ふいた４５口径自動式拳けん銃じゆう、《ＨＫ４５》が収まります。

　最後に、通常の手しゆ榴りゆう弾だんより高こう威い力りよくの、プラズマ・グレネードを４発。被弾したら誘ゆう爆ばくする武器ですので、腰の後ろ、バッグの陰になるような位置にぶら下げるのがセオリー。




　ピトフーイも、その装備はＳＪ２とまったく一いつ緒しよでした。

　このレベルの強さのプレイヤーになると、一度確定した〝最強装備〟をコロコロと変更はしません。

　ピトフーイの頭には、スポーツ用のそれに似た、しかしサイバーチックなデザインの黒いヘッドギアが装着されています。ヘルメットよりも軽く、しかし各部にはプレートが入っていてある程度の防弾性能を持つプロテクター。

　体には、細く締しまった体を覆おおう濃のう紺こんのつなぎの上に、胸には防弾を兼ねた装備ベスト。そこにはショットガン用の散弾が何発も収まっています。そしてメインに使うアサルト・ライフルの30連マガジンのポーチも、まるで鎧よろいのように横に並びます。

　そのメインの銃は、ＳＪ２でレンに向けて散々火を噴ふいた《ＫＴＲ─０９》です。

　ロシア製の世界一有名なアサルト・ライフル、ＡＫ─４７のカスタムモデルで、長時間連射が可能な、75発入りドラムマガジン装着。

　サイドアームとして、《ＸＤＭ》４０口径自動式拳銃を、両腿に２丁。

　さらなるサイドアーム──、としてはかなり強力ですが、短縮化散さん弾だん銃じゆうの《レミントンＭ８７０・ブリーチャー》は、左腰にぶら下げた鞘さやに差し込まれています。

　両足のブーツの脇わきには細身のナイフを装着しています。

　最後に、腰の後ろのポーチの中で見えませんが、一振りの光剣を携たずさえています。

　ＳＪ２で多くの人間を殺しまくった、銃の世界の剣を。







「ピトさん──」

　レンが、準備を終えたピトフーイに話しかけました。空中のカウントダウン表示は【04:33】。まだかなり余裕があります。

「今回は最初から全力なんだ。また、前回みたいに途中で着替えるのかと思っていた」

　そう、ピトフーイはＳＪ２で、最初はつなぎを着ているだけという、文字通り丸腰で遊んでいたのです。

　山岳地帯の戦せん闘とうでは、なんと敵の武器を奪うばいながら暴れました。その後の狙そ撃げきでは、チームメイトの運うん搬ぱん役やくが持っていたＭ１０７Ａ１、対物狙撃銃じゆうを使っていました。

　フル装備の戦闘スタイルになったのは、だいぶゲームが進んだあと。

　今回の参加にあたって、レンはＳＪ１とＳＪ２の中継映像を、しっかりと見ておきました。参加チームの銃や戦術の予習復習です。

　そして、滝の渓けい谷こくでのピトフーイのえげつない戦いっぷりに、心底肝きもを冷やしました。今回は味方なのでホッとしていますが。

　ピトフーイが、レンの質問に答えます。

「まーねー。正直、今回はまるっきり準備ができなくてね、余裕ないからね」

「ああ。そういえばそうだったね」

　レンは事情を知っています。

　ピトフーイのリアル、つまり神かん崎ざきエルザは、昨日の土曜日まで全国ライブツアーをこなしていたのです。

　日本のあちこちへ移動しては、そこで待っていたファンの前で、アンコールのあとはぶっ倒たおれて酸素缶が必要になるほどの熱唱を重ねてきました。

　これはネットニュースの記事で知ったことですが、昨夜の東京都内某ぼう所しよでのツアーファイナルは、相当に盛り上がったとのこと。

「じゃあ、ＧＧＯ自体も久しぶり？」

　レンが訊たずねました。

　そのレンは、ＳＪ３に参加すると決めてからは、学業の合間を縫ぬって何回かダイブしています。高難易度のモンスター狩りに挑戦して、経験値を増やしつつ、カンを取り戻すための訓練をしました。

　映像での予習といい、レンの真面目まじめな性格が表れていますが、

「はいはーい！　私はひさしぶりー！」

「うん、知ってる」

　割り込んできたフカ次じ郎ろうに一言だけ返して、レンはピトフーイの返事を待ちました。

「そうよ。本当にひっさしぶり。一回くらいは潜もぐりたかったんだけど、さすがにツアーがあると、ね」

「俺が目を光らせていた。コイツは一度ＧＧＯに潜ると、数時間は帰ってこないから。そして、翌日も遊びたがるから」

「なるほど」

　エムの言葉に、レンはいたく納得しました。そして、あることに気付きます。見上げて訊ねます。

「じゃあ、エムさんも？」

　エムの大きな顎あごが、ゆっくりと上下に動きました。それはそうです。リアルで見張っている以上、豪ごう志しだけがＧＧＯに来るわけにはいきません。

「俺も、２ヶ月以上ぶりのＧＧＯだ。懐なつかしさすら覚える」

「むう……」

　レンは唸うなりました。

　この四人の中で、まがりなりにも前回より強くなっているのは自分だけでした。

　三人とも十分に強いのでそこはいいのですが、チームのコンビネーションという意味では課題が残ります。

　レンは三人全員と一度は組んでいるので多分問題ありませんが、フカ次じ郎ろうとピトフーイ達が上手うまく連れん携けいが取れるか、よく分かりません。

　やっぱり一度でも、一回でもいいから一いつ緒しよに狩りをしておくべきだったなあ。

　そう思っても、無理なものは無理だったので、仕方がありません。

「まあ、昨日の疲れもやっぱりあるし、今回は酒場でのんびりしていてもよかったかもねえ。ベストパフォーマンスが出せないのは、観客──、じゃなかった、他の対戦者に失礼だったかもね」

　ピトフーイがしんみりした口調で言って、

「そっか……。そうだよね……」

　レンは同じくしんみりと頷うなずいたあと、

「ん？」

　それに気付きました。

「だー！　出なくてもいいって言ってたわたしを強引に誘さそったのはピトさんだ！」

　小さい体を爆ばく発はつさせると、ピトフーイはしれっとした顔で、

「まあまあ。ほらほら、レンちゃんのアマゾネスとの決着の手伝いを、ね」

「むー！」

「むくれないむくれない。ほうら、よい子には、とってもいいものをあげよう！」

「んー？」

　ピトフーイは左手でウィンドウ操作をすると、目の前に、百科事典ほどの金属製の箱が登場しました。

　レンがそれを両手で摑つかむと、かなりずっしり。

「何これ？」

「レンちゃんにプレゼント。開けてみなー」

　レンは床に置いて、ヒンジ式の蓋ふたを開けて中を見ると、そこには４０ミリのグレネードが６発、厚紙製の緩かん衝しよう材ざいをベッドに、綺き麗れいに並んで入っていました。丸い弾頭が並ぶ様は、まるで卵のパックのよう。ただし、色は鮮あざやかなブルーですが。

「おおっ！　ピトさーん、約束通り！」

　隣となりにしゃがんで嬉うれしそうな声を上げたのは、フカ次じ郎ろうです。

「はい？　約束？」

　不思議そうな顔をしたレンの脇わきで、フカ次郎は細い手を伸ばしてそのグレネードを摑つかんで持ち上げて、しげしげと眺ながめました。

　弾頭部分が鮮やかなブルーのグレネードを、レンは初めて見ました。

「むほっほう！　ぬふふふ！」

　なかなかに気持ち悪いフカ次郎の笑い声を、レンは初めて聞きました。

「レンよ！　これが何か分かるかな？」

「フカが使う、グレネード弾でしょ？」

「イエス！　そうだが、弾頭の種類だ！　ユーノウ？」

「アイハブノーアイデア」

　レンが首を横に振ると、

「しからばよく聞け！　これぞ、炸さく裂れつしたら半径10メートルを吹っ飛ばす、〝プラズマ弾頭〟だ！」

「なんと！」

　レンは驚おどろきました。

　ＭＧＬ─１４０を買った店の店主から聞いて、存在を知ってはいました。威い力りよくが強すぎるので、恐ろしく高価でレアという、４０ミリ口径ランチャー用のプラズマ弾頭グレネード。

　投げるタイプの大型プラズマ・グレネードと威力は一いつ緒しよですが、それをランチャーで４００メートルまで飛ばせるというのがミソ。正直、かなりズルい武器です。

　ＳＪ２のときもこれを装備したかったフカ次郎でしたが、結局はレンのサポート用に、ピンクの煙が出るグレネードを優先して諦あきらめたという経緯があります。

「しかも６発も！　ピトさんありがとう！　愛してるうっ！」

　クリスマスプレゼントをもらった子供のように、ぴょんぴょん飛び跳ねてはしゃぐフカ次郎です。

　なるほど、ピトフーイはチームのためを思って、多分金にものを言わせて、レア武器を用意してくれたのか。ありがとう、ピトさん。

　レンは心の中で感謝をしましたが、同時に気付きました。

「そのプレゼント、〝わたしに〟じゃないじゃん！」

「まあまあレンちゃん。細かいことは気にしない！　禿はげちゃうよ？」

「禿げないよ！」

　フカ次じ郎ろうは２丁のＭＧＬ─１４０を足下に置いて、背負っていたバックパックを下ろすと、

「うほほーい、いっぱつっ、にはつぅ、さんぱつっー」

　６発の凶きよう悪あくな弾を入れていきます。

　フカ次郎のバックパックのメインスペースは普通のグレネードで満室ですので、プラズマ弾頭が収まるのは、サイドのポケットです。

「そこで大だい丈じよう夫ぶ？　背中から撃うたれて、暴発しない？」

　レンは少し心配しました。

　通常のグレネードは撃たれても誘ゆう爆ばくはしない設定になっていますが、プラズマタイプは別です。あまりに便利すぎるので、欠点を設定してあるのです。

　もしフカ次郎の背中が撃たれて誘爆した場合、半径10メートルのダメージ範はん囲いでは、仲間まで巻き込んで爆死しそうです。

　するとフカ次郎は、手を止めてニヤリと笑いました。

「おいおい、背中を守ってくれる猛者もさが三人もいるんだぜ？　これっぽっちも、心配してねーよ！」

「フカ……」

　レンは少し心が温まりましたが、すぐにフカ次郎は続けます。

「それにさ、一人で孤独に死ぬくらいなら、誰だれでもいいから派手に巻き添えにしたい」

　レンが、遠くを見る目をしました。

「あー。うん、フカの近くには、なるべくいないようにする」

「ひっどーい！　相棒じゃんか！　バディじゃんか！　おいらはレンと一いつ緒しよに戦いたくて、ＧＧＯにやって来たんだぜ？」

「まあ、期待はしてる。ただ、ボスを倒たおすのはわたしじゃないとね」

「しょうがねえな、それはゆずってやんよ」

　フカ次郎が、バックパックを背負って立ち上がりました。かなり重いバックパックのはずなのですが、体力数値がアホみたいに高いフカ次郎にとっては、ジャケットを羽は織おるがごとし扱あつかいです。

　このチームの戦せん闘とう準備、これにて全すべて終了。残り時間、わずか80秒。

　ピトフーイが、

「じゃー、いっちょ出しゆつ陣じん前まえの円陣でも組む？　この四人の友情の証あかしに！」

「ピトさーん、一人だけ〝愛情〟が混じってません？」

　フカ次郎がエムとの関係を豪快に茶ちや化かすと、ピトフーイは即答します。

「大だい丈じよう夫ぶ。実は大だい嫌きらいだから」

「ですよねー」

「ストーカーとか、正直キモいし」

「わかるわー」

「デブだから容よう赦しやなくバカにしていたら、急に瘦やせてすげースタイル良くなりやがるし」

「サギですよねー」

「したら、ファッションセンスまで磨みがいて、他の女にめっちゃくちゃモテやがるし」

「ゆるせませんよねー」

「いっそ顔の形変えてやろうかと思ったら、意外と頑丈だし」

「ひどいですよねー」

「ゲーム内で精神崩ほう壊かいするまでしごいてやろうと思ったら、やけに頑張るし、休みを取って海外に実じつ銃じゆう撃うちに行ったりして、私より射しや撃げきが上手うまくなりやがるし」

「くうきよめ、ですよねー」

「だから、この大会中に背中から撃ってやりたいし」

「きょうりょくしますよー」

「もう止やめてください！　泣いてるエムさんだっているんですよ！」

　黙だまり込んだエムを見て、思わず叫ばずにはいられないレンでした。

「ま、それはさておきー、ほら、手を出して手を！　ハンド！　お手！」

　三人は円を造り、ピトフーイの突き出した手に、

「はい」

　レンが、

「ほい」

　フカ次じ郎ろうが、

「では」

　そしてエムが、次々に手を重ねていきました。

　ピトフーイがこほん、と咳せき払ばらいして、

「では、僭せん越えつながら私が、一発気合いを入れたいと思います！　えー、チーム、えるぴーえふ──、ああもう言いにくい、みんな！　準備はいいか？」

　おう！　の声が揃そろいました。

「全然準備してないけど、激しいヴァーチャル殺し合いの準備はいいか？」

　おう！

「忘れるな！　一人はみんなのために！　みんなは私のために！」

　おう──、お？

「みんな仲良く！　我ら生まれたときは違えど！　死ぬのは私が最後だ！」

　おお……。

「久々だから、ゲームをゲームとして、のんびり楽しもう！　つまり、優勝以外は許さん！」

　あー？

「さあみんな、思う存分にあば──」

　時計が【00:00】を示して、ピトフーイの言葉が途中でかき消えて、全員が転送されていきました。
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　第三章　「そこは島だった。そして」







　レンが目を開けると、見えたのは海岸でした。

　目の前の視界いっぱいに広がるのは、荒れ狂う大おお海うな原ばら。30メートルほど先で、荒波が低音と共に、ゴツゴツした岩の海岸に砕くだけ散っています。まるで冬の日本海のようです。

　その海の色ですが、いったい何を溶かしたらこうなるのかと思えるほどの、鈍にぶく毒々しい灰色でした。そして、その上に広がる空も、少し赤みがかった灰色。

　今回も、ＳＪのお天気はよろしくないようです。さらには、決して弱くない風が吹いています。だいたい海側からですが、時折向きを少し変えて、実に一定しません。

「はー……」

　世紀末の演歌の世界のような荒波をボケッと５秒ほど眺ながめてから、レンは振り向きました。

　さて陸地はというと、ほとんど平らで見晴らしのいい、草の生えていない大地が延々と広がっていました。土の色は、濃い茶色。

　遠くには、粒状の物体がたくさん見えました。どうにも人工物のようですが、それが何かまでは、小さすぎてよく分かりません。

　では、さらにその向こうはというと、こちらもよく見えません。どんどん形をなくして、やがては空の色と混じってしまっています。

　ＶＲゲームでのキャラクターは視力がいいので、これはどうやら、最初から霞かすんで見えない設定のようです。

　空気中で遠くがどれくらい見えるかの度合いを〝視程〟と呼びますが、今のそれは、２キロくらいでしょう。

　レンが景色を見ていると、

「よっしゃ、殺やるかー！」

　すぐ隣となりから、ピトフーイの楽しそうな声がしました。

　当然ですが、チームメイトはすぐ近くに転送されています。レンが顔を向けると、残りの三人はそこにいました。

　エムは、Ｍえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるのスコープを覗のぞいて、注意深く陸地を見渡していました。

　うん、さすが。

　レンは思いました。油断もしなければ、隙すきもありません。

　一方フカ次じ郎ろうは、海に向かって全力で石を投げていました。

　うん、遊ぶな。

　レンは思いました。油断も隙もあったもんじゃありません。

「はいはーい！　みんな集まって座ってね」

　ピトフーイが、遠足の引率をする先生のような声を出しました。全員がそれに従って、身をかがめます。

　ＳＪ３の殺し合いは、もうすでに始まっています。

　転送の際、全すべてのチームは最低でも１０００メートル、つまり１キロは離はなれている設定ですが、これは口径の大きな長ちよう距きよ離り狙そ撃げき銃じゆうだと狙ねらえてしまう距離なので、油断は禁物です。

　出場理由であるボスとの勝負のために、序じよ盤ばんで死ぬなんて無ぶ様ざまな様子は見せられません。

　あー、やっぱり久々の実戦は、カンが鈍にぶってるなあ。

　最初にボケッと海を見ていたことを、レンは反省しました。

「エム、地図出して」

　ピトフーイが言いました。

　ＳＪにおいて、最初の10分間は現状把は握あくに努めるのが定じよう石せきです。中には後先考えずに突撃をかますチームもいましたが、長生きはできませんでした。基本をおろそかにしてはいけません。

「了解」

　エムがサテライト・スキャン端たん末まつを操作すると、空中に地図が浮かび上がりました。１メートル四方の大きな空中立体映像です。それぞれが端末画面で見ることもできますが、敵がいない状況ならこうして立体映像で見る方が楽。

　この地図が示すフィールドが、今回の戦場になります。

　ルールとして〝一辺が10キロの正方形〟ということは決まっていますが、それ以外はここに来るまでは一切分かりません。

　ＳＪ１では、四方を絶壁で不自然に囲まれた場所でした。

　ＳＪ２では、四方を城壁で囲まれた土地でした。

　さて、今回はというと──、

「やっぱり、島ね」

　ピトフーイが言いました。

「そうか島根かー。砂丘とかあるのかー」

　フカ次じ郎ろうがボケましたが、全員が優しくスルーしました。そうです。砂丘があるのは鳥取です。

　地図には、一辺がほとんど10キロで、だいたい正方形の島が描かれていました。島の名前は、どこにも書いてありませんでした。

　ＧＧＯにおいては水中にいるだけでヒットポイントが削られますので、泳いで海を移動することはほとんど不可能です。ボートなどの乗り物があれば別かもしれませんが、このマップでそれは許されていないでしょう。

　つまり、この島からはどうやっても出られない、という設定。

　レンは、そして残りの三人も、地図を読み解いていきます。なるべく早く、戦場の地形を頭に叩たたき込まなければなりません。

　大会開始直後だけは、自チームの居場所が表示されます。今、地図上で唯ゆい一いつ光っている点がそうなのですが、

「島の南西、ギリギリの縁ふちね」

　ピトフーイが言いながら、指さしました。

　ちょうど島の南西にあたります。地図は北を上にして見るのがセオリーなので、点は左下になります。海にこれだけ近いということは、間違いなく一番端はしにいることになるでしょう。

「前回と同じだ。強きよう豪ごうチームは意図的に四よ隅すみに散らす」

　エムの言葉に、レンは頷うなずきました。

　ＳＪ２のときもそうでした。レンとフカ次じ郎ろうは北西の端、ＳＨＩＮＣは南西、ＭＭＴＭは北東、ピトフーイ達は南東と、きれいに散らされたのです。

　おかげで、ピトフーイと相見あいまみえるまで大変に苦労したのですが、

「今回もかあ……」

　レンのがっかり感は、今回も健在でした。

「まあまあ、レンよ、それまでの敵を皆殺しーのぶち殺しーのキルゼムオールすればいいだけじゃん？　おっけ？」

「フカちゃんの言うとおり。気持ちで負けちゃダメよ勝負事は。自分は神に選ばれた無敗の戦士だと思いなさいな」

　さすがはゲーム世界で幾いく多たのバトルを繰くり返してきた二人。心構えが違いました。

「ういっす」

　レンは、気合いを入れ直しました。

「さあて、どっちに進軍しようかしらね？」

　ピトフーイが、地形を指さしていきます。

　左隅から始まった手袋の指が、すぐ右上にある模様を指さしました。

　そこには、細長い線が幾いく重えにも枝分かれしている様子が見えます。左に45度傾いて、北西から南東に走る大量の線。かなり広いです。幅にして２キロ、長さは数キロはあるでしょうか。

　なんだこりゃ？

　さっきレンが遠くに見た、粒状の人工物がある場所のことだと思うのですが、それがなんなのか、レンには分かりません。

　市街地かと思いましたが、線が全部ストレートで、交わる横線が一切ないのが変です。そんな道があるはずはありません。

「これ……、何？」

　少し考えましたがまったく思い浮かばないので、レンは誰だれかに向けて訊たずねました。

「うむ、分からん」

　フカ次じ郎ろうが即答。地図を拡大すれば詳細が分かるかもしれませんが、そうする前にエムが答えます。

「操車場だ」

「なるほど！　〝ソウシャジョウ〟か！　やっぱりな！　──で、それって何？」

　フカ次郎、答えを聞いても分かりませんでした。もっともレンにも分かりませんでしたが。

　教えてエム先生！　とばかりにレンが視線を向けました。

　エムは、淡々と教えてくれます。

「〝操〟る〝車〟の〝場〟と書いて操車場だ。英語で言えばヤード。鉄道の施設だ。貨物列車は、行き先によって引っ張る貨車の編成を取り替えるが、それを行う」

「へえ」「へえ」

　レンとフカ次郎の声が被かぶりました。

「地図の線は、枝分かれしながら平行に敷しかれた沢たく山さんの線路だ。さっき遠くに見えた点は、そこにある貨車だ。何両か繫つながっているのもあれば、バラバラになっているのも、脱線してひっくり返っているのもある」

「なるほど……」

　そういえば以前、似たような貨車がたくさんある場所でモンスター狩りをしたことがあると、レンは思い出しました。

　なんとなく情景を思い浮かべつつ、ＳＪにおいて一番重要なことを、エムに訊ねます。

「じゃあ、結構見晴らしのいい場所？」

「貨車の数にもよるが、基本は開けている。のんびり移動したくはない場所だな」

「やっぱり。でも──」

　レンの言葉を引き継いだのはピトフーイです。

「そうね、私達のスタートポイント上、ここを通らないわけにはいかないわね」

　そうなのです。

　地図でいうと、島の左下はほとんど操車場です。レン達がこれから島のどこへ向かうとしても、何本もの線路は跨またがなくてはなりません。

　何も、こんなところからスタートさせなくてもいいのに！　ハンデかよ！　恨うらむぞ！

　レンは正直に思いました。

「さて、その向こうは、っと」

　ピトフーイの指が再び動きます。

　操車場の上、つまり島の北側には、基本的に碁ご盤ばん目め状のグラフィックが広がっていました。

「これは分かるぜ！　町だ！」

　フカ次じ郎ろうの言うとおり、島の北側２キロくらいはずっと、横に広がる町でした。そこそこ高いビルも並んでいるので、やや大きめの都市の様子。

　公園の緑や池の青なども見えますが、基本的には市街地です。高速道路でしょうか？　太い道も見えます。島の北側の海岸線はほとんど直線で、港こう湾わん施設があるようで、ところどころがカクカクしていました。

「うーん……」

　レンが唸うなりました。

　都市部は、技術と知識が必要な戦場です。

　隠かくれるところが実に多く、交戦距きよ離りが短くなりがちです。なおかつ、ビルなどの上方からの攻こう撃げきも警戒しなければならないという、かなり危険な場所。

「市街戦が存分に楽しめそうなポイントね。じゃあ、時計回りに行こうかな」

　ピトフーイの指が、島をぐるりと回って、東側にやって来ました。

　もさもさした緑のグラフィックが広がるこのあたりは、レンにもすぐに分かりました。

「森だね」

　山がある場合は等高線が描かれますし、立体として表示するので、それのないここはほとんど平らな森ということになります。

　森林は得てして視界が悪い場所で、足場も決してよくはない、都市部に並んでなかなかイヤな戦場です。

「次行くわね。その下、島の南東はっと──」

　そこに描かれているのは、数十メートル間かん隔かくでニョキニョキと生える大量の何か、でした。巨大なタケノコがたくさん生えているように見えますが、まさかそんなはずはないので、

「分かった！　巨大タケノコ畑だ！」

　フカ次郎の予想は外れています。

「自然物だとしたら、岩山か何かだろうな。海外だが、風雨で削られて、塔とうのように残った岩山を見たことがある。高さは20メートルほどになる」

　たぶんエムが正解。

　なるほど、と思いながら、レンは想像します。

　ＳＪ１のラストバトルの戦場だった荒野と雰ふん囲い気きは似ていますが、あそこは岩がもっとずっと小さく、ひょいと登ることができました。こっちは無理でしょう。

　操車場、町、森、巨大岩場と一周しましたので、残りは島の中央部なのですが、

「ああん？　なんだこりゃ？」

　指をそこに運んだピトフーイが、彼女にしては珍めずらしい、心の底から怪け訝げんそうな声を出しました。

　地図の中央、そこには、草地の丘が描えがかれていました。

　島の中心に向かってなだらかに登る、薄うす緑みどり色いろの丘です。島の中央の標高が高いというのは理にかなっていて、別に不思議ではありません。

　頂上は、それほど高くはないでしょう。50メートルもないかもしれません。今回は、全体的にとても平へい坦たんなフィールドです。

　ピトフーイが疑問に思ったのは、その丘の頂上。つまりは島のど真ん中の部分です。

　そこには黒く塗ぬられた長方形のスペースがあって、その上に大きく字が書いてあるのです。【UNKNOWN】と。

「ああん？　なんだこりゃ？」

　ピトフーイと同じ台詞せりふを吐はいたのはフカ次じ郎ろう。

「アンノウン？　〝不明〟ってこと？」

　レンが問うと、

「ああ、そういう意味か」

　フカ次郎が言いました。分かってなかったようです。

　不明と書かれたエリアは、縦で５００メートル、横幅で70メートルほどの長方形。真まっ直すぐ南北に延びています。この場所に何があるかは、この目で見なければ分からないという訳です。

「最初からそこの近くにいる人には、見えてる？」

　フカ次郎の素そ朴ぼくな疑問には、エムが答えます。

「霧きりか何かで、意図的に隠かくしているはずだ。そこ──、仮に〝黒箱〟とでも呼ぶか。チーム配置は、黒箱から２キロほどは離はなしていると思う」

「なーるほど。でもこれ、実際行ってみたら本当に単なる黒い箱だったら怒おこるぜ私はよ！　グレネードぶち込んでやる！」

「これが、今回の〝特別ルール〟かな？」

　レンの疑問に答えるのはピトフーイ。

「そうかもしれないし、他にあるのかもしれないし。残り六から八チームで正式に発表だっけ？　そのときまでの玉手箱ってことで」

「なるほど」

　レンは同意しました。これについては、今は悩んでも仕方がありません。そもそも、まだ遠くですから。

「全員、いいか？　──よし」

　エムが地図を消して、念のための周囲の警戒に戻りました。

　ピトフーイが腕時計を見たので、レンもつられて見ました。12時05分になったところ。

　あと５分はここで周囲を警戒しつつ待って、最初のサテライト・スキャンを見て、敵チームの位置を考こう慮りよしつつ慎しん重ちように移動、またはそれが危険だと判断すれば、ここで待ち伏せ。

　もし自分がリーダーだったらそうしようと、レンは思いました。

　ちなみに今回、このチームのリーダーはエムです。

　参加を決めた話し合いのあと、リーダーを決める段階になって、レンが乗り気でないのを見越したのか、ピトフーイの鶴つるの一声で決まりました。

　エムさんはどういう作戦を立てるかな？　まあ、多少無む茶ちやでも従うけど。

　レンが思っていると、

「えっ！　ちょ！　みんな後ろ後ろー！」

　フカ次じ郎ろうが、声を上げました。彼女がこんなに真剣に驚おどろくのは珍めずらしく、

「え？」

　レンは言われたとおりに、しゃがんだまま振り返って、つまりは海を見て、

「どえええええっ！」

　心底驚き、叫び声を上げました。




　レンは、自分の目が信じられませんでした。

　何度か瞬しばたたいて、しかしそれに間違いはなくて、

「え？　あ？　はああ？」

　ポカンと口を開けて、間の抜けた顔をしました。

　レンは見ました。

　海が──、迫せまってきていました。

　さっき見たとき、つまりゲーム開始時は、自分の足下から波打ち際ぎわまで30メートルはあったはず。

　それが、もう10メートルもありません。

　相変わらず波が荒いので、そろそろしぶきがかかりそうです。波音も大きく聞こえますが、地図に夢中で、まったく気付いていませんでした。

「な、な、なんで？」

　レンは疑念を口に出しましたが、可能性など一つしかありません。

「あっはっは！」

　ピトフーイが吹き出しました。

「性格わるーい！　あっはっは！　このフィールド──、というか島、沈んでいくみたいね」

「うげっ！」

　やっぱりそうですか。それしか考えられません。

　先ほどレンは、なんで操車場がこんな狭せまい島にあるんだろうと、少し疑問に思いました。線路はどこかに続いていなければ、操車場の意味がないからです。

　しかし、〝まあ、ゲームのフィールドだし、多少の不自然さがあっても別に構わないし〟と無理に納得していたのですが、あにはからんや、ちゃんとした理由付けがあったのです。

　ここは元々大きな大陸の一部だったが、地ち殻かく変動などで沈んでいく、その最後の一部なのでした。

「つまり、どんどんどんどんフィールドが狭せまくなっていって──」

　レンの言葉を、フカ次じ郎ろうが引き継ぎます。

「生き残ったチームも、必然的に島の中央に行くしかなくて──」

　さらにエム。

「ほとんど平らな島だから、最終的には、黒箱にたどり着くしかないというわけか」

　なんてこったい！

　レンは呆あきれました。そして怒おこりました。

　そうなると、どう考えても端はしっこから始める強きよう豪ごうは不利ではないですか！　ひどいハンデです。

　同時に、レンはピトフーイの台詞せりふで引っかかったことがあったので、顔を向けて訊たずねます。

「ピトさん。〝性格悪い〟って誰だれのこと？」

　ニッカリと笑って、ピトフーイは答えます。

「決まってんじゃーん！　この大会のスポンサーの小説家のこと！　多分、彼が言い出した設定よ、これ」

「あー、なるほどー……」

　レンは理解しました。

　ＳＪ１も開かい催さいした、あの小説家の人ですか。香か蓮れんの家に、サイン入りの小説がたくさん、押し入れの肥こやしになっている、あの人ですか。さっき酒場の映像でニヤニヤしていた、アイツですか。

「前回私に先を越されて開催されて、相当頭に来たのかしらね？」

「あー、なるほ──、ええええええっ？　前回のスポンサーって、ピトさんだったの？」

　海が迫せまっていることも忘れて本気で驚おどろいたレンの脇わきで、フカ次郎が、

「えええっ？　気付いてなかったの？」

　やっぱり本気で驚いていました。







　酒場の中継画面──、

　今回も観客達が食ったり飲んだりして勝手なことを言いながら楽しむそれには、テロップが流れていました。

　戦せん闘とうが映っていないモニターでは、フィールドの各地を空から紹介する、旅番組のような空撮映像の上に、

『この島は、自動的に沈降する。沈降速度はどんどんと速まっていき、最終的には中央部の山頂も海に沈む』

　この文字が、何度も繰くり返し流れます。

「うわああ！　設定したヤツ、性格わる！」

「ひっでー！　これ、外側すげえ不利じゃん！」

　観客達も、ピトフーイと同じ感想を抱いだいていました。

　そして、

「でもこれで、強きよう豪ごうが楽できなくなったぞ！」







「わはははは！」

　ボスは笑っていました。

　島の四よ隅すみのどこかで、近づいてくる海を眺ながめながら。

「面おも白しろい！　お嬢じようさん方、ケツに火が付いてるぞ！　最初から、遠えん慮りよ容よう赦しやなく突とつ撃げき態勢で行くぞ！」




「なるほど、そういうことか」

　ＭＭＴＭのリーダーは、ほくそ笑んでいました。

　島の四隅のどこかで、近づいてくる海を眺めながら。

「面白い！　やるぞ野郎共、これを存分に利用させてもらうぞ！」




「えー、ちょっと待って何それ何それ！」

　Ｔ─Ｓのメンバーは、慌あわてていました。

　島の四隅のどこかで、自分達の足下を満たす海を眺めながら。

「どうすんのこれちょっと待っていやなにこれヒドい！」







「仕方がない。少しずつ移動するぞ」

　エムがそう言いながら、腰を上げました。Ｍえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるのスコープで周囲を再び見渡しました。

　あと５分ここにいたら間違いなく強制海水浴なので、もう移動するしかありません。

「スナイパーは怖いが、この風なら遠えん距きよ離りから初弾を当ててくる可能性は低い」

　エムの的確な指示が飛びます。

　相手が引き金に指を触ふれると、自分にその銃じゆうの弾道を見せてくれるのがバレット・ライン（または単にライン）です。ゲームとしての面白さを追求するためのシステム・アシストで、反射神経のいい人なら、飛んでくる弾丸をかなりの割合で避よけることができます。

　しかし、待ち伏せ側を有利にするために、相手の位置がまったく分からない射しや撃げきの初弾だけはラインが発生しません。いわば奇き襲しゆうであり、こればかりは誰だれにも避けられません。

　撃うつ方へのシステム・アシストが、命中箇所を射手に知らせるバレット・サークルです。

　やはり引き金に指を触ふれることで、視界の中に緑の円として発生します。放たれた弾丸は、そのサークルのどこかに着弾します。

　銃の性能や射手の能力、距きよ離りなどの外的要因でサークルの大きさが決まり、脈動──、つまり心臓の鼓こ動どうにタイミングを合わせて、最大と最小の収縮を繰くり返します。

　もちろん、最小のタイミングで撃つのが基本ですが、自分や相手が動いていれば、これも楽ではありません。

　今回は、風の影えい響きようで普ふ段だん以上に膨ふくらみが大きくなるでしょう。遠距離狙そ撃げきの命中確率は、ぐっと落ちるはず。

　そう信じて移動するしか、今のレン達には道が残されていませんでした。

「ポイントマンはレン。20メートルほど離はなれてピト、その脇わきにフカ。俺は殿しんがりを務める」

　エムが言いました。

　ポイントマンは、チームの先頭を歩いて、敵を探り、ときに敵の攻撃を引きつける役目。殿は反対に、後方を警戒する役目。

　まーたわたしからか。

　レンは思いましたが、まあこれは仕方がありません。レンが一番足が速く、そして的としては一番小さいのですから。先せん陣じんを切るのに、これ以上相応ふさわしい人はいません。

「了解。ポンチョを着るからちょっと待って」

　レンは答えながら左手を操作。ストレージにしまってあるポンチョのうち、ここでの迷めい彩さい効果に優すぐれた、フカ次じ郎ろうと同じマルチカム迷彩柄を出そうとしました。

　しましたが、

「いや、そのままでいってくれ」

　エムからはそんな指示。

「は？　ピンク目立つよ？」

　耳を疑って聞き返したレンですが、

「それも作戦のウチだ」

　そう返されては、もう従うしかありません。

　なんだかなあと思いつつも、ポンチョを出すのを止やめて、レンは歩き始めました。

　目の前に広がるのは平らな土の大地。遠くには貨車の作る点。

　遠距離からいきなり撃たれる確率は、今のところは低いとはいえ、ゼロではなくて──、

　うう、こわい。弾、とんでくるな。スナイパー、きらい。

　レンは、恐怖をヒリヒリと感じながら、Ｐ９０を腰で構えつつ、仲間を置いていかないように注意しながら歩き続けました。







　神経をガリガリと削られる４分が過ぎて、

「全員停止。姿勢を低く」

　エムの声がかかったのと、レンの左腕で腕時計のアラームが振動するのが同じでした。

　12時09分30秒。

　最初のサテライト・スキャンまで、残り30秒。

　数百メートルは進んで、今は土の上です。迫せまる海からは逃れられました。

　ここまでの移動中、そして今見えている範はん囲いに、敵影なし。操そう車しや場じようの貨車が近くに、そして大きくなって、形が分かるようになりました。近くといっても、一番近い貨車まで、まだ３００メートルはあるでしょうか。

　風は相変わらず吹いています。時折強くなって、耳にその音が飛び込んできます。

　レンはなるべく目立たないように土の上にぺったりと伏せて、Ｐ９０を横にして構えました。

　もっとも、狙ねらえて撃うっても２００メートルが威い力りよくと精度の限界のこの銃じゆうでは、遠くに敵を見つけても撃つことはできません。

　重くて長い銃ほど遠くを撃てて、短くて軽い銃ほど近くしか撃てない。それが、リアルでもＧＧＯでも共通する、銃じゆう撃げき戦せんのルールなのです。

「見える範囲に敵影なし。スキャンを見るのは俺だけでいい。みんなは、すぐに動ける用意を」

　各員から、了解、の声がエムに返されました。




　いよいよ、ＳＪ３最初のサテライト・スキャンが始まります。

　過去の遺物である人工衛星が10分に一回行う地表の走査。これによって、参加チームのリーダーの位置、そのチーム名が端たん末まつに映し出されます。

　これに映らない方法は、ダメージ覚悟で水中にいるか、または洞どう窟くつなどの大きな自然物の中にいるときだけ。

　スキャンが終わるまでの時間は毎回変わって、やたら短いときもあれば、１分以上続くときもあります。

　これによって敵の位置は分かりますが、敵にもこちらの位置が分かります。

　最初の一回目は、たいていは三十チーム残存状態での表示です。言わば、戦いのゴングが鳴るようなもの。

「さあて、血祭りの開かい催さいだぜー。ブラッドフェスティバルだぜー。恨うらみはないけど吹っ飛ばすぜー」

　フカ次じ郎ろうが危ないことを言って、

「全員殺やっちゃわないでね。残しておいてね」

　ピトフーイもまた、危険でした。ゲームの中での話ですが。

　戦う相手はＳＨＩＮＣだけでいいのになあ。

　レンは思いましたが、黙だまっていました。




　12時10分。

　スキャンが開始されました。

　とはいえレンは端たん末まつを見られないので、エムを信じて、報告と指示を待つしかありません。

　伏せたまま、ときどき単眼鏡も使って周囲を警戒しながら、やきもきする30秒ほどが過ぎたそのとき──

　突然、遠くの空に赤い光が打ち上がりました。

「ん？」

　風音に紛まぎれたか、それとも単に小さかったか、音は何も聞こえませんでした。

　赤く光る点が、遠くの地表から空へと勢いよく打ち上がり、風に揺ゆらされながらゆっくり降下を始めました。

「なんじゃい、あれ？」

　フカ次郎の声に続いて、さらにもう一発。最初のとはかなり離はなれた位置に、打ち上がりました。

　場所としては、操そう車しや場じようのあるあたりか、それより遠くです。相変わらず霞かすんでいるので距きよ離り感かんはつかめませんが、赤く目立つ二つの光は、ハッキリと見えました。

「信号弾ね。パラシュートつき」

　ピトフーイが、それが何かは教えてくれましたが、それがどうして打ち上がったのか？　誰だれが打ち上げたのか？　までは分かりません。

　それを教えてくれたのは、エムでした。

「アレは、俺達包ほう囲い網もうの合図だ」




　最初のスキャンのあとのドンパチ開始を期待していた観客達もまた、

「おお？」

「なんだあれ？」

　突然空に浮かんだ信号弾に驚おどろきました。

　信号弾そのものは、ＧＧＯでは全然珍めずらしくありません。小型の信号弾打ち上げ筒が、お店で安く売っていますから。

　それはペンライトほどの大きさの筒で、お尻しりにある紐ひもを引くと空高く打ち上がって、光りながらパラシュートでゆっくりと降りてきます。

　色も、赤の他に黄色、青、紫、白と五色あります。通信アイテムが買えない初心者スコードロンが連絡用に使ったり、夜間戦せん闘とうの照明弾の代用品として使ったりします。

　分からないのは、それを今、ここで打ち上げる意味。

　そこに誰だれかがいることを、周囲に証明するような愚ぐ行こうではありませんか。

「何やってんだ？　アレ」

「さあ……」

「サッパリ分からん」

　ざわつく観客達の中で、

「いやー、やっと言えるぜ！」

　突然、大声を出した男がいました。

　緑の迷めい彩さい服ふくを着て、真っ赤なベレー帽を被かぶった男でした。それは、Ｔ─Ｓの面々に手紙を置いていった彼ですが、観客達にはそんなことは分かりません。

　知ってるのか？　おい。

　観客達の注目を一斉に浴びた男が、さぞかし気持ちよさそうに演説を始めます。

「アレはな、強きよう豪ごうチームを屠ほふるための集合の合図なのさ！」




「合図？　どゆこと？　エムさん」

　レンの問いに、エムはいつも通りの冷静な口調で答えます。

「スキャンで、操そう車しや場じようを囲むように三チームがいた。ここから１キロから２キロの距きよ離りだ。そのうちの二チームが打ち上げたんだ。意味はまず間違いなく、〝一いつ緒しよにＬＰＦＭを倒たおそう〟」

「えー！」




「ＳＪ２で、強敵相手に連れん携けいを取ることの重要さは分かっただろ？　そして、別に事前に別チームと打ち合わせしちゃいけないルールはない！」

　酒場のベレー帽男が、演説を続けます。

「だから、午前中のウチに参加決定の何チームかが集まって会議をして、強敵を倒すために共きよう闘とうの約束を取り付けてあるのさ！」

　なるほど、と酒場の観客達が頷うなずきました。

「もちろん、彼かれ等らがゲーム開始時に、そろって強敵の近くにいられる保証はない。何らかの連絡手段を持ちたいが、チームを超えての通信アイテムの使用はできない。そこで──」




「そこで信号弾ね。スキャンで位置が分かったら、まとまって攻めようの合図」

　ピトフーイの言葉に、エムは頷きました。

「そうだ。そして色分けしている。俺達が、赤だ」

「打ち合わせに参加しなかったチームだっていたでしょう。彼かれ等らはどうみてるかしらね？」

「最悪、全員が知っていると思って動くべきだ。なぜかというと──」




「俺が教えたからだ！」

　酒場のベレー帽男が叫びました。

「俺はさっき、参加チームとおぼしき連中に、手紙と照明弾をこっそりと配った！　もしこの作戦に乗るのなら、色を覚えて参加してくれと伝えた。赤はＬＰＦＭ、青はＭＭＴＭ、黄色がＳＨＩＮＣ、紫がＴ─Ｓだ！」




「するってーと、今スキャンで私達の位置はバレたから──」

　フカ次じ郎ろうが、ニヤニヤと楽しそうに笑いながら言います。

「近くの参加チームが赤を打ち上げたわけで、それが二チーム──」

　今、三つ目の信号弾が打ち上がりました。もちろん色は赤。

「ていせーい！　目の前の三チームは全部が一つの敵！　ひとまずまとまってこっちへと向かってくる！　謎なぞは全すべて解けた！」

「これは、時間が経たつにつれて、もっと集まってくるな」

　エムが物ぶつ騒そうなことをサラリと言ったので、レンは思わず振り返ってしまいました。

　視界の先では、巨体のエムが膝ひざ立だちでＭえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるのスコープを覗のぞいていました。ピトフーイもまた、小型の単眼鏡を右目に押しつけて、周囲を見ていました。

　もし自分がリーダーだったらどうするべきか、レンは考えました。

　まずは、この場所で迎え撃うつ案。

　平地で掩えん蔽ぺい物ぶつがないので、エムの楯たてと狙そ撃げき、そしてフカ次郎のグレネード・ランチャーは活かつ躍やくするかもしれませんが、それが三チームの同時突撃だったら、果たして捌さばき切れるでしょうか？

　いえ、無理があります。エムが楯を使っても、脇わきや後ろに回り込まれては危険です。せめて、敵の攻撃を真まっ直すぐ一方向だけでしのげる場所で戦うべきです。

　ではそれはどこなのか？

　少し先にある機関車の陰に隠かくれれば、掩蔽物として使えるかもしれません。しかし、それすら前後左右から一斉に攻撃されたら、守り切れません。

　前回ピトフーイとエムがやったように、谷間という細い空間に敵を全員おびき寄せるようなことができれば理想なのですが、この周囲にそんな便利な場所は見当たりません。

「ど……、どうすんの？」

　レンは思考を打ち切って、リーダーの決断を仰あおぎました。

　そして、エムという名のチームリーダーは、即断を下します。

「レン──、走れ」

「はい？」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　12時15分。

「うひゃー！」

　悲鳴を上げながら、レンは走っていました。

「死ぬ死ぬ死ぬ！　これ死ぬ！　死ぬ！　死ぬ！　ひー死ぬ！」

　涙目で走っていました。全力疾しつ走そうでした。壮絶な速度でした。

　レンの左耳に、通信アイテム越しに、

「だいじょーぶ！　ちっこいから、そうそう簡単には当たらないって」

　緊きん張ちよう感かんゼロの、ピトフーイの声が届きました。

「うむ。レンや、もしものときは、骨は拾ってやるぞー」

　緊張感ゼロの、フカ次じ郎ろうの声が届きました。

「頑張れ」

　いつも通り落ち着き払った、エムの声が届きました。

「うう……」

　操そう車しや場じようの中を猛もう烈れつな速度で走るレンの頭の上を、それよりもっと速く、銃じゆう弾だんが唸うなりを上げて飛んでいきます。周囲に、これからの銃弾の通り道を示す赤いバレット・ラインが、サーチライトのように蠢うごめきます。

「これで死んだら恨うらんでやるー！　化けて出てやるー！」

「ゲームの中で死んでも、化けて出てこられるのかしらねえ？」

「どうだろうねえ、ピトさん」

「ひどいっ！　死ななくても恨んでやるー！　仲間じゃなかったら、撃うってやるー！」

　レンは悪態をつきながらも、死なないために、撃たれないために、生きるために走り続けました。

　左後ろから伸びていた幾いく本ほんものバレット・ラインをどうやら振り切った次の瞬しゆん間かん、今度は右斜め前からラインが伸びてきて、直後にそれを消しながら銃弾が一発飛んできて、目の前を横切って行きました。

「うひゃああ！」

　それでも走ります。

　全力で走っているのが、一番安全だからです。
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「いいぞ。完全に注意はそっちに行っている。こっちは予定通り行動中だ。もう少し頑張ってくれ」

　チームの中で唯ゆい一いつエムだけが、温かい応援の言葉をくれました。

　とはいえ、状況はよくならないのですが。

　ちゅいん。

　耳のすぐ後ろを銃じゆう弾だんが掠かすめる音が、ハッキリと聞こえました。

　ひたすらに逃げながら、レンは叫びます。

「やっぱ出るんじゃなかったー！」

　もう遅いのです。







　４分前のこと。

　エムの立てた作戦は、明めい瞭りよう簡潔にして──、酷ひどいものでした。

　一言でいえば、〝レンを囮おとりにして突っ込ませて、その隙すきに、チームメンバーを逃がす〟作戦。

「レン、とにかく走れ。真まっ直すぐ操そう車しや場じように突っ込んで、その中で走り続けるんだ。アイツらの目はレンに向く。その間に、俺達は対抗処置を考えてそこへと移動する」

「ええ？　わたしはどうなるの？」

「幸運を祈る」

　待て。ちょっと待て。

　エムをそこに座らせて小一時間説教をしたかったレンですが、

「よし、行け！」

　リーダーの命令には逆らえません。

「くっそー！」

　頭の中では行きたくないと思っていても、仕方がないので走り出しました。

　真面目まじめな性格は、こんなときは損です。




　全速力で突っ走ることしばし、レンの目に、操そう車しや場じようがハッキリと見えてきました。

　そこは、呆あきれるほど広い場所でした。

　砂じや利りとコンクリートで覆おおわれた広大で平らな敷しき地ちに、数えるのもばからしいほど大量のレールが敷しかれ、貨車がたくさん放置されています。

　ＧＧＯはアメリカ合衆国発はつ祥しようのゲームですから、そのデザインは基本的に米国風です。この操車場も、そして貨車も、日本では見かけない巨大サイズとデザインでした。

　そこで見られるのは、アルファベットが側面に書かれたコンテナ車や、黒い樽たるを積んだタンク車、積載物の丸太が重なる貨車、大型のトラックを載せた車両運うん搬ぱん車しや、黄色い塗と装そうが剝はげかけているディーゼル機関車などなど。

　データの流用か、それともこれが自然なのか、同じ車両があちこちに転がっています。

　元々は操車場の管かん制せい塔とうだったのでしょう。高さ数十メートルはあるコンクリート製の塔が、見事に横よこ倒だおしになっていました。管制室だったであろう最上部の膨ふくらみは、コンテナ車を完全に踏ふみつぶしていました。

　リアル世界において、人の手がかからなくなった場所はほぼ間違いなく、〝植物〟という恐ろしい生命体が繁はん栄えいするのですが、ここにはそれがありません。操車場に、草は一本も生えていません。

　ＧＧＯ世界で植物がない廃はい墟きよは珍めずらしくないのですが、これは描えがくと細かなビジュアル作成が大変でデータ量も多くなる──、という生々しい理由ではなく、最終戦争の結果、草すら生えない不毛の荒野になってしまったのでしょう。多分。

「エムさん、もうすぐ操車場だよどうすれば？」

　レンが、通信アイテムでエムに指示を仰あおぎました。

　どこかに隠かくれていろ、と言われるといいなと思ったレンの耳に届いた返事は、

「そのまま操車場で走り回れ。敵チームを振り切るためならどう走ってもいいが、そのエリアからは出るな」

「あーもう！」

　レンがその中に全速力で突っ込んだとき、左側から無数のバレット・ラインが襲おそいかかってきました。

「敵だー！」







　それから３分。

　レンは今も走り続けています。

　広い操車場のあっちへこっちへ。右へ左へ。まさに右う往おう左さ往おう。

　ラインが向かってくるのとは逆に逃げると、今度は目の前から敵が。そして角度を変えて逃げると、今度は斜め前から敵が。

　かなり遠いので敵の人影はちらりとしか見えませんが、これがハッキリ見えるようならレンはもう撃うち殺されています。

　見上げた遠くの空には、新しい信号弾が打ち上がって、強風に流されていきました。つまりは、この作戦に参加するチームがさらに追加されたということ。

　先ほどからずっと、小こ太だい鼓こを連打するような銃じゆう声せいが遠くから聞こえてきます。彼かれ等らが誰だれを撃っているかは分かります。そうです自分です。

　今のレンはまるで、網あみを持った人間に広い場所で追い回されるネコでした。

　ネコの方が断然足が速く、人間の持つ〝銃じゆう撃げき〟という網にはそうそう簡単には捕まらないのですが、人間は次から次へと現れては、行く手を遮さえぎっていきます。

　ネコのレンにもＰ９０という牙きばはありますが、とてもじゃないですが反撃する余裕などありません。速度こそ防御力。一いつ瞬しゆんたりとも気を抜かず、走り続けるしかないのです。

　ＧＧＯでは、アバターの体力的な疲れはありません。

　理論上はずっと全力疾しつ走そうが可能なのですが、精神的な、またはプレイヤーの脳の疲れはまったく別。

　激しく命令する神経が疲れてくると、どうしても立ち止まりたくなるのですが、今はそれすら許されないという、ちょっとした拷ごう問もんです。

　唯ゆい一いつの救いは、ところどころにある車両でした。頑丈な機関車や木材を積んだ貨車は遠くから飛んでくる銃弾を防いでくれるので、その陰に入ったときだけは、１秒２秒と、ほんの少し休めます。

　と思っていたら、

「いてっ！」

　レンは足に痺しびれを感じて、跳び上がりました。

　レンのブーツの脇わきに、赤い光の線が、切り傷のように付いていました。アバターにダメージを食らった事を示す、〝被弾エフェクト〟です。

　機関車は車輪に乗っかっているので、レールと車体との間に数十センチの隙すき間まがあります。そこから銃じゆう弾だんが飛び込んだのです。

　弾丸をばらまいた末のまぐれ当たりではなく、腕のいいスナイパーの仕し業わざでしょう。銃声が聞こえなかったのは、サプレッサー装備か。

　だめだ止まったらやっぱり撃うたれる！

　レンは着地と同時に走り出して、視界の左上のヒットポイントゲージを見ました。数パーセントのダウンでしょうか。一発も撃たずにダメージを食らったのは、ＳＪに参加して初のことでした。

　走り出して、背中から伸びるラインを振り切ったと思った瞬しゆん間かん、また右側から赤い線が何本も音もなく伸びてきて、それにあわせて今度は左からも。だんだん、逃げる場所が少なくなってきて、

「ああ！　そろそろやばいー！」

　レンは走りながら泣き言を叫びました。

「よし、戻ってこい」

　そして、エムからの声を聞きました。







「おしい！」

　酒場の観客達が、揃そろって叫びました。

　レンの殺さつ戮りく劇げきをあれほど期待していたのに、ピンチになると押している方を応援して番狂わせを望む。実に身勝手な人達です。そう、それが観客。

　足を撃たれたレンが再び人間離ばなれした超高速で逃げ出して、中継カメラが空中からそれを追いかけ始めました。

　ドローン撮影のような広角の空撮映像はとても美しく、激しい戦せん闘とう中ちゆうであることを視聴者に一瞬忘れさせました。




　レンの足を撃ったのは、連合を組んだチームに属していた一人のスナイパーです。

　その様子は、映像に捉とらえられていました。

　米国海兵隊の迷めい彩さい服ふくを着た彼はレールの上に伏せて、米海兵隊が使っていたボルトアクション式狙そ撃げき銃じゆうである《レミントン・Ｍ４０Ａ３》を構えていました。銃身先せん端たんには、サプレッサー装着。バックパックを、銃の台にしていました。

　周囲に他のプレイヤーはいません。彼は一人、チームメイトとは別行動をしていました。

　仲間達は、レンを見かけるとすぐにアサルト・ライフルや機関銃をむやみやたらと撃ちまくって、つまり弾丸やバレット・ラインをばらまいて──、結果的にレンを逃がすことに協力しています。

　こっちの方が数が多いのだから、そして目標は恐ろしく速くて小さいのだから、もっと引きつけてから撃うてばいいのにと提案しても、いち早く大金星を挙げることしか考えていない仲間達は聞く耳持たず。

　ならばしょうがないと、彼は再びレンが目の前に戻ってくる可能性を信じて、一人でここに残っていました。そして、じっとチャンスを待っていたのです。

　もしレンが自分の後ろにやって来たら、対応する間もなくお尻しりを撃たれるリスクのある、ギリギリの勝負でした。

　そして、彼は賭かけに勝ちました。

　別チームに追い立てられたレンが、狙ねらいどおり、目の前に戻ってきたのです。

　相変わらず速すぎて疾しつ走そう中ちゆうは狙いがつけられませんでしたが、巨大な機関車の陰で止まったのを見て、彼はすかさず発はつ砲ぽう。

　７．６２ミリ口径の弾丸は、地を這はうようにして飛ひ翔しようしました。

　しかし、レンの足を射い貫ぬくことができませんでした。

　その距きよ離り２００メートルほどと、普ふ段だんなら必中の距離だというのに、弾は足の中央に当たってくれませんでした。バレット・サークルがいつもより大きかったのは、間違いなく風の影えい響きようでしょう。

　もし足のど真ん中に当たれば、近距離かつレンの細い足ですから、７．６２ミリ弾の威い力りよくで断ち切ることもできたはず。

　そうなれば、復活までの２分ほどはレンは欠損ペナルティで片足でしか動けず、その後は仲間を呼んで無理なく仕留められたはずだったのに。

「くそおおお！」

　スナイパーの彼は、恨うらめしそうに天を仰あおぎました。強風で雲が流れる天を。

　レンのラッキーは、ＳＪ３でも健在のようです。







「よし、戻ってこい」

　エムからの声を聞いても、

「ど、ど、どこへー？」

　レンはそう返すしかありません。

　あまりに、あちこちを走りすぎました。レンは、自分が広い操そう車しや場じようのどこかにいることしか分かりません。目印になるようなものがほとんどない景色ですから、仲間がどこにいるかなんて、まったく分かりません。

　せめて海岸線が見えればいいのですが、相変わらず遠くは霞かすんでいて、それも望めませんでした。

　じゃあ方角はと思うと、曇くもり空なので、太陽の位置も認識できません。確か線路は左斜め45度くらいで地図に描いてあったので、線路に沿って北西と南東は分かりますが、どっちがどっちかと言われるとやっぱり分かりません。

「ここ、どこー？　今いる場所がまったく分からないよエムさん！　何区何番地！」

「大だい丈じよう夫ぶだ落ち着け。今から、俺達のいる場所の真上に目印を撃うつ。その方位に走れ。空を見逃すなよ」

　エムの声を聞いて──、

「そらに、めじるし？」

　レンは首を傾かしげました。

　エムが赤色以外の信号弾でも持っているのかと予想しましたが、風に流されてしまうそれでは、目印になりにくいのではないでしょうか？

　疑問に思いつつ、小刻みに方向を変えながら全力疾しつ走そうをしていると──、

　斜め右の空に、青い球体が生まれました。

　空の高い場所に、宇宙から見た地球のような青い球体が突然生まれて光りました。

　そして消えました。まるで花火です。

　いちとー、にいとー。

　続いて聞こえてきたのは、耳朶じだを打つ爆ばく発はつ音おん。

　これもまた花火のよう。

　レンは、光った瞬しゆん間かんから音が聞こえるまでを数えていて、それをちょうど２秒だと認識しました。

　音の速度は、通常の空気中なら毎秒３３０メートル。

　すると、自分から目印までは６６０メートル。上空の高さがあるので、打ち上げた場所からはもっと近く。

　これは、子供時代に家族で花火大会を見ていたときに、年の離はなれた上の兄が教えてくれたテクニックでした。

　あのとき打ち上げ箇所までの距きよ離りをだいたい当てた兄のドヤ顔を、まさか10年以上経たってから、ヴァーチャル世界で思い出すとは。

　音が聞こえたのと同時に、バレット・ラインが消えていました。敵チームの面々もこれに驚おどろいて警戒し、引き金から指を離して隠かくれたに違いありません。

「見えたか？　その方角へ全速力で走れ。今のところ、この近くに敵はいない」

「見えた！　分かった！」

　レンは弾はじかれたパチンコ玉のように角度を変えると、青い球体が見えた方へと向かいました。距離が６６０メートル以下なら、レンの高速なら１分足らずで行けるはず。

　単なる偶然でしょうが、ほぼほぼレールに沿った向きなので分かりやすくて助かります。進む先に、横よこ倒だおしになって進路をふさいでいるコンテナ車がありましたが、

「そりゃあ！」

　避よけるのが面めん倒どうで、レンは直前で大ジャンプ。疾しつ走そうの速度を生かしてコンテナ車の側面に飛び乗ると、数歩その上を駆け抜け、

「とうっ！」

　そこからさらに大ジャンプ。

　ここはゲーム世界。空中にコインがあったら取れそうなほどの大ジャンプでした。

　レンは空を飛んでいるのかと思えるほどの距きよ離りを飛ひ躍やくすると、線路と線路の間の砂じや利りに両足で着地、再び走り出しました。

　そして、走りながら気付くのです。

　さっきの青い爆ばく発はつは、フカ次じ郎ろうのグレネード・ランチャーが撃うち出したプラズマ弾頭だと。おそらくは真上に撃って、それをエムが狙そ撃げきで撃ち抜いて爆発させたのだと。

　エムの呆あきれた凄すご腕うでに感心しつつ、合図だけで貴重な一発を使わせてしまって、もったいないし申し訳ないと思います。

　とはいえ、自分が死ぬよりはマシです。あのままだったら間違いなく囲まれて、やがては撃ち殺されていたでしょう。

　レンは走ります。

　自分の周囲に、バレット・ラインは一本も見えません。敵の包ほう囲い網もうからは、完全に逃れられたようです。

　ようやく、腕時計を見る余裕が生まれました。すると、12時19分になったところ。なんと、あと１分で次のスキャンではないですか。それまでには合流したいです。

　レンの心を読んだのか、

「レン、こっちから見えた。そのまま真まっ直すぐ走れ」

　エムの有あり難がたい声が、通信されました。

「どこー？」

　レンは走りつつ、必死に目をこらします。しかし、見つかりません。見えるのは相変わらず、地面を真っ直ぐに走るレールと、点在する貨車。このあたりは先ほども走りましたが、貨車や機関車の数がとても少ない場所でした。

　一台の黒い貨車が、進む先にありました。

　周囲３００メートルは、何もないでしょうか。広い場所でポツンと孤独に、レールの上に佇たたずんでいます。

　長さは20メートル、幅と高さがそれぞれ３メートルほど。やたらに大きな、四角い鉄の塊かたまりです。

　その箱から、

「やほう、レンちゃーん！」

　ピトフーイがひょっこりと頭を出しました。

「ほい？」

　他の貨車のように屋根のある箱だとばかり思っていたレンは少し驚おどろきましたが、

「中は平へい坦たんだから、そのまま飛び込めー！」

　頭を引っ込めたピトフーイのその命令に従って、全力疾しつ走そうを続け──、

「たあっ！」

　貨車の数メートル手前で渾こん身しんの大ジャンプを見せました。

　五輪の走り幅跳びだったら間違いなく世界新記録を出しながら、レンは貨車の上へと跳んで、その中に入っていきました。

　言われたとおり、中は平らな板でした。

　レンは空中で、スリングで吊つっていた愛あい銃じゆうを背中に回しました。両足が鉄板に触ふれて、ずるりと滑すべりつつバランスを取りながら急ブレーキ。貨車の端はしに体を打ち付ける前に、レンは両手で突っ張るようにして止まりました。

「ぶはあ！」

　息を吐はきながら振り向くと、その車内──、といっていいのか分かりませんが貨車の中には、仲間三人の元気な姿がありました。レンが突っ込んでくるのを見越して、手前側に集まってくれていたようです。

「お疲レン！」

　フカ次じ郎ろうが二つの言葉を短縮して言って、

「いやー、よく頑張ったねー」

　ピトフーイは笑顔で褒ほめてくれました。さて、ムチャクチャに見えた突とつ撃げき命令を出したエムはというと、

「次の作戦に移る」

　これですよ。少しは褒めてくれてもいいのにと思いつつ、レンは彼かれ等らに近づきながら訊たずねます。

「ここ、何？」

　見たところ、中も黒い鉄の壁に囲まれた、のっぺりした四角い空間です。見事に何もありません。

　フカ次郎が答えます。

「中身カラの貨車の中だよん。エムさんが、ちょうどいいのを見つけてみんなでコッソリ隠かくれたのさ。レンが全チームを引きつけてくれていたから、できた」

　なるほど。

　自分が囮おとりなのは分かっていましたが、そういうことでしたか。

　確かに、だだっ広い操そう車しや場じようの中で、前後左右の全方向から姿を隠かくすには持ってこいの場所です。誰だれかが登ってきて上から覗のぞき込まなければ、絶対に分からないでしょう。

　しかし、次の疑問が浮かびます。

「じゃあ、ここに入ってどうするの？　相手が諦あきらめるまで、ずっと隠れてるの？」

　今度は、ピトフーイが答えます。

「そりゃ無理ってもんよ。スキャンまであと数秒」

「ん？」

　レンが腕時計を見ると確かにその通り。30秒前の振動アラームはまったく気付かなかったようです。エムなどは、すでに端たん末まつを目の前でスタンバイしています。

「じゃあ、すぐにバレるじゃん！　みんな押し寄せてくるじゃん！　──あ、分かった！」

　レンは気付きました。

「この貨車、動くんでしょ！　がったんごっとんって、乗って逃げるんでしょ！」

　ＧＧＯでは、もちろんＳＪ中も、フィールドにある乗り物は動かすことができます。ＳＪ１ではホバークラフトやトラック、ＳＪ２では装甲四輪駆動車が登場しました。

　エムがこの貨車を動かせれば、線路の上をひた走って移動できる。人間の足では追いつけないから、包ほう囲い網もうを易やす々やすと突破できる。

　包囲網を突破すれば、あとはＳＨＩＮＣまでまっしぐら。

　つまりはそういう作戦なのでしょう。それなら納得がいきます。実に素晴らしいです。名案です。ブラボーです。ハラショーです。トレビアンです。

　レンは心の中で拍はく手しゆ喝かつ采さいしました。

　そして、エムが答えてくれます。

「無理だ。貨車だけでは動力がないから動かないし、ここは平へい坦たんだから転がれない」

「は？」

　レンの心の中の拍手喝采が止やみました。

　スキャン端末を見るエムは、続けて、

「１キロ以内にいる敵チーム数は、さらに増えて五つだ。より遠くから四つが接近中。それ以外のチームのことはひとまず無視するが、ＳＨＩＮＣは健在だ」

　そんなことをサラリと報告しました。

　ＳＨＩＮＣの件は端末を見る余裕がないレンには有あり難がたい情報ですが、周囲の敵は九チームって、ピンチが悪化してないでしょうか？

「これは動けず、やってくる敵がたくさんって……、え？　ドーするの？」

　呆ぼう然ぜんとレンが訊たずねると、

「だいじょーぶ！　今から準備する！」

　ピトフーイが笑顔で答えて、バチンと音が聞こえそうなウィンクをしました。







[image: 第四章 大貨車作戦]










　第四章　「大貨車作戦」







「近い！　まだ操そう車しや場じようにいるぞ！」

　端たん末まつを見ながら吠ほえたのは、赤茶の迷めい彩さい服ふくを着たチームのリーダー。

　そうです、前回もレンを倒たおすためにドーム内で合同チームを組んで指揮した、彼です。愛用銃じゆうは前回と変わらず、小型アサルト・ライフルの《ＡＣ─５５６Ｆ》。よっぽど気に入っているようです。

「上手うまくいったな！　リーダー！」

　同じ迷彩服に同じ銃の仲間が、満面の笑みで褒ほめてくれました。

「ああ！　三回目ともなればこんなもんよ！　よっしゃ、最強の敵を仕留めるぜ！」







　酒場の観客達は、中継画面を食い入るように見ていました。

　他にも戦せん闘とうはあるのですが、最注目の一戦といえばこれでしょう。

　スキャンの位置結果は酒場の画面にも出ますから、状況はよく分かります。最強を噂うわさされるＬＰＦＭが、今まさに、七チーム連合軍に包囲されはじめたのです。

　その少し前、画面の中で、赤茶迷彩服チームが別のチームと合流しました。

　もちろん撃うってもいい敵同士ですが、共通の敵がいる今、そんなことはしません。さらに二チームが参加して、これで二十四人の一団。

　彼かれ等らはスキャンで判明したＬＰＦＭの位置に向けて、横に広がって小走りで移動を始めます。隠かくれる場所は少ない操車場ですが、もう隠れもせずに堂々と。

　おっと、さらに三チームが追いついてきました。合計七チーム、総勢四十二人。迷彩服も装備も実にバラバラな連中です。

　その中に、もちろんＳＨＩＮＣやＭＭＴＭ、そしてＴ─Ｓはいません。いるわけがありません。

　そして、酒場の観客が覚えていれば分かったかもしれませんが、クラレンスやシャーリーのチームも混じっていませんでした。全員が男でした。

　それにしても、四十二人というかつてない大所帯。ＳＪ２でピトフーイの山狩りをした、そして全ぜん滅めつさせられたチームですら、三十六人でしたから。

「こりゃあ……、ちょっと可か哀わい想そうになってきたぞ……」

「イジメ、いくない」

「まさか、優勝候補がここで消えるか？」

　観客達の期待はどんどんと高まっていきました。

　彼かれ等らは、一つのことを知りませんでした。

　中継画面に映っていないからです。今、ＬＰＦＭが貨車の一つで息を潜ひそめていることを。







　12時22分過ぎ。

「さっきのスキャン位置、そろそろ射程！」

　横一列に並んで走るキャラクター達の間に、声が飛びました。チーム間をつなぐだけの通信アイテムがないので、大声で叫ぶしかありません。

　今、四十二人がじわりじわりと迫せまっていく場所は、２分ほど前のスキャンでＬＰＦＭがいるとされた位置です。

　残りは８００メートル弱。つまり、エムのＭえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるの狙そ撃げきなら、いつ撃うたれてもおかしくない距きよ離り。

　エムの射撃にバレット・ラインがないことは、もう全員が知っています。

　それでも身を隠かくさずに進むのは、今彼等が取っているのが〝一人二人は、いや数人は撃たれてもいい〟と割り切った作戦だから。

　一チームの六人だったら、距離を詰め切る前に全員が狙撃されて死ぬかもしれません。しかし、四十二人だったらどうでしょうか？

　どうした撃ってこい？　ほらほら！

　声には出しませんが、そんな気き概がいで彼等は進みます。

　もちろん左右に回り込まれて逃げられては困るので、集団の最さい右う翼よく、最左翼のメンバーは双眼鏡での索さく敵てきを怠おこたりません。

　時折、

「右側異常なし！」

　または、

「左側に逃げた様子なし！」

　そんな声が伝達されます。もちろんこれも、事前計画通り。

　進む先に貨車があれば、まずはその周囲を警戒して、次はその上。誰だれかがよじ登って確認します。

「上、クリア！」

「そこから見える範はん囲いにいるか？」

「いや、いない」

「よし！　降りてくれ」

　彼等は、これだけの戦力差があっても油断をしません。

　ＳＪ２の痛い経験で、分かっているからです。

　集団の中には、あの沢で、ピトフーイに爆ばく殺さつされた男達がいます。あのドームで、レンに銃じゆう殺さつされた男達がいます。

　共通していた思いは一点──、〝あのときは数が多いからと油断していた〟こと。

　一切の油断をせず、無む駄だ口ぐちを叩たたかず、最大の警戒心を解かず、彼かれ等らはジワリジワリと進んでいくのです。

　そして──、

　彼等は気付いていませんでしたが、ＬＰＦＭが隠かくれる貨車まで、残り２００メートルを切っていました。







　実際の銃じゆう撃げき戦せんも、そしてＧＧＯのそれも──、

　始まりは唐とう突とつなのが世の常です。

　最初の一発目の発はつ砲ぽう音おんから始まって、容よう赦しやのない連打になっていく──、のが普通です。

　ですから、

「やあやあみんな！　元気？」

　ピトフーイの明るい声で始まるとは、誰だれも予想をしていませんでした。







　ピトフーイが、目の前１００メートルの場所にある貨車の縁ふちからヒョッコリ顔を出して、

「やあやあみんな！　元気？」

　大声で叫んだとき、四十二人の男達の中で、正しい反応ができた人はいませんでした。

　この場合の正しい反応とは、即座にピトフーイの頭に銃口を向けてぶっ放すことでしたが、誰もそれをできず、中には、

「あ、ども」

　反射的に挨あい拶さつを返した、礼れい儀ぎ正しい者までいました。

「私は元気！　じゃあね！」

　それだけ言ったピトフーイの頭が引っ込んで、

「え？」

「あ？」

　さらにワンテンポの混乱が起きて──、

「あの女だっ！　撃うてえええええええええええ！」

　ようやく誰かさんが我に返りました。

　そして始まる猛もう烈れつな発砲。

　四十人近い男達が、ある者は反はん撃げきを考えて、または射撃の安定を求めてその場に伏せて、ある者は立ったまま、それぞれの銃じゆうを構え一斉に射撃を開始しました。

　多種多様な戦せん闘とう用銃器が──、アサルト・ライフルが、マシンガンが、サブマシンガンが、スナイパーライフルが、全力全開で火を噴ふき始めました。

　猛もう烈れつな轟ごう音おんです。音が混じりすぎて、どんな銃がどれだけ撃うっているか分かりません。銃から弾はじき出される空から薬やつ莢きようが金色にキラキラと輝かがやいて、地面に落ちてからポリゴンの欠片かけらになって消えていきました。

　弾丸は黒い貨車へと命中して、その場で派手な火花を散らしました。

　数百発の弾丸が命中して次々と火花を散らす様は、まるで花火の入った箱を焚たき火にくべたかのよう。

　銃声に負けないくらい、金属を叩たたく甲かん高だかい音が周囲に鳴り響ひびきました。




「始まったあ！」

「あんなところに隠かくれていたのか！」

　酒場でも、観客達は食い入るように中継画面を見つめます。この時間、他にも戦闘はありましたが、一番注目を集めているのは間違いなくここ。

　数秒後、射撃を始めた男達が最初のマガジンを撃ち切ったのか、発はつ砲ぽう音おんは少し収まりました。同時に、集団の中で端はしにいた男達が、ゆっくりと左右に広がっていきます。

　一ひと塊かたまりになっているところを攻撃されないため。そして、貨車を扇状に囲むためです。

　敵を扇状に囲むのは、銃撃戦闘の基本です。真後ろまで囲んでしまうと流れ弾で同士討うちの可能性がありますから、ある程度経験のあるＧＧＯプレイヤーは決してやりません。

「連中、今回は冷静だな」

「前回の皆殺しで学習してるだろ、そりゃ」

　ＳＪ２での山で、そしてドームで、あまりに近くに固まっていた彼かれ等らは一方的に攻撃されましたから、その反省が生かされています。

「しかし、なんであの女は、あんなところにいたんだ？」

　誰だれかの質問に、中継画面が答えました。

　男達が囲みながらも、いくつかの銃弾が貨車へと襲おそいかかって、再び火花が散ったのが見えたのです。

　火花がああも派手に見えるということは、

「なるほど……。あれ、貫通していないな」

　あの貨車の側面の鉄板の厚さが、かなり分厚い証しよう拠こです。まるで装甲車のように、銃弾は全すべて弾かれているのです。

「だから立てこもったのか」




「くそっ！　ダメだ！　防がれてるぞ！」

　撃うった弾が全然貫通していないことは、撃っている本人達にもよく分かりました。マシンガンから放たれた曳えい光こう弾だんが、そのまま斜め横へと弾はじかれて飛んで行くのも見えました。

「全員、一度射しや撃げき止やめろ！」

　射撃止め！　の声が次々に飛んで、まばらだった銃じゆう声せいがやがて止まりました。

　壮絶にうるさかった空間が急に静かになって、風の音が再び聞こえたとき、四十二人の男達は、１００から１５０メートルほどの距きよ離りを持って、貨車を扇状に囲み終えていました。

　しゃがんだり伏せたりしている者もいますが、ほとんどは、相手が顔を出してきたらすぐに撃てるように、そしていつでも突撃ができるように、狙ねらったまま立っています。

　やはり立ったままの赤茶迷めい彩さいの男が、双眼鏡で貨車を睨にらみながら、

「全員、頭を出してくるまで撃つなよ！　あの貨車は貫通できない！　当然、向こうからも撃てない！　だから、このままゆっくり近づく！　ギリギリまで近づいたら、全員でグレネードを投げ込んでやれ！　そして一斉によじ登って、中にありったけ弾をぶち込んでやる！」

　指示を飛ばしました。

　それが最善策であり、一気にケリをつける方法だと知った男達から、

「おう！」「了解！」「ああ！」「ラジャー！」

　ドスの利きいた返事が戻ってきました。

　彼かれ等らの表情に、獰どう猛もうな笑みが浮かびます。

　俺達がここで優勝候補をぶっつぶしてやるぜ！　という自信の笑みが。




　酒場の中継画面が、銃を構えたままにじり寄る男達を映します。

　貨車は独立してポツンとありますので、周囲２００メートル以内に逃げるための遮しや蔽へい物ぶつ、掩えん蔽ぺい物ぶつはありません。

　もし中にいるピトフーイが、そしてそれ以外のチームメンバーが逃げ出せば、絶対に撃たれてしまうでしょう。

　そもそも、逃げようと顔を出した瞬しゆん間かんに、狙いを向けているスナイパー達の狙い澄すました一撃がそこへ飛んで行くでしょう。

　カメラが切り替わって、上空からの視点になりました。

　真上からの映像です。

　縦20メートル、幅３メートルの細長い空間に、四人のキャラクターが見えました。周囲が見えるように広角の映像ですが、中に誰だれがいるかは分かります。

　先ほど頭を出したピトフーイ、ピンクのレン、グレネード娘、そして巨体のエムです。チーム全員が、その中に隠かくれていました。

　そして今、包囲されつつあります。

　にじり寄る四十人以上の敵が、画面の端はしで蠢うごめいています。まさに袋のネズミ。

「コイツは……、連中は墓穴を掘ったか……？」

「隠かくれきれると思ったのかな？」

　観客達の呆あきれる声に、怪け訝げんそうな別の観客が訊たずねます。

「いやいや、待てよ。おかしいだろ！　じっと隠れてるつもりなら、なんでヒョッコリと顔を出したんだよ？」

「そりゃまあ、そうだけど……。緊きん張ちようと恐怖でおかしくなっちゃったんじゃね？　リアルの戦場だと結構あるって聞くぞ」

「ＳＪ２であれだけ暴れ回ったイカレネーチャンが緊張と恐怖？　あのログハウスでの戦せん闘とうを見ただろ？　どう見ても恐きよう慌こうを来きたしてバカやるような人じゃ──」

　彼はそこでぷつんと会話を止めると、

「ログハウス……」

　自問するように呟つぶやきました。

　そして２秒後。

「あ、分かった……。コレ……、罠わなだ。あの女……、わざと顔を出して、わざと位置をバレさせて、連中にわざと撃うたせたんだ……」

　そんなことを言えば、それは酒場の注目を集めます。

「何が分かったんだよ！　教えろよ！」

「教えてもいいけど、多分、俺が教えるより、もうすぐ始まる殺さつ戮りくを見ている方が分かりやすいぞ？」

　男が言い終えた直後、中継映像から発はつ砲ぽう音おんが聞こえ始めました。

　そして、貨車を囲んでいた男達が、バタバタと倒たおれていきます。

「ほらな」







　時間は少し戻ります。

「ちょっとピトさんなんでそこで顔をうわ──！」

　レンの声は、周囲から鳴り響ひびく金属音で強制的にシャットダウンされました。

　長さ20メートルの箱の中は──、

　ががががんがんがんががんががんがががんががががんががががががんがんがんがんががんが。

　外側を撃たれた金属音が内部で鳴り響いています。

　もちろんＧＧＯはヴァーチャル・ゲームなので、実際に鼓こ膜まくが破れるような音を聞くことはありませんが、まるで被かぶったバケツを数人からぶっ叩たたかれているような、ひどい騒そう音おんです。

　ががががががっがががががががっががががががっががんががんがんがんがんががががががが。

　何を言っても聞こえないのではないかと思えるほどのやかましい金属音に、レンはピトフーイへの苦情申し立てを一時中断して、ひたすら縮こまっていました。

　がががんがんがんがっががががが、がんがんががが、がん──、がん。

　数秒の喧けん噪そうが静まっていき、そして急に終わって、

「ピトさん！　なんでそこで顔を出すかな！」

　レンはクレームを再開しました。

「あれ？　言ってなかったっけ？」

「聞いてないよ！」

「どんな人間でも、先に撃うつと〝先手を取った〟感が脳内にあふれ出て幸福とハッピーになるのよ」

「は？　幸福とハッピーは一いつ緒しよだよ！　そんで？」

「だから、そんな行け行けドンドンな気分になって、前回見せた罠わなのことなんて綺き麗れいさっぱり忘れちゃうの。その証しよう拠こに、今でも迫せまってきているでしょ？」

　レンは、立ち上がって、それを見ました。

「…………。確かに」

　エムの指示が、耳に届きます。

「よし、やるぞ。合図はレンの射しや撃げきだ」

　レンは、Ｐ９０の銃じゆう口こうを、迫ってくる男に向けました。

　そして、バレット・サークルがその男の上半身に収束するのを見て、短く引き金を絞しぼりました。







　たらららっ、と短く響ひびいた、おそらくはサブマシンガンクラスの軽快な射撃音。

　そして、

「あが？」

　上半身のあちこちと顔から、真っ赤な被弾エフェクトを煌きらめかせながら、仰あお向むけに倒たおれていく男。

　四十二人のうちの一人が、レールの上に体をゆっくりと倒し──、

　ピコン。

【Ｄｅａｄ】、つまり死亡のマーカーを点灯させました。

　貨車まで、わずか80メートルという近きん距きよ離りまで迫った位置でした。




「え？」

　彼の５メートル後ろにいた男は、その光景を一部始終見ていましたが、

　なんでえ？

　どうして彼が撃うたれたのかは、分かりませんでした。

　貨車の上に銃じゆうを出して撃ってきた可能性は、考えられません。自分もずっと注視していましたし、自分以上に仲間のスナイパーの目が光っています。ちょっとでも何かを出した時点で、即座に撃たれていたはずです。

　一いつ瞬しゆん、味方のはずの別チームが裏切って背中から撃ってきたのかと思いました。しかし、被弾エフェクトは正面だったことからそれも考え直して、黒い貨車に視線を戻して、

　え？　どーして？

　彼は、その黒い箱の中から伸びてきている、数筋の赤いバレット・ラインが自分を捉とらえているのを認識して、

「ああ！　敵は──」

　ラインを消しながら跳んでくる数発の銃弾に頭と喉のどを射い貫ぬかれて、仲間に何も伝えることができずに死体になっていきました。




　酒場で中継を見ていた観客達も、最初は何が起きているのか理解ができず、貨車を囲む男達がバタバタと倒たおれていくのを、呆ぼう然ぜんと見ていました。

　不思議な映像でした。

　さっきまでやる気満々で迫せまっていた男達が、今は次々に射貫かれて、アッサリと死んでいくのです。

　周囲の仲間が倒れ、この場所から逃げだそうと振り返った男は、後頭部に被弾エフェクトを煌きらめかせて一発即死しました。

　反はん撃げきを試みようと、Ｍ１６Ａ２アサルト・ライフルを撃ちまくった男は、黒い貨車に火花を散々光らせただけで、マガジンの30発を撃ちきった瞬間に体を三箇所撃ち抜かれました。

　せめて撃たれにくくするために伏せた男は、レールの間に体を落として、頭の前は愛銃のＭＰ５サブマシンガンを置いてガードにしました。その銃に銃弾が襲おそいかかり、３発までは防ぎ切りましたが、４発目で銃が手からもぎ取られ、５発目で頭頂部に穴が開きました。

　黒い貨車の周囲で、【Ｄｅａｄ】のタグが、一つ、また一つと増えていきます。

　まるで貨車から出ている邪じや悪あくなオーラが、近づく者を呪じゆ術じゆつで殺していくかのよう。

「ほらな」

「いやいや、見てもわかんねーよ！　何が起きてんだよ！」

　先ほど答えをはぐらかされた観客が叫びましたが、まるでそれが合図だったかのように、映像が切り替わりました。

　貨車の中の映像です。やはり上からの撮影ですが、さっきよりはずっと近く、その中がよく分かります。

　レンが、画面中央に映っています。貨車内部の左ひだり端はしにいます。

　レンは身を低くしながら、Ｐ９０のマガジンを手早く交換していました。

　空からになったそれを足下に落として、腰のポーチから新しいのを取り出して、銃じゆうに装着。装そう塡てんレバーを一度引いて、１発目を薬室に送り込みました。

　そして、ゆっくりと立ち上がると、その銃口を、貨車の側壁に差し込んだのです。

　レンは、銃を右手に持ったまま、貨車の側壁に顔を近づけて、そして数秒後に発はつ砲ぽうしました。

「あ！　分かった！」

「俺もだ！　そうか！」

「なる！　そういうことかあああ！」

　酒場の観客達は、ようやく理解しました。

　気付いてしまえば、あるいは思い出してしまえば、それは簡単な仕掛けだったのです。しかもこれは、ＳＪ２でピトフーイがすでに一度やって見せているトリックではないですか。

　すなわち──、

「開けた穴から撃うってるんだな！」




　前回のログハウスでの戦せん闘とう、ピトフーイとエムだけが残る部屋へ向け、ＭＭＴＭの六人は一列になって廊下を進んでいました。

　そして、銃弾が貫通するはずのない太い丸太の壁から銃じゆう撃げきを受けて、ＳＣＡＲ─Ｌを持っていた男は即死しました。

　そのトラップの理由は、直後に分かりました。ピトフーイが、なんでもぶった切る光の剣を使っていたから。




「あんときとまったく一いつ緒しよだ！　向こうの攻撃は通じない場所から、光剣で開けた穴からの攻撃！」

「そーゆーこと」

　酒場の画面の中では、ピトフーイが撃っていました。

　彼女の愛銃ＫＴＲ─０９は、銃口の先せん端たんだけが貨車の側壁から少しだけ飛び出ています。ピトフーイは内壁に顔をつけて、そこにある小さな、それこそ目と同じくらいの大きさの穴で外を見ているのです。

　リアルだったらそんな方法で撃って百発百中は望めませんが、ここはヴァーチャル・ワールドのＧＧＯ。バレット・サークルは射手の〝視界の中〟に現れますから、どんな形で銃を保持していようがお構いなしです。

　今、ピトフーイの目にはＫＴＲ─０９の弾丸が飛んでいく場所が緑のサークルとして見えているでしょう。そしてそれが、銃じゆうの動きによって誰だれかに重なったようで──、

　たん、たん、たん。

　ＫＴＲ─０９がセミオートで３連射されました。

　隣となりにあるモニターで、伏せていた男の額ひたいと背中に、その３発が当たっていきました。ピトフーイは、まったく無む駄だ弾だまを撃うちませんでした。

　さっきまで男達を応援していた観客達が、

「お見事！」

「いいぞ姉さんやっちまえ！」

　同じ口で喝かつ采さいしました。




　現場では、男達が恐きよう慌こうを来きたしていました。

「ヤバいぞ！　一度退ひけえええええ！」

　誰かが叫んで、その直後に死にました。

　小さな被弾エフェクトが頭と体に連続して生まれたので、レンのＰ９０の犠ぎ牲せい者しやでしょう。

　アサルト・ライフルに比べれば弾丸威い力りよくの小さなＰ９０ですが、全身に10発以上食らえば、ヒットポイントは全部削られてしまいます。

　生き残っている男達は、

「くっそう！」

「うひゃ！」

「ぐは！」

　とにかく逃げ出しました。

　敵に背中を見せるのは恐ろしいですが、かといってここにいても射的の的になって死ぬだけです。

　あの黒い貨車は、まるで瘴しよう気きを振りまく魔ま王おうの根城です。一刻も早く、遠ざからなければなりません。

　せめて隣の誰かを撃ってくれますように……。

　誰もがそう祈りながら走り続け──、

「ぎゃっ！」

　運の悪い人から、背中を撃たれて倒たおれていきました。




「くそったれえ！」

　中には、退却を良しとしない勇者もいました。

　焦こげ茶色の戦せん闘とう服ふくを着た彼は、今自分にバレット・ラインが当たっていないのを知ると、一気に賭かけに出ました。貨車への突とつ撃げきです。

　身軽なサイドステップを繰くり返しながら、自分の足を信じて全力疾しつ走そう。その途中で、手にしていたアサルト・ライフル、イスラエル製の《ガリルＡＲＭ》は潔いさぎよく投げ捨てました。

　空いた右手で腰のポーチから手しゆ榴りゆう弾だんをつかみ取ると、左手でその安全ピンを抜いて、残り20メートルまで迫せまってきた貨車に向けて大きく腕を振って──、

「がはっ！」

　次の瞬しゆん間かん、ラインもなく跳んできた７．６２ミリ弾で、額ひたいを貫つらぬかれていました。

　彼は知りようがありません。貨車の高い場所にあるエム用の穴は、スコープを使えるように大きめに開いていることなど。そして、ラインなしで撃うてるエムの狙そ撃げきがそのまま使えることなど。

　それでも、ヒットポイントが減りきる数秒の間に投げてやろうと腕に力を込めましたが、次に跳んできた弾は、無情にもその腕を貫いていきました。

「くっそー！」

　彼が前のめりに倒たおれた場所に、投げるつもりだった手榴弾がポテンと落ちて、やがて爆ばく発はつしました。

　爆風が貨車をほんの少しだけ揺ゆらして、破片は乾いた音を響ひびかせました。




「撤てつ退たいしていく。撃てるだけ撃て」

　エムの指示に、

「言われなくてもねー！」

　ピトフーイはとても楽しそうに答えました。

「あらよっと！」

　右目だけで穴を覗のぞいて、ＫＴＲ─０９を持つ腕を動かして、小刻みに連射。一人、また一人と屠ほふっていきます。

　貨車の反対側では、レンが、

「うー、なんかちょっと可か哀わい想そうだけどー。ごめんよー」

　やっぱり背中を見せて逃げる男達に、数発ずつ送り込んでいました。

　Ｐ９０のセレクターはフルオートのポジションにしておいて、人差し指の動きで連射を制限する、〝指切り点射バースト〟というテクニック。

　今、可哀想な誰だれかさんがレンの射撃を背中と頭に受けて、ＳＪ３から退場しました。




　この三人だけで扇状に囲んだ敵、それも四十人以上に対応できたのは、酒場の予想通り、ピトフーイが光剣で開けた穴のおかげでした。

　レンが来てから敵が追いつくまでの間に、ピトフーイが器用な光剣捌さばきで穴を拵こしらえていったのです。貨車の側壁数箇所に、立ち上がって丁度いい位置に、必要最低限の大きさで。

　ちなみに最初に散々撃うち込まれたときは、全員がべったりと伏せて、なおかつ背中と頭にエムの楯たてを分割したものを被かぶっていました。

　可能性はとても低いですが、その穴から銃じゆう弾だんが飛び込んで貨車内で跳ね回る可能性がゼロではなかったので。もっとも、実際にはそんな偶然は一発もありませんでしたが。

　エムは以前から、フィールドで見かけたいろいろなものに実際に銃じゆう撃げきを加えて、その防御力を確かめていたのだとか。理由はもちろん、敵をそれ越しに射撃できるか、そしていざというときに自分が身を隠かくせられるかを知っておくためです。

　鉄道車両も当然チェック済み。

　彼のテストによると、ディーゼルエンジンを積んだ機関車はもちろん大だい丈じよう夫ぶ。コンテナ車はフレームの鉄骨以外はスパスパ抜けてしまう。タンク車は中身が入っていればかなり防御してくれるが、空からだと抜ける。

　そして、重量物運うん搬ぱん用の屋根のない貨車はかなり頑丈。

　だからエムは、今回この貨車を探して隠れたのです。もちろんその間に数に勝る敵に見つかって囲まれるわけにはいかないので、囮おとりが必要でした。それが、派手で足の速いレンだったという仕組み。

　自分の苦労と数パーセントのヒットポイントと引き替えなら、しょうがないか……。

　レンは思いながら、もう何人目か分からない相手をＳＪ３から退場させました。なるべく弾薬を使わないようにしながら。

　その後ろで、

「みんながんばれー」

　フカ次じ郎ろうが座って、のんびりと鉛なまり色いろの空を見上げながら応援していました。







「あっと言う間に三十人……」

　酒場の観客が、呟つぶやきました。口調には、感動と恐れと呆あきれと賞賛がごった煮になった、なんとも複雑な感情が入っていました。

　中継映像には、今回から数字が出るようになりました。

　画面の右下の端はしに、今やっている戦せん闘とうで何人が死亡したか、そのカウントです。三十を示しています。

　ＳＪ２で大量のキャラクターが次々に死んでいくバトル状況が生まれたので、分かりやすくするための親切な演出でしょう。運営の柔軟な姿勢には好感が持てます。

　画面が空撮になると、黒い貨車の回りに派手に散らばる死体と、その上で光る【Ｄｅａｄ】のマーカーがよく分かりました。

　見事なまでの死し屍し累るい々るいです。当然ですが、貨車の中には一つもありません。実に一方的な殺さつ戮りくでした。

　時間は12時26分。三十人を殺戮するのにかかった時間は、２分と少しだったでしょうか。

「相変わらず、えげつねえチームだな……」

「まあ、優勝候補はそうじゃなくちゃな！　でも、まだ終わってないぜ？」




「まだ終わってない！」

　機関車の陰で、赤茶迷めい彩さいの男が叫びました。

　そこは、黒い貨車から２００メートル離はなれた場所。黄色く塗ぬられた、そしてサビだらけのディーゼル機関車の後ろです。

　この車両は完全に脱線して、車輪が石の地面にめり込んでいるので、向こうから足を撃うたれる心配はありません。その結果最も寄よりの掩えん蔽ぺい物ぶつになっていたので、恐ろしい殺戮劇から逃げることができた男達が、そこに逃げてきて集まっていました。

　その数、十二人。

　チームはかなりバラバラ──、つまり、六人全員が生き残ったチームは一つもありませんでした。たった一人になってしまったチームもあります。

　生き残りの全員、負傷は皆かい無むですが、それはすなわち──、〝撃たれた仲間は全員死んだ〟という恐ろしい事実の証明に他ほかなりません。

「〝まだ終わってない〟って……、いやもう、俺達ボロボロじゃん……？　俺のチーム俺だけよ？」

「すっかり油断したぜ……。あの頭を出したの、俺達を調子づかせて囲ませるための罠わなだったんだな。穴から撃ってくるなんて、前回もやっていたじゃねえか……。気付かないもんだなあ」

「だめだかてねー」

　何人かは、すっかり弱気モードです。この先どうすればいいのか、まったく希望が見えません。

　しかし、まだまだ諦あきらめていない戦士もいました。

　そのうちの一人、緑色のつなぎにボディアーマー姿の男が、ポケットから出した信号弾を打ち上げます。当然色は赤。

　仲間を集める合図が鉛なまり空ぞらに舞まい上がり、ふわふわと降りてきました。撃った男は撃ち殻がらを投げ捨てると、

「全員死ぬまで負けてねーよ！　くじけんなよ！　向こうはもう仲間を増やせないが、俺達は違うんだぜ！」

　そうです。先ほどのスキャンによると、この周囲には、最低でもまだ二チームがいるはず。希望的観測ですが、信号弾のことを知って理解していれば、この数分の間にさらに多くのチームが集まっていてもおかしくありません。

　そして、そんな願いがガンゲイルの神様に届いたのか──、

「おおい！　今からそっちに行くから撃うつなよ！」

　遠くから、誰だれかの叫び声が聞こえてきました。

「撃つなよー！　近づくぞ！」

　やがて声は大きくなり、そしてとうとう、他のチームの人影が車両の陰に見えてきました。

「よっしゃ！」

　十二人の男達の喜びようはいかばかりか。希望の種が、増援が来たのです。

「ここだ！　向こうに見える黒い貨車に、ＬＰＦＭが陣じん取どってる！　穴から撃ってくるぞ！　射線に入るなよ！」

　赤茶迷めい彩さいの男が叫んで伝えました。

「分かった！　大だい丈じよう夫ぶだ！　そっちに行ける！」

　そして、貨車の陰から飛び出してきたプレイヤーが素早く駆け寄ってきました。全員男で、その数十二人。つまり二チームです。

　これで合計二十四人。一気に戦力は倍に。

　仲間を殺されて意気消沈していた男達に、これほど嬉うれしいことはありません。本来なら敵だというのに、やって来た男に握あく手しゆまで求めて喜びました。

　増援に来たのは、ジーンズに迷彩ではないジャケットを着た民兵スタイルと、揃そろいの砂漠迷彩でビシッと決めた、実に好対照な二チームでした。しかし、強敵を最初にぶっ潰つぶそうという考えは一いつ緒しよです。

「全員あの貨車の中だ！　開けた穴からバリバリ撃ってきやがる！　俺達の手持ちの武器じゃ貫つらぬけないから近づけない！」

　生き残りの中でリーダーとなっている赤茶迷彩の男が事情を手早く説明すると、

「分かった。もう少し早く追いつければ良かったんだが……」

　民兵スタイルのリーダーはそう言って、同志を労ねぎらってくれました。

「まあ、まだ終わっていない。目にもの見せてやろうぜ！」

　砂漠迷彩チームのリーダーはそう言うと、左手を動かしてウィンドウ操作をしました。

　彼の目の前で、新しい武器が実体化して、そして手の中に収まりました。

　それを見た男達が、おもちゃ屋の前にたむろする子供のように目を輝かがやかせました。




　酒場の観客も、

「いけるぜ！」

　その登場に沸わき立ちました。

　増援の砂漠迷彩男が実体化したのは、グレネード・ランチャー。

　ご存じ、グレネードを撃って遠くへ飛ばすための銃じゆうです。強力な分値段が高くレアなため、持っているプレイヤーはそう多くはありません。

　男のグレネード・ランチャーは、《ＨＫ６９Ａ１》。ヘッケラー・コッホ社製、中折れ式の単発ランチャーです。丸い銃じゆう身しんと、四角いボディのコントラストが外見上の特徴。鉄パイプ製のストックを延ばした全長は、70センチ弱。

　単発式ですから、フカ次じ郎ろうのＭＧＬ─１４０と違って連射はできませんが、使うのは同じ４０ミリ低圧グレネードです。

　これならば、

「貨車の中にぶち込めば、全員一発でやれるぜ！」

　そうです。

　観客の言うとおり、グレネードは爆ばく発はつして破片をまき散らしますが、それが囲まれた空間だとさらに威い力りよくが増します。

　今も貨車の中に陣じん取どっている四人に、頭の上から一発食らわせることができれば、文字通りの一発大逆転もあり得ます。

「よっしゃ！　やっちまえ！」

「期待してるぞ！」

「優勝候補をぶっ潰つぶせ！」

　酒場の観客達、またも応援する側を入れ替えました。




「機関車の先せん端たんから何発か撃うつ。上手うまく中で炸さく裂れつしたら、一斉に突とつ撃げきしてくれ」

　男は言いながら、ＨＫ６９Ａ１を操作します。

　ロックを外すと、太い銃身が前へとお辞じ儀ぎをするように折れました。手前に開いた大きな筒にグレネードを一発かぽんと込めて、再び銃身を閉じて、ハンマーを起こせば射撃準備完了。

「頑張れよ！」「やっちまえ！」「頼たのんだぜ！」

　応援を背に、男は機関車の一番端はしにやってくると、そこで伏せて、残りの１メートルほどは匍ほ匐ふく前進しました。

　そして、コッソリと低い位置から前を覗のぞくと、見えました黒い貨車。

　狙そ撃げきの弾が飛んでくる可能性と恐怖はありましたが、どうやら大だい丈じよう夫ぶ。向こうはこの場所が分かっていないか、角度的に狙ねらえないようです。

「よし、大丈夫だ」

　声を聞いて、彼の仲間がその後ろから距きよ離り計けい付きの単眼鏡──、奇くしくもレンが使っているのとまったく同じモデルを出して覗いて、

「１９９メートル。外板までだから、ピッタリ２００で狙える」

　距離を報告しました。

　山なりの弾道で撃ち出すのがグレネード・ランチャーですから、どんぴしゃりで上から撃ち込むには、距きよ離りがとても重要です。

　貨車で開いているのは上だけです。車体はほとんど横を向いていますから、幅３メートル以内の精度で撃うち込まなければなりません。もちろん、側面に命中させて鉄板にダメージを与えることはできるでしょうが、それよりも──、

「一発で決めたいな……」

　男は呟つぶやくと、今一度ストックをしっかりと肩に押しつけてから、引き金に指をかけました。

　彼の視界に、グレネード・ランチャー特有のバレット・サークルが生まれました。斜め45度に傾いて見える、緑の円。今はまだ貨車の手前20メートルほどに位置しています。

　ＨＫ６９Ａ１には斜めに起き上がる金属製の照準器が付いていますが、バレット・サークルの方が正確なので使いません。

　男はＨＫ６９Ａ１のぶっとい銃じゆう口こうをゆっくりと上げると、緑の円がじんわりと遠くへ移動していきます。左右にぶれないように、慎しん重ちように慎重に動かしていき、それが貨車にピタリと重なった瞬しゆん間かん──、

　ぽんっ。

　思いの外ほか可か愛わいい発はつ砲ぽう音おんと共に、４０ミリグレネードが撃ち出されました。

「いける！」

　腕に自信がある彼は、叫びました。これなら、貨車の中に入っていくと、確信しました。

　空中を跳ぶ黒い点──、４０ミリグレネードが放物線を描き、その頂点を過ぎて、落下していきます。

　それは貨車の中に吸い込まれていき──、

　ませんでした。

　黒い破は裂れつの煙が、貨車の手前10メートル、高さ20メートルほどの空中で広がりました。

　一瞬遅れて、爆ばく発はつの音が彼の耳に届きました。

　つまり、撃ったグレネードは命中する前に空中で爆発してしまった訳で、

「なっ──、なんでだあああ？」




「撃ち落としやがったわ……」

　酒場の観客が男の質問に答えましたが、もちろん彼の耳には届きません。

　観客達には、一部始終が良く見えていました。狙ねらいはどんぴしゃりで放たれたグレネードが、放物線を描いて飛んで行く様子が。

　そして、その貨車の中で、左腰に提さげていたＭ８７０ブリーチャー、短縮ショットガンを空に向けて構えるピトフーイの笑顔が。

　ピトフーイは、一発だけ撃ちました。

　そして銃口から飛び出したのは、１００発以上の細かい粒。

　散さん弾だん銃じゆうの名前の通り、撃うてば広がる散弾を撃ったのです。仁じん丹たんのような小さな鉛なまりの粒が１００発以上入った、鳥や小動物を撃つための散弾を。
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　短い銃身から放たれたそれは網あみのように広がって飛んでいき、その網に、グレネードが飛び込んでいきました。

　粒弾は連続してグレネードの先せん端たんに当たり、そこにある圧力感知式の信管を作動させて、空中で爆ばく発はつさせたのです。

「んな馬ば鹿かな！」

　アバターが中年男性に見える観客が叫びました。いくら散弾銃でも、粒みたいな弾でグレネードの信管を都合よく作動させられるわけがないと。

　しかしすぐに、

「そりゃあ、リアルでの話よ」

　隣となりのテーブルから、クールな声が飛びました。アバターは若い男ですが、その口調はなかなかの落ち着きっぷり。

「忘れてないか？　ここはゲーム世界だぜ？　昔の一人称視点シューティングゲーム時代、〝砲ほう弾だんやミサイル、グレネードを銃で撃ち落とす〟ってのは結構可能だったんだよ。狙ねらってやるヤツもいたし、偶然で起きることもあった。グレネード同士が空中でゴッツンコなんてことも」

「マジですか……」

　コイツのリアルは絶対に年上だと思った外見だけ中年男は、外見だけ若い男に、敬語で答えました。

「マジだよ。ついでに言うと、ＧＧＯでグレネードを撃うち落とすのって、狙ねらいはつけやすいんだぜ？　理由は、言わなくても分かるよね？」

「バレット・ライン……」

「正解。ぶっとい山なりのバレット・ラインをそのまま狙って、消える場所めがけて撃てばいい。ショットガンなら余裕だろうよ」

「なるほど……。あの女、それが分かっていて、ブリーチャーを持ち歩いていたと……」

「多分な。あとはタイミング次第だ。こればかりは、己の度胸次第だろうけどな。早すぎても遅すぎてもダメだ。きっと、何度も練習してるに違いないよ。失敗したら自分のアバターが木こっ端ぱ微み塵じんになるのを覚悟で」




「おー、上手うまくいった。ぶっつけ本番でも、なんとかなるもんねー。私、すごい！　褒ほめてあげたい！」

　貨車の中で、Ｍ８７０ブリーチャーのフォアグリップを左手で往復させながら、ピトフーイは他人ひとごとのように言いました。

　銃じゆうの右側に撃ち殻がらが飛び出て、次の散弾が装そう塡てんされました。すぐさま胸につけたベルトから、新しい散弾を銃に加えるのも忘れません。

「ピトさん、お見事！」

　その後ろで、フカ次じ郎ろうがＭＧＬ─１４０を持ち上げながら答えました。左ひだり子こはスリングで肩に提さげて、今は両手で右みぎ太たをしっかりと構えます。狙うは空。

　当然ですが、撃ったとしても着弾地点は貨車の向こう。サークル共々、まったく見えません。

　それでもフカ次郎は微妙に狙いを調整して、

「それいけー！」

　ＳＪ３で初めて、敵に向けて発はつ砲ぽうしました。

　遠えん慮りよ容よう赦しやない、怒ど濤とうの６連射でした。




「どうよ？」

　機関車の脇わきで、男が頭を空に向けて訊たずねました。

　彼が見上げる先には、機関車の側壁によじ登って、そして屋根のギリギリに顔を出して、貨車を窺うかがっているスナイパーがいます。先ほどレンを撃った、Ｍ４０Ａ３使いの彼です。

　命中した！　と報告があれば、全員で突撃を敢かん行こうすべく、銃を手に待っていた二十人以上の男達でしたが、

「ダメだ！　手前の空中で爆ばく発はつした！　──なんだありゃ？　撃ち落とされたのか？」

　戻ってきたのはそんな言葉。

「くそう！」

「まあ、次を当てればいいさ。グレネードなら、相手の位置さえ分かれば余裕だぜ」

「だな。まだまだチャンスはある」

　機関車脇わきの男達ののんきな会話に、

「ん？　ってことは──」

　頭のいい誰だれかさんが気付きました。

　その瞬しゆん間かん、空から赤いラインが音もなく降ってきました。機関車の陰に隠かくれる男達の目の前に。しかも六本。

　ぽんぽんぽんぽんぽんぽん。

　そして聞こえた可か愛わいい破は裂れつ音おん。

「向こうのグレネードが来るぞ！」







　向こうからグレネード・ランチャーで狙ねらえるのなら、こっちからも狙える。

　至し極ごく当然なことです。

　フカ次じ郎ろうが戦せん闘とう中ちゆうにずっと空を眺ながめていたのは──、

　別にヒマだったからでも、光合成をしていたわけでも、トンボやチョウチョを探していたからでもありません。

　それは、敵がグレネード・ランチャーを持っていて、上から攻こう撃げきしてくるのを想定してのこと。バレット・ラインが見えたら、ピトフーイにすぐに伝えるようにとエムに命令されていたのです。

　位置がまったく分からない敵からの射撃はラインが発生しませんが、フカ次郎はチームメイトから情報を聞いていて、だいたいの位置を摑つかんでいました。

　バレット・ラインのおかげでピトフーイは撃うち落とすことができましたが、同時にフカ次郎は知ることができました。相手の距きよ離りと位置を、それもバッチリと正確に。

　あとはもう、容よう赦しやなく反撃すればいいだけ。

　フカ次郎は見えない敵に向かって、６発を連射しました。

　せっかく連射ができるグレネード・ランチャーを持っているのに、連射しない理由があるでしょうか？　いや、ない。

　空中を山なりに飛んだグレネードは、機関車めがけて降っていき、

「逃げ──」

　どかん。

　１発目は、機関車の真上に着弾して炸さく裂れつ。破片と爆ばく風ふうはそこにいたスナイパーの上半身に容よう赦しやなく襲おそいかかり、彼の身長を半分にしました。レンの足の敵を取りました。

　どかん。

　２発目はその少し遠くに飛んできて、機関車の陰で突とつ撃げき準備をしていた五人の男の中央で炸裂。たった一発で、彼かれ等ら全員を仲良く吹っ飛ばしました。

　どかん。

　３発目は、１発目の爆ばく発はつで慌あわてて逃げようとした男の背中に命中して、そこで爆発しました。アバターはもう木こっ端ぱ微み塵じんのポリゴン片になって、鮮あざやかな破片はその近くの仲間に降り注いでいきました。

　どかん。

　４発目は、ＨＫ６９Ａ１の再さい装そう塡てんをしていた男の脇わきで炸さく裂れつ。彼と、距きよ離りを測っていた仲間を吹き飛ばして、ＳＪ３から退場させました。

　どかん。

　５発目は、運良く機関車の屋根の上で爆発。おかげで誰だれも被害は受けませんでした。

　どかん。

　最後の１発は、

「くそったれ！」

　悪態をついた赤茶迷めい彩さいの男、さっきまで指揮を執っていた彼のすぐ後ろに降ってきて炸裂。爆風で勢いよく吹っ飛ばされた彼は、頭から機関車にめり込んでいきました。




「あーあ……」

　酒場の観客から、溜ため息いきが洩もれました。

　６発のグレネードが次々に爆発して、赤い被弾エフェクトが派手に散りました。

　最初の爆発から最後の爆発まで、実際にかかった時間はわずか３秒。

　その短い間に、機関車の陰は地じ獄ごくと化しました。ＣＧのアバターとはいえ、人間がその形をなくしていく様子は、なかなかに凶きよう悪あくな光景でした。

　機関車の周囲は灰色の煙に包まれて、何も見えなくなりました。

　一度ゼロに戻っていた画面脇わきの数字は一気に跳ね上がり、

「全ぜん滅めつかなあ……？」

　そして示したのは──、十。

　二十四人中、半数以下の十人が、この攻撃で即死しました。

「お？　思ったより少ないな」

「だな。俺は二十は死んだかと思った」

「でも、負傷者は結構いると思うぞ」

　風のおかげで、機関車の脇から煙が晴れていきます。そして空中にあるカメラが映したのは、そこから蜘蛛くもの子を散らすように、必死に逃げ出す男達。

　ずっとここにいたら、またグレネードが飛んでくるかもしれません。もっと距きよ離りを取らねばなりません。ひとまず退散です。

　男達は全力疾しつ走そうで、機関車を背に走りました。

　１００メートルほど離はなれると、その周囲には別の貨車や機関車が点在しています。男達はようやくそれらの陰へとたどり着いて、銃じゆう弾だんが防げる場所を探して隠かくれました。貨車からの追つい撃げきのような発はつ砲ぽうは、ありませんでした。

　男達の体には、どこかしらで赤い被弾エフェクトが煌きらめいていて、全員無事ではないことを表しています。逃げて隠れた直後に、首筋に救急治ち療りようキットを打つ様子が良く見えました。

　時間は、12時29分を過ぎています。

　そろそろ三回目のスキャンですが、

「今逃げてきた連中は、見る必要はないかもなあ」

「確かに、あの貨車に陣じん取どってる四人をなんとかしないと、二進も三進もいかんわ」

「あの四人は、もうずっと、それこそＳＪ３が終わるまであそこでいいんじゃねーか？　来たヤツ全員返り討うちにできるだろ？　最強の要よう塞さいだよ」

「いやいや、そりゃ無理だって」

「どして？」

「〝どして？〟って……、もう忘れたのかよ」







「いやあ、快適な陣地ねえ。もうずっと、ここにいたいわねえ。でも、そうもいかないわねえ」

　貨車の中で、ピトフーイがのんきに言いました。

　レンは左手の操作で、ストレージにしまったマガジンを実体化させていました。

　だいぶ節約しながら撃うったとはいえ、ここでの戦せん闘とうで３本（１５０発）消費してしまったので、残りは19本（９５０発）。

　マガジンを空いたポーチに詰めつつ、口を開きます。

「そうだよピトさん。まさか、ＳＪ３が終わるまでここで生活する気？」

　レンにとって、ＳＪ３参加の理由はＳＨＩＮＣとの決戦。

　こんなところで弱い者イジメ──、と言ったら相手チームに失礼ですが、有利な状況でのんびりしているわけにはいかないのです。

「えー、いいじゃんここで暮らそうぜ！　住めばキャピタルよ！」

　ＭＧＬ─１４０の再さい装そう塡てんを終えていたフカ次じ郎ろうが言いましたが、サテライト・スキャン端たん末まつを取り出しながら、エムが、

「無理だ」

　短く一言。

「なんで？」

「どーしてー？」

「レンちゃんフカちゃん、何か忘れてない？」

「ん？」「はい？」

　二人が仲良く首を傾かしげて、ピトフーイはヤレヤレと言わんばかりに肩をすくめました。

「もうすぐ、ここは海になっちゃうわよ」
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　第五章　「クラレンスとシャーリー」







　12時30分。

　ＳＪ３開始から早くも30分が過ぎて、三回目のスキャンが始まりました。




「どひゃ！　海のことすっかり忘れてた！」

　フカ次じ郎ろうと、

「わたしも……」

　レンと、

「でもさ、この貨車浮かないかしらねえ。あちこちに穴開けちゃったから、もうダメかな？」

　ピトフーイと、

「フカは引き続きグレネード警戒。他の三人は端たん末まつを見ていい」

　エムの四人は、貨車の中でその時間を迎えました。

　レンが飛び込んだのが12時20分直前だったので、都合10分間ここで戦っていたことになります。

　その間にまったくダメージを負わずに済んだのは嬉うれしいですが、そろそろ移動したいところ。もちろん、目指すはＳＨＩＮＣ。

　三回目のスキャンにして、レンが初めて見るスキャンは、地図の右側から、すなわち東から始まりました。

　端末画面の地図の上に、残存チームと全ぜん滅めつチームを、明るく白い点と鈍にぶい灰色の点で表していきます。その点に触さわればチーム名が出ます。

　レンは、死亡チームは無視することにしました。30分でＳＨＩＮＣが全滅しているはずはないと、根こん拠きよはないが確信してのこと。

　そして、それは正解でした。右側の岩山があるらしきエリアに、ＳＨＩＮＣの名をつけた点が神こう々ごうしく光っています。そして周囲に散らばる、灰色の点達。

　さすがあ！

　レンは心の中で賞賛しました。

　ＳＨＩＮＣの逞たくましい女の子達は、自分達がやられたように徒党を組んで襲おそってきた敵チームを、全すべて返り討うちにしたのです。

　ついでに地図の右上、森林エリアにして東側の海岸ギリギリにある点を触ると、それはＭＭＴＭでした。

　こちらも、周囲に見えるのは多数の灰色の点。同じように、容よう赦しやのない返り討ちにしたのでしょう。こちらも見事です。安定の強さです。

　のんきにライバルを褒ほめていたレンは、地図を見ただけでは気付きませんでした。

「あはは！」

　ピトフーイが突然楽しそうに笑ったので、それが何かと思いました。

　この人は特に理由もなく笑う人ですが、さすがにスキャン中なので大切な意味があるのかと思って、いや、そうであって欲しいなと期待して、

「ピトさん、どしたの？」

　そう訊たずねてみると、

「すぐに分かるわよん。スキャンが自分達のトコまで来たら」

　そんな、もったいぶった言葉が返ってきました。

　はて？　なんだろう？

　そう思いながら、スキャンがもっと西に、つまり自分達へ向かうのを待ちます。とはいえそれはほんの数秒でやって来て、地図の中の操そう車しや場じよう、そのほぼ中央にいる点を映しました。

　触ふれてみると、間違いなく自分達です。

　レンは、自分がいる場所をようやく認識しましたが、同時に恐ろしいことに気付くのです。

「あれ？」

　ＳＪ３開始直後に地図を見たときは、操車場は島の南西部分のほとんどを占める、かなり広い面積を誇ほこっていました。横に広がった線路の束は、海までかなりの余裕がありました。

　それが今や、ガッツリ減っているのです。ぶっとく広がっている線路の束の一部が、すでに海岸線と繫つながっています。

　すなわち、それだけ島が小さくなっているということ。

　レン達はスタート地点からしばらく土の上を歩きましたが、そこはもう完全に海の底になっていました。

　地図の北側に目をやると、町は半分以上が水没していました。死亡を表す灰色の点が、海の中にもありました。

　不思議なことに、生存を表す白い点も海の上にあるのですが、これは間違いなく、ビルの上などに取り残されてしまったのでしょう。

「海が……」

「そうねー、１・５キロから２キロくらいは進んだかしらね」

「海がーっ！」

　レンは慌あわてながら、自分の居場所を拡大しました。

　そして判明します。今隠かくれている貨車から南側の海岸線までは、数百メートルしかありません。それも、今この瞬しゆん間かんもぐいぐいと近づいてきているに違いありません。

「やばいよやばいよ！　浮き輪がないよ！」
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　幼い頃ころきょうだいと一いつ緒しよにスイミングスクールに通っていた香か蓮れんは泳げますが、レンとして泳いだこともなく、ましてや銃じゆうを持って装備を身につけて泳ぐなど不可能に決まってます。

「はいはーい、レンちゃん落ち着いて」

　ピトフーイは、慌あわてるレンを楽しそうに見ながら言いました。そしてエムが、

「ここはずっと平らだから、ひとまずは浅く広く浸つかっていくだろう。足首程度ならすぐには大ダメージにはならない。窪くぼ地ちなどが前にあると厄やつ介かいだが」

　冷静な口調で言いました。

　空を見ながら、フカ次じ郎ろうがしみじみと、

「なるほどー、そりゃダメだわ。もうここにはいられないね。日当たりのいい素す敵てきな家だったのに……。こりゃ高台に引っ越しか……」

　見えない太陽を見ながら言いました。

　敵もスキャンを注視しているのか、迫せまる海に慌てているのか、またはもうグレネード・ランチャーを持っている人がいないのか、理由は分かりませんが、今のところ攻こう撃げきはありません。

　スキャンが、終わりつつあります。

　レンは最後に、拡大した地図で周囲の敵を探りました。

　近すぎるのでほとんどくっついていますが、方位は分かります。先ほどフカ次郎のグレネード攻撃でダメージを受けたはずの敵チームは、北東側にいました。

　少し後退した位置に、ひいふうみいよ──、六チームが生き残っています。

　無傷のチームは少ないと予想できますが、だからといって油断はできません。敵数が六なのかそれとも三十六なのか、まだハッキリと分からないのです。

　さらに新たな一チームが、その集団に集まろうと北側から移動しているのが見えたところでスキャンは終わりました。12時31分。

「ほらエム。作戦ヨロ」

　ピトフーイが、リーダーに命令しました。

　彼女自身は、作戦をまったく立てません。

　リーダーを尊敬しているのか、試しているのか、あるいはその両方か、それとも考えるのが面めん倒どうなだけか、レンには分かりません。

　端たん末まつを腕のポケットにしまったエムは、足下に置いてあった、楯たての入ったバックパックを軽々と背負いながら答えます。

「総員、移動準備」

「おっけー。どっちへ？」

　ピトフーイも、愛あい銃じゆうＫＴＲ─０９をスリングで体にかけました。ここから出るには、ひとまず両手を使う必要があるからです。

「北東だ。今、敵がいるあたりを突っ切る」

「はい？」

　レンは、聞き間違えたかと思いました。または自分の耳は正確で、エムが壊こわれたか。

　しかしエムは、いつものエムでした。

「東や北に逃げて、海に行く手を遮さえぎられたらお終しまいだ。それよりは、生き残る確率が高い方を選ぶ。邪じや魔まな敵は、実力で排除していく」

「うー」

　確かにそうですが、理り屈くつでは分かりますが、あんまり、というか全然やりたくありません。レンは思わず唸うなりました。

「ま、それが一番だね。やろうぜやろうぜ」

　フカ次じ郎ろうはすんなりと賛同すると、両手にＭＧＬ─１４０を持って、準備を整えました。

「分かった……」

　レンも、諦あきらめるという方法で覚悟を決めました。他に方法はありません。そして、

「なら、急ごう！」

　善は急げとばかりに、仲間に声をかけましたが、

「いや──」

　エムはまたも、信じられないことを言うのです。

「もう少し待つ。具体的には、この場所に波が被かぶるくらいまで待つ」







　スキャンで海がぐいぐい進んでいることを知って焦あせったのは、機関車や貨車に隠かくれている十四人も同じでした。

　特にフィールド内部からやってきたプレイヤーは、この島が水すい没ぼつ中ちゆうだと知りませんでしたから、その驚おどろきは大変なものでした。

「なっ！　信じられねえよ！　今すぐ撤てつ退たいしようぜ！」

「だな……。幸いにも、奴やつらから逃げれば島の中央部だ」

「水死とかシャレにならん」

　逃げ腰のプレイヤーもいれば、仲間を殺されて復ふく讐しゆうに燃えるプレイヤーだっています。

「でもよ！　ここで逃げたら、集まって強きよう豪ごうにぶつかっていった意味がなくなる。あくまでエルピーエ──、ああ言いにくい！　ピトフーイチームを倒たおすことを最優先にすべきだ。ここでアイツらの足を止めて、溺でき死しさせてやろう」

「アイツらを共通の敵にするのはいい。でも、相打ちって意味なくね？　生き残った他のチームが得するだけだもんな」

「待て待て。戦うにも、俺達まだ回復途中よ？」

　その言葉どおり、フカ次じ郎ろうの砲ほう撃げきで負傷して、ヒットポイントがかなり少ない人がいます。当然救急治ち療りようキットを打って回復中ですが、終わるまでにはあと２分ほど必要。重傷だった人はそれ以上です。

「今すぐ全力の戦せん闘とうは無理だ。もし向こうが、海から逃れるためにすぐに突っ込んできたらどうする？」

「そんなの迎え撃うてばいい！　待ち伏せている方が有利だろう！」

「しかし、向こうは素早いチビにグレネード・ランチャーに、凄すご腕うで狙そ撃げき手しゆに──」

「やる前から気持ちで負けてどうするよ！　数は今でもこっちのが上だ！」

「アホか。数で勝てるのならさっき勝ってるだろうに……。ちったー考えろ」

「じゃあテメエに作戦があるのかよ！」

「それを考えようって話だろ！　頭ねーのか？」

「なんだとコラ！」

　だんだんと雰ふん囲い気きが険悪になってきて、言葉が鋭するどくなってきた男達ですが、そんな男達に、遠くから話しかける声が。

「あのー！　そっち参加してもいいですか！　赤の信号弾見て来たんですけど！」

「おっ？　──聞こえたか？」

「ああ！」

「よっしゃ！　援軍だ！」

「さっきのスキャンで近くにいた連中だな！」

　十四人はひとまず見苦しい言い合いを止やめて、素直に喜びました。味方、万ばん歳ざい。

「こっちだ！　南西から撃うたれないように、貨車の陰伝いに近づけ！」

「りょーかい！　撃たないでくれよー！」

　男達は、これでさらに仲間が六人増えると信じ、少しだけ気分がよくなりました。そして待つこと30秒ほど。

　貨車の陰から砂じや利りの上を走る足音が聞こえて、やがて一両の下をくぐり抜けて、やって来ました。増援が。

「どうも！　俺達も参加します！」

　明るい口調で現れたのは、どこのアイドルグループにぶち込んでもやっていけそうなイケメンでした。

　黒ずくめの戦せん闘とう服ふく上下を着て、上半身には装備ベスト。腹の前には、長く大きめのマガジンポーチが縦に並びます。

　武器は、Ｍ１６とＰ９０をキメラにした珍ちん銃じゆうＡＲ─５７。右腰のホルスターには《ＦＮ・ファイブセブン》ピストル。この２つは、使う弾が一いつ緒しよです。左腰には、ポーチに入った手しゆ榴りゆう弾だんが４つ。

　そして、

「ども……」

　褐かつ色しよく肌はだに迷めい彩さい服ふくを着て、アサルト・ライフル《ファマス》を持ったもう一人の男。

　ファマスはフランス製で、横文字なら〝ＦＡ─ＭＡＳ〟と表記します。マガジンがグリップより後ろにある、ブルパップ式の銃。

　そのため全長が短く、連射コントロールが容易なことでＧＧＯでは人気の一丁です。口径はＭ１６などと同じ５．５６ミリ。その外見が似ていることから、トランペットと渾名あだなされています。

　二人が、十四人の脇わきにやって来て、身をかがめました。

　イケメンが、にっこり笑顔で自己紹介。

「俺はクラレンス。こっちはチームメイトのサム。ＳＪ２にも出てたけど、多分皆さん初めましてですね。よろしく！」

「よく来た！　──君達二人だけか？」

　当然の質問が飛びました。クラレンスは答えます。

「残念ながら！　でも、ガッツリ働きますよ！」

「誰だれにやられた？　遠くにいる強きよう豪ごうチームか？　それとも、別チームとやり合ったのか？」

「いやいや。元々本戦は二人だけなんですよ。他のメンツ、時間取れなくて」

「そっか……」

「そんなにがっかりしないでくださいよ！　精一杯働きますから！　状況を教えてください！」

　クラレンスがニコニコ笑顔で受け答えをする間、

「…………」

　サムはずっと黙だまっていました。




　クラレンス達が、貨車の陰に隠かくれる十四人に合流、そしておそらくは状況を説明されている様子は、酒場の中継画像にも映っていました。

「おっ！　あいつ、前回ドームでレンちゃんにボコられて、最後はマガジンあげたヤツじゃん」

「ああ、あのイケメンか。アレでレンちゃん助かったもんな」

　クラレンスの事を覚えている観客もいて、

「今いま頃ごろ到着とは、ずいぶん遠くからやって来たみたいだな。今度こそレンちゃんとバトルを所望か？」

「リベンジだな！　燃えるぜ！」

　彼を応援する人も、それなりにいました。〝彼女〟だということを知らずに。




「なるほど……。結構ヒドいフィールド設定ですね。俺も溺でき死しはイヤだなあ」

　状況説明を聞いたクラレンスがまずはそう言って、

「ただ、まだ俺達の方が有利じゃないですか。勝つチャンス、全然ありますよ！」

　爽さわやかな笑顔でそう付け足しました。当然ですが、男達からは質問が飛びます。

「どーやって？」

「この場所、貨車と貨車の間は平へい坦たんで遮しや蔽へい物ぶつが少ないですよね？　撃うてるチャンスは多いですよ。しかも相手は四人だけです」

「そりゃ分かってるよ。だが、ただの四人じゃないぞ？」

「そうですけど、ちょっとキツいことを言わせてもらうと、皆さんは、数の優位を生かせてません。さっきの機関車の脇わきでしたっけ？　全員が同じ場所に固まってどうするんですか？　俺なら、二人ずつのチームに小分けして、黒い貨車がギリギリ見えるところで網あみを張りますね。そして動きません。敵チームは海から逃れるために絶対に出てきますから、そこを撃っていく。もちろん押されそうなら素直に引いて、その隙すきに別チームが横から襲おそう」

　自信たっぷりに持論を展開したクラレンスに、十四人の男達は、

「まあ、それなら」

「やれるかもな」

　納得する方向へと心を動かされました。先ほどまでは気持ちがどうのこうのと、具体的な作戦をまったく話していなかったものですから、可能性が見えてきたというのは、まさに希望の光が差し込んできたようなもの。

「よし、まだ諦あきらめるには早いな！」

「その作戦で行こうぜ！」

「ああ！　しかも待っている間にヒットポイント回復もできるしな！」

　次々に賛同の言葉が出ると、全員が一気に燃え上がります。良くも悪くも集団心理です。

「クラレンス！　その作戦をもらうぜ！」

「どーぞどーぞ！　俺も嬉うれしいですよ！　参加させて下さい！」

　こうして、十六人の男達──、

　訂正、十五人の男達と一人の女は、強敵を倒たおすために再び一つになりました。

　なったように見えました。




　その様子を、

「…………」

　双眼鏡の丸い視界で見ているプレイヤーが、一人だけ、いました。







　12時35分。

　戦せん闘とうがなく銃じゆう声せいが聞こえない操そう車しや場じようの中継映像が長らく続きましたが、

「さて……、どうなる……？」

　観客達は他で行われている戦闘は気にも留めず、固唾かたずをのんで見守っていました。

　一方の画面には、レン達ＬＰＦＭが貨車の中にいる様子が映っています。

　四人は、スキャンからずっと、この中で待機しています。そして、その貨車には海が迫せまっています。

　先ほどまでは、かなり上空から捉とらえた映像でなければ、海と貨車を一いつ緒しよに映すことはできませんでした。それが今は、もうすぐ近く。残りの距きよ離り、だいたい１００メートルほどでしょうか。

　洪こう水ずいの浸水のように、ジワリジワリと海が近づいていきます。波がないのが不ぶ気き味みですが、浸水の結果、とても遠浅の海岸になっているので、ずいぶん手前で砕くだけてしまっているからです。

　もちろん海が迫っていることを、ＬＰＦＭの四人は知っているはずです。これまでエムが何度も立ち上がっては、海の様子を貨車側壁の穴から見てチェックしていましたから。

　もう一方の画面には、待ち伏せ側が映っています。

　クラレンス達が合流して十六人になった連合チームは、二～三人ずつに分かれて、黒い貨車の北東側に移動していました。コソリコソリと動くその様子を、先ほどまで映していました。

　今はそれぞれが数両の貨車の裏に潜ひそんで、ＬＰＦＭが出てくるのをじっと待っています。貨車は点在していますから、30から50メートルくらいの間かん隔かくで作り上げた扇形です。戦国時代は、鶴つるが翼つばさを広げたように見えることから、〝鶴かく翼よくの陣じん〟と呼ばれていました。

　彼かれ等らとＬＰＦＭが潜む黒い貨車までの距きよ離りは、４５０メートルほど。幾いくつか貨車を挟はさんで、フカ次じ郎ろうのグレネード・ランチャーの最大射程より距離を空けました。

　こうして膠こう着ちやくした両陣営。

　ＬＰＦＭにとっては、南と東から海が刻一刻と迫せまり、唯ゆい一いつ脱出できる北東には多数の敵が潜むというかなり不利な状況に見えますが、

「結構ヤバイけど……、アイツら単純に強いからな……。この程度の包囲は強引に抜けちゃうんじゃないか？　待ち伏せの位置が判明した時点で、そこに狙そ撃げきとグレネードが来るだろ？」

　ある者は、プレイヤーの実力では四人の方が上ですので、そう予測しました。

「でも、さすがにこの作戦なら、さっきよりはずっと上手うまくいくと思うぞ。やっぱり数が違うからな。しかも戦場は平へい坦たんで開けている。正面突破中に左右から撃うたれたら、足の遅いエムとか、真っ先にやられるんじゃね？　一人やられたら一気に戦力ダウンで、その後は勝機がなくなる」

　ある者は、やはり人と銃じゆう口こうの数に勝る方が勝つと思いました。

　どちらにせよ、酒場の観客達の考えることは同じです。

　早くこの勝負が始まらないかな、と。

　優勝候補の四人ｖｓ数で勝負のチームのバトルが見てみたいぜ、と。

　だからこそ、一時も気を緩ゆるめず、火ひ蓋ぶたが切られるのを待っているのです。







　そして、12時36分。

　動きがありました。

　海水がいよいよ迫った黒い貨車の側面から、四人が出てきました。ピンクのチビと、金髪のチビと、黒ずくめの女と、迷めい彩さい服ふくの巨体が。

「出てきた！」

　機関車の屋根に伏せて単眼鏡で監視していた一人が、すかさず空中に赤い信号弾を打ち上げて、周囲に知らせました。

　鉛なまり色いろの空に赤い光が舞まい上がった直後──、

　甲かん高だかく銃声が轟とどろいて、操そう車しや場じよう、最後の戦せん闘とうが始まりました。




「はああああああっ？」

「なんだあああ？」

「はいいいいい？」

　酒場の観客達が、立ち上がりながら絶叫しました。

　人間、とことん驚おどろいたときに見せる反応は大きく分けて二つ。叫ぶか、黙だまるかです。

「…………」

　飲みかけていたグラスの手を止めて黙り込んで、完全に固まった観客もいました。

　どちらにせよ、目の前の画面の中で起きていることが信じられないのは一いつ緒しよです。

　中継画面の中で、ＬＰＦＭを包囲していた男達が、次々に撃うたれていました。

　背中から。




「わははは！　たーのしー！」

　クラレンスの右肩に保持されたＡＲ─５７が、快調かつ軽快な銃じゆう声せいを響ひびかせていました。

　レンのＰ９０と同じく、早い発射速度が生み出す、小こ太だい鼓この超高速連打のような銃声。

　空から薬やつ莢きようは、Ｍ１６だったらマガジンを装着する穴から下に勢いよく放出されて、レールや枕まくら木ぎに当たって跳ね返って消えていきました。

　クラレンスは撃っていました。目の前の敵を。

　わずか10メートル先で、

「ちょっ、馬ば鹿か、おめっ、やめ──」

　手を振りながら何かを言いかけた男を。

　男の顔に容よう赦しやなく、一切出し惜おしみをせず銃弾を浴びせかけて死体へと変化させて、クラレンスはようやく射しや撃げきを止やめました。

　貨車の車輪の脇わきに、二つの死体が転がりました。

「まずはいっちょあがりー！　二人だけどいっちょあがりー！」

　クラレンスは立ったまま、丁度40発撃ったマガジンの交換を始めます。10発がまだ残っていますが、潔いさぎよく換えてしまいます。

　その後ろで、銃身からうっすらと煙が立つファマスを構えて腰を低くしていたサムが、

「ごめんなさい……」

　悲しそうな顔をしていました。







　酒場の観客は、全すべてを見ていました。

　赤い信号弾が上ったのを合図にして──、

　クラレンス、そしてサムが、扇の最さい右う翼よくだった持ち場を離はなれたのです。

　そして一つ隣となりの貨車の脇で伏せていた男達に全速力で近づくと、警告も容赦もなく、後ろから銃撃を加えました。

　二人を撃うち殺すと、クラレンスとサムはそれぞれのマガジンの交換を始めました。

　それを終えると、クラレンスはスキップでもするかのような軽快な動きで、その隣となりの貨車へと迫せまっていきます。サムも続きます。

　そこにいたのも二人。ＬＰＦＭが姿を現したことを信号弾で知って、目の前に出てきたら撃ってやろうとお互いの顔を見やって、気合いを入れている最中でした。

「あー、分かってないな……」

　観客の誰だれかが言ったとおり、男達は、隣の貨車の陰から無む邪じや気きな殺意が近づいていることに気付いていませんでした。

　クラレンスとサムが貨車の脇わきから飛び出して、そしてＡＲ─５７とファマスが同時に火を噴ふいて、二人の周囲に弾丸の嵐あらしを送り込みました。

　２丁の同時フルオート射しや撃げきを、20メートルほどの近きん距きよ離りで、しかも斜め後ろからいきなり食らえば、まず生き残れるキャラクターはいません。

　男達はなすすべもなく、顔と体中から鮮あざやかな被弾エフェクトを煌きらめかせて、次々に死体となって、ＳＪ３から退場していきました。誰に撃たれたのかすら、分かっていなかったことでしょう。

「なっ！　なんだあアイツらあっ！　味方を撃ちやがったぞ！」

　口から唾つばをまき散らしながら酒場で叫んだのは、ベレー帽を被かぶった男。

　そう、いろいろなチームにコッソリと、強敵を共同で倒たおす作戦を提案していった彼です。

　もちろん彼は、クラレンスとサムのチームにも手紙と信号弾を渡していました。だからこそクラレンス達は合流したというのに、ここにきて突然の味方撃ちとはなんということか。

「いや、味方じゃないだろ？」

　冷静な誰かが、顔を赤くして青筋を立てているベレー帽男に言いました。

「はあっ？」

「これはバトルロイヤルだ。組むのも自由だが、離り反はんするのも自由だ。チームメイトを撃ち殺すことすらできるゲームなのに、元々敵のチームを撃っちゃいけないって道理はないよな？」

「…………」

　まったく反論ができず、ベレー帽男の顔が歪ゆがみました。

　酒場の誰かが、だめ押しのように言い足します。

「面おも白しろくなってきたじゃないか！」







「燃えるねえ！　サム！」

「もう知らないからなあ！」

　楽しそうなクラレンスと半泣きのサムの二人は、さらに駆けました。次の目標へ。

　そして貨車の陰から飛び出すと、そこには体の向きを変えて、こちらを見ている二人の男がいました。わずか20メートルほどの距きよ離り。

　さすがに、後ろから聞こえた銃じゆう声せいに警戒をしていたようです。Ｍ４Ａ１とＡＫ４７という米べい露ろの代表銃の銃口が、そして四つの険しい目が向けられていました。

「うひっ！」

　サムが悲鳴を上げたのと、

「側面に敵だあ！　伏兵がいやがった！」

　クラレンスが大声で叫んだのが同時でした。

「四人がやられた！　もうすぐ追いついて来るぞ！　援護してくれ！」

　クラレンスがしれっとした顔で噓うそをつき続けるのを聞いて、

「…………」

　サムはもう何も言えませんでした。

「なっ──。くそっ！」

「ああ？　どこからだよ！」

　男二人は状況が読めませんので、クラレンスの噓を信じてしまいました。

　Ｍ４Ａ１とＡＫ４７の銃口が、サムとクラレンスからズレて、二人が飛び出てきた貨車に向けられ、

「ここからだよ！」

　自分に刺さっていたバレット・ラインが外れたのを確認したクラレンスのＡＲ─５７が、超至近距きよ離りから火を噴ふくのです。

「ぐはっ！」

　ＡＫ４７を持っている男は、体中に銃弾を浴びながら、最後まで諦あきらめませんでした。自分の体を左にずらして、後ろにいる仲間の楯たてになったのです。そして体中に被弾して、死んでいきました。

　Ｍ４Ａ１使いの男は、仲間のおかげで顔や体は撃うたれませんでしたが、右腕を射い貫ぬかれ──、

「がっ！」

　腕に広がった痺しびれるような痛みに、その武器を落としました。

　金属音を立ててレールの上に落ちたＭ４Ａ１を左手で拾おうとして、

「よいしょっ！」

　それを踏ふみつけるクラレンスの足を見ました。

　男が顔を上げて、クラレンスのイケメンを見て、その笑顔を見ました。

「なんで裏切った……？」

　パン。

　クラレンスは一発撃って男の頭を射貫いてから、
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「いやなんか、とっても楽しそうだったので！」

　にっこりと笑って答えました。







　十四人のうちの六人を屠ほふったクラレンスとサムは、これ以上の突とつ撃げきを止やめました。

「さすがにもうバレてるだろうかなー？　連中もバカじゃないからなー」

　クラレンスは貨車の西側の陰に隠かくれて、再びマガジンを交換します。

「この先どうするんだよ？　どうにかなるのかよ？」

　後ろから聞こえるサムの泣き言に、

「うん。しらなーい」

　クラレンスは振り向きもせずに楽しそうに答えました。そして、

「でっかい裏切り、一度やってみたかったんだー」

「じゃあもう満足だろ？　ここから逃げよう！　ぼやぼやしてるとＬＰＦＭが来ちゃう！」

「うーん、確かに、あいつらに勝てるわけないし、それがベストなアイデアだろうけど……、ちょっとつまらないなー」

「だあ！　もうつきあってらんないよ！　もういい！　僕は逃げる！」

「まあまあ、そう言わずにもうちょっとだけ。一人だと大変じゃん？」

「そんなの知った──」

　ぼぱん。

　サムの発言が途中で止まり、くぐもった炸さく裂れつ音おんがそれを引き継ぎました。

「ん？」

　クラレンスが振り向くと、そこには、胸から被弾エフェクトを煌きらめかせて、

「あ……？」

　自分に何が起きたのか、見えないので分かっていないサムがいました。

　クラレンスには見えます。サムの胸の全面で真っ赤な被弾エフェクトが光っているのが。

　銃じゆう弾だんのダメージエリアは得てして小さく、どんなに大きくても握にぎり拳こぶし以上にはならないのですが──、

　今のサムのそれはまるで、丸太でぶん殴なぐられたかのようなダメージの広さでした。

　サムの体がゆっくりと後ろに倒たおれていき、

「やばーっ！」

　クラレンスは、伏せました。【Ｄｅａｄ】タグが点灯したサムの体の脇わきに。

　びゅん。

　一いつ瞬しゆん前まえまでクラレンスの胸があった場所を、唸うなりを上げて銃弾が通り過ぎて、数メートル脇の砂じや利りに着弾して、

　ぱん！

　そこにあった石を爆ばく発はつと共にはじき飛ばしました。北から南への狙そ撃げき。

「ぎゃー、こわい！」

　クラレンスが、楽しそうに悲鳴を上げました。







「え？　何がどうなった……？　え？」

　酒場の観客には、よく見えていました。

　裏切った二人のうちの一人に着弾して、胸が真っ赤になったのが。そして、生き残った黒い戦せん闘とう服ふくの一人が慌あわてて伏せた様子も。

　見えていたからといって、何が起きたか分かるということもなく、

「え？　狙撃？」

「どこから？」

「エムか？」

「いや、飛んできたの逆方向じゃね？」

　現場のクラレンスと同じくらいかそれ以上、狼ろう狽ばいします。

　そして、中継映像を管理している誰だれかさんが、丁てい寧ねいにも、その答えを教えてくれるのです。

　画面が切り替わって、ハッキリと大きく映しました。たった今、二発放ったスナイパーの雄姿を。

　灰色のグラデーションを組み合わせた迷めい彩さいポンチョを羽は織おって、倒たおれた管かん制せい塔とうの側面、一番高い場所に立つプレイヤーを。

　構えるのは、緑と茶色の迷彩に塗ぬった細く長く角張ったボディに、大きなスコープを載せたボルトアクション式スナイパーライフル。

　ポンチョのフードの下でギラギラと光る、二つの目。

　そして、その周囲を囲む、鮮あざやかな緑の髪。

「あ、あの女だ！　──前回ピトフーイに一いち撃げき食らわせた！」




　シャーリーは、右手でボルトを操作します。猛もう烈れつな速さで引いて空から薬やつ莢きようを排出して、そして素早く押し込んで次弾を装そう塡てん。

　立ったまま射撃体勢を取って、肺の中の空気を抜くために、白い歯を見せながら静かに呟つぶやきました。

「野や獣じゆう……、死すべし……」

　とことんゲームを楽しんでいる姿が、そこにはありました。
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「シャーリーのヤツ、今いま頃ごろどうしてるかなあ……？」

　廃はい墟きよの連なる町の中で、木々を描えがいた迷めい彩さいジャケットを着た若い男が呟つぶやいて、

「さあね。まだ死んでないことしか分からんわ。それに、アイツはもう、我々の手に負えんよ」

　同じジャケットを着た、なかなかに前髪が後退した男が、森の中で投げやりに返しました。







　操そう車しや場じようの倒たおれた管かん制せい塔とうの上で、シャーリーのＲ９３タクティカル２の銃じゆう口こうが、素早く横に動きました。そしてピタリと止まりました。

　一番安定しない立射、つまり立ったままの、銃をどこにも依い託たくできない射しや撃げきですが、その先せん端たんはほとんどブレません。わずかに上下に動くだけ。

　シャーリーの右手人差し指が、そこだけ切られた手袋から伸びる白い指が、引き金を絞しぼり切りました。

　反動抑制のために左右に穴が開いた銃口が、火を噴ふきました。

　放たれた弾丸は、大気摩ま擦さつで熱を纏まといながら、３００メートルの距きよ離りを瞬しゆん時じに移動して──、

　そこにしゃがんでいた男の背中に吸い込まれていきました。




「ぐがー！」

　機関車脇わきに立っていた男が、悲鳴を上げて前に倒れていきます。

　その場所で待機していたのは三人。

　自分達の右側にいる〝仲間達〟が派手に撃うっている銃声はずっと聞いていましたが、まさかお互い撃ち合っているなどとは思わず、てっきりＬＰＦＭと派手に戦っていると思っていました。

　そして、そっちに援護に行こうか、それともＬＰＦＭが目の前に逃げてきた場合を考え、このポジションを保持すべきか、悩んでいたところでした。

　そんな最中に、いきなり背中から飛んできた一発で一人が即死。

　彼は防弾プレートを胸と背中につけていたのに、そして背中のそれに当たったのに、助かりませんでした。

　プレートごと、戦せん闘とう服ふくの背中にごっそりと大きな穴が開いてしまいます。被弾エフェクトの広さは、彼の脇から脇までほとんど覆おおっています。

「え？」

　振り向いた男の胸に次の弾が飛んできて、命中しました。

　彼はＳＪ３に合わせて新調した《ＳＣＡＲ─Ｈ》という高性能のアサルト・ライフルを持っていて、狙そ撃げきの任務も担になっていたのですが、結局一発も撃たずに退場することに。

「…………」

　三人目は、目の前で起きた惨さん状じように思考が追いつかず、ただそこでぼうっと突っ立って、単なる的になっていました。

　その体の中央に、次の銃じゆう弾だんが飛んできました。







「うわっ……。まただ……」

　中継映像の中で、三人目がお腹なかに大きな大きな被弾エフェクトを散らかして、仰あお向むけに倒たおれていきました。

　当然ですが彼も一いち撃げき即死です。３秒ほどの、ヒットポイントバーが減りきる時間が過ぎて、体の上に【Ｄｅａｄ】のタグが点灯しました。

　別画面では、５発を撃うって四人を屠ほふったシャーリーが、Ｒ９３タクティカル２のマガジンを交換していました。そしてボルトハンドルを押して、次弾装そう塡てん。

　その間、彼女は倒れた管かん制せい塔とうの上にずっと立ったままです。

　その振る舞まいは、実に堂々と、そして悠ゆう々ゆうとしていました。風でたなびくポンチョが、まるで勇者のマントのようです。なんという主人公シルエットでしょうか。

「かっけーな、おい！」

「いまんところ周囲に敵がいないって、そして狙そ撃げきに高いところが有利って分かってるんだろうな」

「なんかノリのいいＢＧＭが欲しくなるぜ」

「いいぞもっと殺やれ！」

　観客達は大喜び。そして、

「なんだあの銃……。対物ライフル、じゃないよな？」

　ＳＪ２を見ていなかった誰だれかが、疑問を口にしました。

　たった一発で胸やお腹なかなどが広くダメージ認定されるのは、そしてなにより防弾プレート越しに即死させるのは、普通のライフルにしては威い力りよくが大きすぎです。

　口径が大きな対物ライフルなら、あるいはそんな凶きよう悪あくな攻撃も可能かもしれないと思っての疑問でしたが、それにしては小型に見えます。

「普通にブレイザーのＲ９３タクティカル２だよ。ＳＪ２のときと一いつ緒しよなら、７．６２ミリ口径の」

　前回もしっかりと見ていた観客の一人は、淡々と答えました。あえて口径を答えたのは、Ｒ９３タクティカル２が、銃身とマガジンの交換でいろいろな弾を撃てる銃だから。

「やっぱりな。対物ライフルにしては小さすぎるもんな。でも、それならなんであんなに、馬ば鹿かみたいな威力があるんだ？」

　その問いに、酒場はしばし静せい粛しゆくしました。

　やがて、ガン好きの多いＧＧＯでもさらに筋金入りの、恐らく病気レベルのマニアが答えます。

「これは予想だけど──」

「予想だけど？」

「あの女、炸さく裂れつ弾だんを使ってやがる」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　シャーリーほど、ＳＪ３の参加に燃えたプレイヤーはいなかったでしょう。

　前回までの、意訳すると、

『えー、わたしー、人なんてー、全然撃うちたくないしー。欲しいのはラブアンドピースだしー』

　などと思っていた女はもういません。ＳＪ２で死にました。

　今のシャーリーは、殺さつ戮りく衝しよう動どうを滾たぎらせた恐るべきスナイパーです。もちろんゲームの中だけでの話ですが。

　あれから２ヶ月あまり、シャーリーは己を鍛きたえ直しました。

　ＧＧＯは〝遊び〟だと割り切った以上、人を撃つコトに、もはや一いち毫ごうの躊ちゆう躇ちよもありません。

　強くなってよりいっそうゲームを楽しむために、仕事以外の自由に使える時間はずっとＧＧＯにダイブしていました。趣しゆ味みを仕事にした関係から他に時間が取られることもなく、つきあっている彼氏などもいなくて、とても助かりました。

　シャーリーはＧＧＯでモンスターを狩り、チャンスさえあれば積極的にＰＫをこなし、経験値を、そしてキャラクター能力を上げました。

　当然のように思いました。攻こう撃げき力りよくもアップしたいと。

　ＳＪ２での惜おしい気持ちは、忘れていません。忘れようもありません。

　狙ねらい澄すまして放った弾丸をピトフーイの頭へ命中させたのに、その一発でヒットポイントを全損させられなかった、つまり殺しきれなかったことは。

　とはいえ、愛あい銃じゆうのＲ９３タクティカル２を手放すつもりは、毛頭ありませんでした。

　この銃は、彼女がリアルで──、つまり霧きり島しま舞まい（二十四歳、北海道在住、職業は猟りよう師しとネイチャーガイド）が所持許可を取って持っている狩猟用ライフル、ノーマルのＲ９３とストック以外は同じですから。

　この銃こそＳＪ２の死線をくぐり抜けた相棒であり、もしＳＪ３に出るとしたら、一いつ緒しよに戦う以外の選せん択たく肢しはないのです。

　銃身交換ができるのが特徴の銃ですから、口径をもっと大きくする、というアイデアもありました。今の３０８ウィンチェスター（７．６２×５１ミリＮＡＴＯ弾）仕様から、より威い力りよくの大きな３００ウィンチェスターマグナム仕様や、３３８ラプアマグナム仕様にするという案も。

　しかし、それではリアルで撃うっているＲ９３との差が生まれてしまい、今まで培つちかって染しみついた感覚がズレてしまいます。〝この口径ならこの距きよ離りでこれくらい落ちる〟という感覚が。

　ならばどうすればいいかと考え、調べた結果──、

　シャーリーが見つけた答えが、〝弾頭カスタム〟というスキルでした。

　ＧＧＯプレイヤーが経験値と引き替えに手に入れることができるスキル、つまりは特殊能力はいろいろありますが、その中でも弾頭カスタムは、かなり器用な人間にしかできないもの。

　シャーリーは〝器用さ〟のパラメーターを必死になって上昇させて、そのスキルを手に入れました。

　そして、より威い力りよくの高い弾の製造を始めたのです。

　リアルで狩しゆ猟りようを生業なりわいとしているシャーリーには、当然ですが弾薬の知識がありました。一般のガンマニア以上の知識が。

　軍隊で、そしてＧＧＯ内で主に使われているのは、〝フルメタルジャケット弾〟です。

　これは、主に鉛なまりでできている弾丸を全すべて真しん鍮ちゆうで覆おおったもの。文字通り、完全（フル）に金属（メタル）で覆った（ジャケット）弾です。略称ＦＭＪ。

　見た目でもすぐに分かります。

　弾頭が全て金色にピカピカと輝かがやいて、先せん端たんが尖とがっているのがこの弾。貫通力が高いというメリットがあるので、遮しや蔽へい物ぶつ越しの攻こう撃げきを行うには最適です。

　ただし、何かに命中したとき、〝突き抜けてしまう〟というのは、〝持っている威力を全てダメージとして与えられない〟というのと意味が同じです。

　ＦＭＪとは対照的に、弾頭の先端だけ真鍮で覆わない弾が存在します。通称〝ソフトポイント弾〟。または、〝ジャケッテッド・ソフトポイント弾〟。

　この弾は、先端部に柔らかい鉛が剝むき出しなので、目標が柔らかくても、命中するとそこから潰つぶれて変形が始まります。マッシュルームのように変形し広がりながら生物組織の中を進み、急ブレーキをかけつつ破は壊かいしていきます。

　かつて英領インドの〝ダムダム〟という場所にあった工こう廠しよう（軍事工場）で、同じ理論で殺傷力を上げた弾丸が作られ戦争に使われました。

　これが通称〝ダムダム弾〟と呼ばれるもの。

　その後、〝傷口が大きくなり非人道的である〟との申し立てにより、この手の弾頭は戦争での使用が禁止されて今に至ります。よく言われる『ダムダム弾は戦争に使えない』というのはこういうこと。

　もっとも、ＦＭＪでも人体被害を増す工夫はできますし、そもそも人を殺傷するための武器に非人道的もへったくれもあるかという話でもあるのですが。

　当然ですが、昔でも今でも、狩しゆ猟りように使われるのはソフトポイント弾。

　狩猟においては、なるべく一発で、獲物を殺さなければ、または行動不能にしなければなりません。命中したのに貫通したのでは、痛みに強い野生動物には逃げられてしまいます。

　同時に、犯人にダメージを与えつつ、貫通で二次被害を出さない事を求められる警察などにも使われています。




　シャーリーは、一発の威い力りよくの極限までの向上を求めて、弾頭カスタムを始めました。

　最初に目指したソフトポイント弾は、比較的簡単にできあがりました。そしてモンスター相手に撃うってみて、与えるダメージが上がったのも分かりました。

　しかし、

「これじゃ……、ダメだ……」

　シャーリーは満足しませんでした。

　対生体組織へのダメージは上がりましたが、硬い物への貫通力は落ちました。

　これでは、相手が防弾ベストやプレートを装備していたり、頭にヘルメットを被かぶっていたりした場合では、逆に威力が弱まってしまいます。

　ＦＭＪとソフトポイント弾を状況に応じて使い分けることも考えましたが、そうするとマガジンを交換する手間が生まれます。

　そして何より、〝弾を変更する度たびに銃じゆうの着弾点がズレる〟という致命的な欠点が生まれます。弾頭が違えば重さも違い、弾道が少なからず変わってくるからです。

　シャーリーのように一いち撃げき必殺を狙ねらうスナイパーにとって、〝毎回同じ弾薬を使って、同じところに命中させられるようにする〟というのはとても重要なこと。

　もしこれがシャーリーでなければ、つまり一般のＧＧＯプレイヤーだったら、弾丸のチャンポンはとりたてて問題にはならなかったでしょう。

　理由はもちろん、バレット・サークルです。

　これは着弾位置を教えてくれる自動計算機のようなもの。状況に応じて〝ここに当たりますよ〟と計算して出してくれますから。

　しかし、シャーリーは（そして仲間達もそうですが）、バレット・サークルを使いません。自分の経験で、距きよ離りによる落差や風による流されを計算して狙い、引き金に触ふれたと同時に発はつ砲ぽうします。

　バレット・サークルを計算機に例えるなら、シャーリー達は常に暗算しているようなもの。そして、〝相手にバレット・ラインを見せない〟というメリットを手に入れているのです。

「オールマイティに使える、もっと強い弾は……、何か……。何か……。何か……」

　答えの見つからなかったシャーリーは、

「ちょっと殺してくるか……」

　気分転換にＰＫに行くことにしました。人を何人か殺せば、いいアイデアか浮かぶかもしれないと思って。もちろんゲームの中の話ですが。

　休日のたおやかな午後、シャーリーは廃はい墟きよのフィールドのビルの最上階に身を隠かくすと、ひたすらに待ちました。誰だれか〝獲物〟が通るのを。

　２時間以上も何もせずに一人で待つのは、ひたすらに退たい屈くつです。しかし、リアル狩しゆ猟りようで忍耐力を鍛きたえられている彼女にとって、それはまさに日常茶さ飯はん事じでした。

　そして、モンスター狩りをして気分よさそうに帰ってきた五人組を見つけると、運良く真下に来るまで待って、スコープでその姿を捉とらえました。

　狙ねらいは垂直。そしてビルの脇わき。これならば距きよ離りも近く、弾道が風に大きく影えい響きようされることもありません。重力に影響されることもありません。なにせ真下ですから。

　一人ずつ頭に銃じゆう弾だんを送り込んでやろうと思ったとき、倍率を上げたスコープの視界の中に、シャーリーは見ました。一人の背中で揺ゆれる、青いプラズマ・グレネードを。

　躊ちゆう躇ちよなく放たれた弾丸はそれに命中し、当然のように誘ゆう爆ばくさせました。

　たった一発の銃じゆう撃げきで、五人は仲良く青い光に包まれて爆死です。彼かれ等らは、楽しい狩りの帰りに訳も分からないまま殺されて、さぞかしイヤな思いをしたでしょう。

　そしてシャーリーにとって、青く光る爆炎は天てん啓けいでした。

　ビルの廃墟の窓辺で、彼女は叫びました。

「そうだ！　弾丸に爆発力を持たせればいいんだ！」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




「炸さく裂れつ弾だんって……、そんなのアリかよ！」

　酒場で観客の男が呆あきれたように言いましたが、

「アリだろ？　禁止されてなかっただろ？　まさかＧＧＯ内でジュネーブ条約がどうのこうのあるとも思えんし」

「いや、そうじゃなくて、売ってるのか？」

「もちろん売ってないから──、都合よく発掘できたとも思えないし、作ったんだろうな。弾頭カスタムのスキルで、試し行こう錯さく誤ごして」

「できるのかよそんなこと！」

「できたからこそ、あの威い力りよくなんだろうな」

「いやまあ、そうなんだけど……」

　画面の中で、シャーリーが移動を始めました。

　横よこ倒だおしになっていた管かん制せい塔とうの裏で、途中までは急斜面を滑すべり降りて、最後は３メートルほどの高さからジャンプです。

　両足の着地と同時に、銃じゆうを抱だいたままぐにゃっと横に倒たおれてぐるりと回転。見事な受け身でした。これをしていなければ、高所落下のダメージをもらっていたかもしれません。

　プレイヤー本人、つまりリアルの彼女の身体能力も相当に高いことを窺うかがわせる身のこなしです。

「すげえな、なにもんだあの女？」

「俺が知るか」

「今度口く説どいてみようぜ？」

「ちょっとフィメールだとすぐコレだ……。リアルがアバターどおりの美女だとは限らないんだぞ？」

「だからお前はモテないんだ」

「なんだとコラ？」

　男達の不毛な会話など聞こえないシャーリーはすぐに起き上がると、槍やりのようにＲ９３タクティカル２を腰で構えながら、全速力で移動を始めます。

　砂じや利りやコンクリートによく馴な染じむ灰色迷めい彩さいのポンチョが、疾しつ走そうでたなびきました。




　同じ頃ころ──、

「もういいかな？」

　死体が四つ転がる貨車の脇わきで伏せていたクラレンスが呟つぶやくと、顔だけ上げて周囲をキョロキョロと警戒。それからゴロゴロと転がって、ひとまず現状では一番安全な最も寄よりの場所、つまり貨車の車輪の間に逃げ込みました。

　そして、倒れている死体の中から、唯ゆい一いつ自分が殺さなかったキャラクターを、つまりはサムを見ました。

　さっきまで巨大な被弾エフェクトが光っていましたが、今は〝安らかな顔をした綺き麗れいな死体〟になって、【Ｄｅａｄ】のタグをつけて転がっていました。

「なんだーあの弾？　すっごい威い力りよくだぞー？」

　クラレンスもまた、その威力に気付いていました。

　なにせ、通常だったら弾丸を滅めつ多たに貫通させない防弾プレート越しに、大ダメージを与えられたのですから。

　もちろんですがクラレンスも、装備ベストの胸と背中にＳＦ世界の薄うす型がた防弾プレートを入れています。これによって、肺や心臓などの重要臓器、一発食らっただけで即死か重傷の部位を守っているのです。

　しかし、それがまったく機能しない、実に強きよう烈れつな一いち撃げきです。

「ま、何かは分かんないけど──」

　考えても判明しないことに悩むのは止やめて、

「一発当たったら死ぬってことだけは、覚えておこうっと」

　合理的な結論に至りました。

「ひゃー、おっかないおっかない。まったく戦争は地じ獄ごくだぜヒャッフー。でもこれは遊びだぜフッッフー」

　そんなことを言いながら、車輪の間でニコニコと笑うクラレンスの姿は、幸いにもカメラで捉とらえられていませんでした。







　酒場の誰だれかさんの予想したとおり──、

　シャーリーが作り上げたのは炸さく裂れつ弾だんでした。

　つまり、弾丸の中に火薬を詰めて、命中すると同時に爆ばく発はつするように加工された弾。

　リアルで作るとなると精密な金属加工技術と施設が必要だったのでしょうが、ＧＧＯはゲーム。材料を集めて〝新しい弾頭を製造する〟というコマンドを与えれば、あとはキャラクターの器用さによって可能になります。

　シャーリーは、手に入る中でもっとも破は壊かい力りよくの大きな火薬を用意して、製造にトライしました。そして、数度かの失敗の後に、彼女が思ったより簡単に、それは完成しました。

「できた！」

　シャーリーはお手製の弾丸をつまみ上げて、子供のように喜びました。




　炸裂弾の仕組みは、実はそれほど難しくありません。原始的ですらあります。

　先が尖とがった円筒形のＦＭＪ、その中央部空くう洞どうに、前から順に──、

〝炸薬〟（砲ほう弾だんの中で爆発するための、感度と破壊力の高い高性能火薬）

〝小型の雷らい管かん〟（通常は薬やつ莢きようのお尻しりに付いていて、叩たたかれて発火するキャップ状のパーツ）

〝小さな撃げき針しん〟（雷管を叩くために付いている針のことで、銃じゆうの最重要部品の一つ）

　が縦に一列に並んでいるだけ。

　弾丸が放たれると普通に高速回転しながら飛んでいき、先せん端たん部分は目標に命中します。

　そこが柔らかい物ならめり込んでいきますし、防弾プレートならそこで弾頭部分から潰つぶれて飛び散り始めます。

　そして、どちらにせよ、弾丸には猛もう烈れつな急ブレーキがかかります。

　すると、中の撃針が慣性の法則で前に進みます。急停車した電車の中にいた人が、前に吹っ飛ばされるようなもの。

　その撃針が雷管を強烈に叩き、雷管の小さな破裂が炸薬を誘ゆう爆ばくさせて──、

　どかん。

　弾そのものが、爆発するのです。

　その爆ばく発はつ力りよくは、もちろん炸さく薬やく量りようが少ないので限定されるのですが、ＳＦ世界のＧＧＯでもっとも破は壊かい力りよくがある火薬を使っているので、かなりのもの。

　シャーリーがテスト射しや撃げきをしたとき、幹の直径15センチの木が一発であっさり倒たおれました。

　モンスター狩りに行って撃うっても、十分な威い力りよくを証明しました。

　生体に命中した場合、体のかなり奥にめり込んで爆発するため、その効果は申し分ありません。巨大モンスターでも、脳に命中させれば一撃即死でした。

　防弾プレート対策として表面装甲の硬いモンスターで実験しても、思いの外ほか、与えるダメージが多いと分かりました。これは、表面の爆発で生じた圧力がそのまま伝でん播ぱして、生物の内臓にダメージを与えるからだと推論されます。

　命中精度も遜そん色しよくなく、今まで通りの高精度の狙そ撃げきも可能だと分かりました。

　炸さく裂れつ弾だんは、相手が人間ならばどこに当てても大ダメージを与えられます。それはつまり、脳や脊せき髄ずいなどの〝即死部位〟を狙ねらい込まなくてもいいということ。的として最大の、体の中心を狙えるということです。少しズレたとしても、致命傷を負わせられるのです。

　こうして、メリットだらけに思える炸裂弾ですが──、

　一つだけ、どうしようもないデメリットもあります。

　そう、値段です。

　弾丸を自分で買うＧＧＯにおいて、日々の弾代は決して馬ば鹿かになりません。

　５．５６ミリや７．６２ミリなどの、ＮＡＴＯ軍制式採用の有名弾薬を使う銃じゆう器きが好まれているのは、１発あたりの単価がもっとも安いからという理由もあるのです。

　シャーリーが作った炸裂弾のお値段は、雷らい管かんや炸薬などの原材料費、できた弾頭を弾薬に加工するための材料・加工費、そして作製である程度の頻ひん度どで失敗することも加味すると──、

　実に通常弾の五十倍以上。

　単純に五十倍と言われるより、

「美味おいしいとはいえ、一本六千五百円の缶ジュースを毎日飲めるか？」

　と問われれば、その高値に呆あきれることでしょう。

　しかし、シャーリーは迷いませんでした。

　必死になって遊んで手に入れたクレジットで、そして少しですが現実のお金もつぎ込んで、ＳＪ３までに炸裂弾を２００発用意したのです。

　全チームが六人のフルメンバーでも、敵は百七十四人。一人１発でおつりが来る計算です。

　もちろん実際にはそう上手うまくいかないでしょうし、現にすでに一人に対して１発外していますが、

「ははははっ！」

　操そう車しや場じようを走り抜けるシャーリーは、とても楽しそうでした。







[image: 第六章 女の戦い]










　第六章　「女の戦い」







　時間は12時39分。

　スキャン直前だというのに、

「一体何が起こってるんだ……？」

　五人の男達に、そんな余裕はありません。

　少し前まで彼かれ等らは、二人と三人に分かれて、扇状の、あるいは鶴かく翼よくの陣じんの左ひだり端はし、つまりは左翼を守っていました。連結されて並んでいる貨車と機関車の陰にいました。クラレンスの仲間撃うちが、その後のシャーリーの狙そ撃げきが、間にある車両のおかげでまったく見えない位置にいました。

　だからこそ、右側から聞こえたフルオートの銃じゆう声せいや、後ろから聞こえた狙撃銃らしき甲かん高だかい発はつ砲ぽう音おんに、完全に虚きよを突かれる羽は目めになったのです。

　五人は誰だれが言うでもなく一度集まって、機関車の陰に縮こまって、なおかつ周囲を警戒しながら、

「右翼の連中、誰か、新しい敵と戦ってるんじゃないか……？」

　一人はそう推理しました。

　これはあながち外れていませんでしたが、

「いや、あり得ないだろ！　その前のスキャンで、この時間で来られるヤツはいなかった！」

　別の男はそう結論づけました。スキャン云うん々ぬんは確かにその通りなので、それに対する反論が他の四人には浮かびません。

「みんなが撃ってるのは、ＬＰＦＭだろ？　後ろからの銃声は、別の仲間が参加してきて、支援の狙撃じゃないか？」

　都合のいい希望的観測ですが、そんなことを口にした者も。

「分かった。ここにいても埒らちが明かない。右側に移動しよう。ただし、注意深く。途中に何が起きても、対処できるようにして──」

　ばこん。

　彼の言葉を止めたのは、破は裂れつ音おんでした。

　他の四人の見ている前で、彼の上半身の中で変な音がして、そのまま横に倒たおれました。

　上半身のほとんど全すべての位置で真っ赤な被弾エフェクトが光っていて、まるでトーチにでもなったかのようでした。

「狙撃だあ！」

　四人は散り散りになって、その場から逃げ出しました。

　訳の分からないほど高こう威い力りよくの銃じゆう弾だんに今日何度目かの恐きよう慌こうを来きたし、どこへ向かうのかも考えずに、ただ走り出しました。




「ちっ！」

　しかし、それで舌打ちをしたのはシャーリーです。

　彼女は一台の貨車の脇わきに立って、Ｒ９３タクティカル２を構えていました。貨車が多くて迷路のような操そう車しや場じようを走り抜けて、こちらに気付いてない五人を発見したのは５秒前。距きよ離りは２００メートル。

　人間の胴体という大きな目標なら、依然として風の強いこの状況でも、外しようがありません。

　シャーリーの放った炸さく裂れつ弾だんは、冷静に仲間に作戦を伝えていた男の腋わきの下へ吸い込まれ、体内で爆ばく発はつしました。もちろん一いち撃げき即死です。

　いい位置なので、もう二人くらいは殺やりたいと思ったシャーリーが見たのが、散り散りになって逃げ出した四人でした。

　二人は右側へ、二人は左側へと走り出して、すぐに途中にある貨車に隠かくれて見えなくなりました。

「ふん！　じゃあ、左から食っていくか！」

　シャーリーは身を翻ひるがえすと、貨車の陰を伝って、左へと走り出しました。







「なんなんだよ！　やっぱり敵じゃねえか！　しかもあんな強力な銃を！」

「いいから走れ！　畜ちく生しよう卑ひ怯きよう者もののスナイパーめ！」

　右へと逃げた二人は、泣き言と恨うらみ節ぶしを言いながら全力疾しつ走そうをしていました。

　向かうのは陣じん地ちの右う翼よく。そこではさっきまで派手な銃撃音が発生していた場所ですが、二人で彷徨さまようよりは、戦せん闘とう中ちゆうでもいいから仲間と合流したいとの気持ちが勝りました。

　そして、一両のコンテナ車の陰を抜けると、

「あっ！　二人とも無事でしたか！　よかった！」

　いました、仲間です。

　貨車と貨車の間にいて、前後からの攻撃を受けない絶妙な位置で警戒しています。

　彼は、あとからやって来て、冷静な作戦を立ててくれたイケメン君です。

　確か名前は──、







　酒場の観客達は、見ました。

　中継画面で行われた、ほとんど銃じゆう殺さつ刑けいとも言える光景を。

　クラレンスに近づいてきた二人の男が──、

「やめろー！　そいつは敵だぞ！」

　ホッと安心した様子で貨車の陰にしゃがんで、

「逃げた方がいいぞー」

「うしろー！　うしろー！」

　真後ろに素早く立ったクラレンスが、一人ずつ、後頭部にＡＲ─５７の銃弾を撃うち込む様子を。

「あーあ」







「くそ、なんだありゃあ！　対物ライフルか？」

「だったらもっと吹っ飛ぶだろう！」

「じゃあなんだよ！」

「知るかよ！」

　左側に逃げた二人は、答えの出ない疑問を口にしながら全力疾しつ走そうをしていました。

　逃げるためには、周囲を気にする余裕もありません。ひたすら走って走って、貨車の陰から陰へと身を出して、

「あ？」「あ？」

　二人は、目の前に見ました。

　灰色のポンチョを被かぶった誰だれかさんを。




　観客達は、二人が逃げる様子を中継画面で見ていました。

　飛び抜けて足が速いキャラクターではないようですが、必死に全力疾走すれば、それなりに速度は出ます。

　カメラが二人を中心に捉とらえていると、背景が素早く流れていき、そこに灰色の人影が入ったことは、よほど動体視力がいい人にしか見えませんでした。

　次の瞬しゆん間かんにシャーリーの背中から捉えた映像に切り替わったことで、三人が出くわしたことに気付くのです。

「近いぞ！」




　狙そ撃げきポジションを得るために走っていたシャーリーは、わずか50メートル前を横切る二人を見つけて、

「はっ！」

　走りながらＲ９３タクティカル２を肩に構えました。




　甲かん高だかい銃じゆう声せいが響ひびきました。

　走っていた二人のうちの一人が、腹部を真っ赤にしながら転んで、砂じや利りの上を滑すべって、そこにあるレールで止まりました。当然死亡です。

　後ろを走っていた男は、仲間の死体、または死体になりかけにつまずいて、

「わああっ！」

　前へと転てん倒とうしました。走っていた勢いが残っているので、顔と胸からレールに落ちても、すぐには止まりませんでした。

　３メートルは滑って、隣となりの線路まで移動して、

「いてえ」

　立ち上がろうと顔を上げた瞬しゆん間かんに、自分めがけて走りながら突っ込んでくる、灰色ポンチョの人影を見たのです。

　まるで槍やりを突き刺してくるかのように、迷めい彩さい柄がらの長い棒を自分に向けていました。

　その先せん端たんが、光りました。







「ひゃはあ！　すげえ！」

「なんだありゃ！」

　酒場では、シャーリーの見せた瞬間芸に大喜びの大だい喝かつ采さいです。

　すぐ近くの敵へ、瞬時に狙ねらいを定めて撃うつことをスナップ・ショットといいます。

　スナップ写真とも呼ばれる写真用語でもありますが、元々は射しや撃げき用語。ハンターが、突然目の前に現れた獲物へと、素早く的確に撃ち込む技のことを指します。

　もちろんＧＧＯプレイヤーの誰だれもが一度は経験している撃ち方ですが、それを狙そ撃げき銃じゆうでやるのは相当の技量。

　さらにいえば、

「ランニング・スナップ・ショットだぜ……」

「とんでもねえ腕だな」

　シャーリーはこれを、走りながらやったのです。

　ほぼ全力で走りながらライフルを構え、一撃。

　見つけてから発はつ砲ぽうまで、零れいコンマ何秒という素早さでした。そして、一人目の腹部に、当たり前のように命中させました。

　炸さく裂れつ弾だんは、五十倍の価値に違たがわぬ仕事をしました。もしこれが普通の弾だったら、脇わき腹ばらを突き抜けただけで、ヒットポイント全損までは至らなかったでしょう。

　即死認定されて倒たおれたおかげで、二人目を転てん倒とうさせるという副作用もありました。

　二人目はとても反はん撃げきできる体勢ではなかったので、落ち着いて狙ねらい撃うってもよかったのに、シャーリーは足を止めませんでした。当然、他にも敵がいることを考えてのこと。

　Ｒ９３タクティカル２だからできる、恐ろしく素早い次弾装そう塡てん直後に発はつ砲ぽうして、二人目を屠ほふりました。やはり走りながらの射撃。まるで流鏑馬やぶさめです。

　シャーリーは周囲を警戒して、見える範はん囲いに獲物がいないことを確認したのか、ようやく足を止めて、貨車の脇わきに身を潜ひそめました。

　まだ２発残っていますが、躊ちゆう躇ちよなくマガジンの交換を始めます。

「潔いさぎよいぜ、ネーチャン」

「いい腕だなあ。狙そ撃げきだけでなくてスナップ・ショットもか……」

　画面の下で光る〝５〟の数字を見ながら、観客が言います。

「これで、連合チームは全ぜん滅めつだな」

　彼がちらりと隣となりのテーブルを見ると、ベレー帽の男がイスに座り、

「…………」

　半泣き状態で佇たたずんでいました。

　時間にして、12時41分10秒。

　四回目のスキャンは、終わっていました。







「くっそー、見るヒマなかった！」

　クラレンスは、処刑した二人の男の死体を前に、悔くやしがりました。

　四回目のスキャンは１分もなかったようで、端たん末まつを見ても点を表示してくれません。地図が出るのに、現在位置すら表示してくれない不親切仕様、それがＳＪです。

　そしてクラレンスは、

「あひゃ？」

　目の前の足下に音もなく迫せまってきた水に、跳び上がって驚おどろきました。

　そうです、海がここまで迫ってきたのです。

　水は横一面に広がりながら、人が早歩きで歩くほどの速度で、そして決して休むことなく、操そう車しや場じようをぐいぐいと浸ひたしていきます。

　レールは、まるで防ぼう波は堤ていのように、そこで水の勢いを少し減らすのですが──、

　所しよ詮せんはレール、高さに限界があります。水は後ろから押されて嵩かさを増し、すぐに乗り越えていきます。海進のスピードは、ますます速まっているようです。

「こりゃダメだー」

　クラレンスは、ブーツで水を蹴けりながら走り出しました。

　彼女がいなくなった場所で、二つの死体が、静かに海水に沈んでいきました。







「ああ、もうここまできたか……」

　迫せまる海水に気付いたのは、シャーリーも同じでした。

　身を隠かくす貨車から窺うかがっている景色が、３００メートルほど前方から、どんどん海に変わっていきます。

　平らな場所は空と同じ鈍にぶい灰色の水に覆おおわれ、貨車や機関車は次々に島になっていきます。もし取り残されたら、緩ゆるやかな死を待つしかない島に。

　強敵とやり合って撃うち殺されるのならさておき、溺でき死しをしてＳＪ３を退場する気など、シャーリーには毛頭ありません。

　スキャンを見る暇ひまがなかったのはシャーリーも同じで、

「仕方ない。ひとまず、この戦場から逃げるか……」

　次の10分間は、戦せん闘とうを諦あきらめました。

　本当は、もっともっと暴れていたかったのですが。







　シャーリーには、誰だれかがスキャンを見ていても、自分の居場所はバレないという自信がありました。

　それは、彼女の取った作戦のおかげです。

　ＳＪ３の待機エリアで、つまり開始ギリギリの状態で、シャーリーは自分のアイデアを、四人の仲間達に伝えました。

　それを聞いた男達が、絶句したのも無理はありません。なにせ、

「私は開始直後から一人で行動する。みんなもまたバラバラになって、フィールドをひたすら逃げ回ってほしい。リーダーの順番は、私が最後にしてある」

　そんなことを言ったのですから。

「え？　ええ？」

　意図が理解できない仲間もいれば、

「ああ、なるほどな……。そういう作戦か……」

　瞬しゆん時じに分かった仲間もいました。

「ど、どういうこと？」

「スキャンはリーダーしか表示しないだろ？　五人全員がバラバラに動けば、たとえ発見されて追い詰められても、その10分間に死ぬのは一人だけで済むって戦法だ」

「なるほど……」

「そしてリーダーが次の順番に来て、最悪10分ごとにリーダーが殺されたとしても──」

「都合40分はシャーリーの居場所は分からないってことか！　でもよ、単独行動なんて危険じゃ──」

　仲間の一人は言いかけて、止やめました。

　自分達はさておき、技量を上げたシャーリーなら、単独の方が生き残れそうな気がしたからです。むしろ、戦せん闘とう慣れしてない自分達が、彼女の足を引っ張ってしまいそうです。

　シャーリーは頷うなずくと、

「私は、炸さく裂れつ弾だんで一いち撃げき必殺のチャンスをひたすら窺うかがう。迷めい彩さいポンチョも、状況に応じて何枚も用意した。敵が強すぎると思ったら、攻撃はしないで潜ひそむ。みんなも、単独行動なら逃げやすいし、狙そ撃げきのチャンスがあればラインなしで撃うてる腕はある。希望も入っているけど、そうそう簡単に死なないと思う」

　一気にそう言うと、さらに付け足します。

「それに、さっきのベレー男が持ってきた作戦、信号弾で集まって強敵を倒たおすってやつ──、あれは使える。その為ためにチームが集まれば、最初の30～40分はそっちの戦闘にみんな夢中になるはず。後ろから攻撃するチャンスや、逃げ回る隙すきが生まれる」

「とてもよく分かったよ……。俺にはそれ以上の作戦は思いつかない。みんなは？」

　そして、誰だれからも反論はありませんでした。




　ＳＪ３が始まったとき、シャーリー達のチームは、島の北側に広がる町の中にいました。

　東西でいえばほぼ中央部にして、南北でいえば北の端はし、つまりは海沿いの町中です。だから、海面が盛り上がって迫せまっていることはすぐに分かりました。

「じゃあ、みんな、幸運を祈る。上手うまくいったらあとで飲もう。ここからは通信アイテムも、切るから」

　シャーリーはそう言うと、ストレージから選び出した、《Ａ─ＴＡＣＳ ＡＵ》と呼ばれる灰色迷彩のポンチョを被かぶって、Ｒ９３タクティカル２を抱えて駆け出していきました。あっという間に、ビルの陰に消えました。

　残された四人の男達は、

「ま、やれるだけ、やってみるか……」

「うっし！」

「了解！」

「屯とん田でん兵へいになった気分で！」

　最後に拳こぶしを軽くぶつけて、それぞれのハンティング・ライフル──、もとい狙撃銃じゆうを背負って、散り散りになっていきました。シャーリーと違って通信アイテムのスイッチは入れたままなので、その気になれば会話はできます。

　こうして、40分が過ぎた今、シャーリーのチームメイトは誰だれも死んでいませんでした。

　幸運だったのは、例の共同作戦の提案。

　最初に強敵を倒たおそうと考えていたチームがかなりいたので、ＫＫＨＣにまで手を出すヒマがなかったようです。

　結果、四人はしっかりと、それぞれ別の場所で生存中。

　もちろん、こちらから手を出して恨うらまれて追い立てられても嫌いやなので、ひたすら逃げて隠かくれて息を潜ひそめるという、切ないプレイを強しいられていましたが。







　ひとまず逃げることを決めたシャーリーは──、

　視界左上に並ぶチームメイトのＨＰを見ました。全員無傷で残っているのが、まるで奇跡のようです。

「助かる。もっともっと暴れられる」

　仲間の無事より自分の楽しみを優先した呟つぶやきを残して、シャーリーは走り出しました。

　スキャンの結果や赤い信号弾で、ＬＰＦＭが操そう車しや場じようの向こうにいたのは重々分かっていました。

　ＳＪ２で仕留め損なったピトフーイと、自分を退場させてくれたレンがいるチームです。もちろんこの手で屠ほふりたいという気持ちは滾たぎるのですが、今は不意を打てる状況ではないと判断しました。

　まさかアイツらが簡単に海に沈んでいる訳はないので、きっと何らかの方法で生き残っているでしょう。生き残ってさえいれば、また相見あいまみえる機会はあるでしょう。

　今はまず、海から逃れるために島の内陸部へ撤てつ退たいして、その後のチャンスを窺うかがうことにしました。

　こうして、全速力で駆け出したシャーリーは──、

　わずか30秒後に、同じく全速力で走っていたクラレンスと鉢はち合あわせることになりました。




「なんでえ？」

　クラレンスは、まさかスナイパーがこんなに近くまで来ているとは思いませんでした。さっきの銃じゆう声せいは、てっきり男達が撃うったのだと。

　突とつ撃げきしてくるスナイパーなど、スナイパーではありません。非常識にも程ほどがあります。

「え？」

　そしてシャーリーは、まさか銃声がした方向に突っ込んでくる敵がいるとは思いませんでした。




　クラレンスが、横転していた機関車の陰から飛び出したのと──、

　シャーリーがタンク車の脇わきから飛び出したのは、ほとんど同時でした。

　シャーリーにとって不幸だったのは、クラレンスの遮しや蔽へい物ぶつが横転していた機関車だったこと。

　普通にレールの上にある車両だったら、車輪の間から向こうが見えるので、迫せまってくる足がシャーリーには見えたはずです。

　クラレンスにとって不幸だったのは、まあ、元気よくこちらに走ってきてしまったこと全すべてです。




　わずか20メートルという超至近距きよ離りでお互いを認識した二人は、

「ひゃ！」

　クラレンスも、

「はっ！」

　シャーリーも、お互いの武器を、腰の位置で相手に向けました。

　クラレンスの反応も決して遅くはなかったのですが、ここまで二度のスナップ・ショットを決めてきたシャーリーが勝りました。

　Ｒ９３タクティカル２が、ＡＲ─５７より先に、甲かん高だかい発はつ砲ぽう音おんを響ひびかせたのです。

　必殺の炸さく裂れつ弾だんはクラレンスに襲おそいかかり、

「ぎゃはっ！」

　命中して炸裂しました。彼女が手に持つ、ＡＲ─５７のボディのど真ん中で。

　その威い力りよくは、ＡＲ─５７を廃はい銃じゆう一歩手前の修理送りにして、ＳＪ３から退場させました。もうこの銃は、ガンショップに修理に出さなければ使えません。

　二人の足が10メートルの距離を挟はさんで止まったのと、弾はじかれたＡＲ─５７がレールの上に落ちたのが同時でした。




　シャーリーが、ボルトを引いて、空から薬やつ莢きようを排出して、ボルトを押して、次弾を装そう塡てんして──、

　それより早く、クラレンスの右腕が動きました。

　右腰でホルスターに収まっていた拳けん銃じゆう、ファイブセブンのグリップを摑つかみました。鮮あざやかな速さで抜ききると、装塡を終えたシャーリーへと向けて、

「ひゃはあ！」

　楽しそうに笑いながら、容よう赦しやのない連打を始めます。

「くっ！」

　１発目を左肩に食らいながら、シャーリーは撃うちました。

　しかし、体勢を崩くずされての射撃は、あと数センチの距離でクラレンスの肩を掠かすめただけで、真後ろにある機関車の外板で大きく火花を散らしました。

　クラレンスの２発目は、シャーリーの頭を掠かすめて、射い貫ぬいたフードを後ろへと持ち去りました。

　シャーリーの緑の髪が、前後逆さに被かぶった迷めい彩さい柄がらのキャップが、そして、顔に横三筋の黒い塗と装そうをした顔が露あらわになりました。

　前回、手についた泥どろでつけた顔の筋が、今度は黒い迷彩用化粧品によってつけられています。白い肌に走る三本の線は、まるで猛もう獣じゆうの毛皮のようでした。

「はへ？」

　クラレンスは３発目と４発目を撃うったところで、人差し指の動きを止めました。その２発はシャーリーの腕と脇わき腹ばらに命中しましたが、掠めただけで反対側へ飛び去っていきました。

　銃じゆう声せいが止やんで、10メートルの距きよ離りで二人は対たい峙じして、

「おやおや！　あなたも女性！　おっと動くな！」

　クラレンスは、右腕一本で銃口を向けたままで、弾むような口調で言いました。彼女のイケメンには、爽さわやかな笑みが浮かんでいます。

　シャーリーは、次弾装そう塡てんの為ために右手をボルトハンドルに添えた状態で静止して、

「〝あなたも〟って……、あなた、女？」

　クラレンスは、銃口を突きつけたまま答えます。

「イエース、アイドゥ！」
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「いや、そこは、アイアムでしょ？　あなた、英語苦手？」

「ソーリー。じゃあ──」




　酒場の観客は見ていました。

　二人が突然出会い、凄すさまじい撃うち合いを瞬しゆん時じに演じたのを。

　そして対たい峙じして、何かを話しているのを。

　ＳＪの中継では、よほどカメラに向かって大声で叫ばないと、声は拾ってくれません。

「何を話しているんだろうな……」

「こういうときは音声拾ってくれよ！」

　観客達の素直な感想が洩もれました。

　実際、たいしたことは話していないのですが。




「じゃあ、死んで！　つまりダーイ！」

　クラレンスが発はつ砲ぽうするのと、

「はっ！」

　シャーリーが横っ飛びするのが同時でした。

　シャーリーは、射手が狙ねらい込むのが苦手とされる利きき手側に、つまり左へと大きくサイドステップ。銃じゆう口こうから伸びるバレット・ラインと、放たれた銃弾を躱かわしながら、ボルトを残像が見える速度で往復操作、次弾装そう塡てんを成し遂とげました。

　Ｒ９３タクティカル２の銃口が、クラレンスへとピタリと向けられて、

「ええ？」

　驚おどろいたのはクラレンスです。まさかこの距きよ離りで拳けん銃じゆうを避よけるとは。しかし、射しや撃げきは止やめませんでした。

　そして生まれた、拳銃とは比べものにならないほど大きな、ライフルの咆ほう哮こう。

　飛び出した炸さく裂れつ弾だんはクラレンスに当たり、そして炸裂しました。彼女の、右みぎ膝ひざで。

「くそっ！」

　シャーリーが悪態を吐つきました。

　彼女にはよく見えていました。引き金を引いたまさにその瞬間、クラレンスの放った５．７ミリ弾がＲ９３タクティカル２の胴体に当たり、狙いをずらされていたのです。

　これがなければ、腹部ど真ん中に命中させていたのに。まぐれか、それとも狙ってやったことかは分かりませんが、相手を即死させられませんでした。

　とはいえ炸裂弾を食らえば、足などひとたまりもありません。

　クラレンスの足は真っ赤な光に包まれて膝から切断されて、支えを失った体はそのまま右へと倒たおれて行きます。

「ぎゃはは！」

　そんな最中でもクラレンスは楽しそうに、さらに連射を続けました。

　ファイブセブンのマガジンは、拳けん銃じゆうにしては多い20発を蓄たくわえます。外側は全すべてプラスチック製で、一見するとオモチャのようなこの銃は、持ち主の愉ゆ悦えつを代弁するかのように軽快に火を噴ふき続け、

「がっ！　がっ！」

　弾丸はシャーリーの体のあちこちに、そして愛銃に命中していきました。




　どてん、とクラレンスの体が右みぎ肘ひじから倒たおれるのと──、

　がくん、とシャーリーが膝ひざを落とすのが、ほとんど同時でした。

　距きよ離りにして、６メートルほど。

　間にレールを五本挟はさんで、二人は動きを止めました。

　クラレンスは砂じや利りの上に横倒しで、右手のファイブセブンは残弾ゼロを示して、スライドが下がりきって止まっていました。ヒットポイントは、残り四割程度。

　シャーリーは枕まくら木ぎの上で、Ｒ９３タクティカル２を両手で支え杖つえにしながら、右膝をついていました。

　彼女の体中から、小さな被弾エフェクトが賑にぎやかに煌きらめいています。特に足のダメージがひどく、両足それぞれ、３発は食らっています。かなりの痺しびれがあるはず。

　残りヒットポイントは、二割強。ゲージは完全にレッドゾーンです。

「やりやがって……」

　シャーリーの口から、怨えん嗟さのうなり声が洩もれて、

「そりゃこっちの台詞せりふよ。人の右足チョンパとは、ひどいことしてくれるなあ、君！」

　クラレンスは、笑ったまま怒おこった顔で返しました。

　そして、

「でも、まだ俺の方が有利だね！　こっちはマガジン交換が必要。でも、そっちはその銃、うかつに撃うたない方がいいよ。理由は、分かってるよね？」

　クラレンスの言葉を聞いて、

「……くそったれが」

　シャーリーは、女性らしからぬ悪態を隠かくしきれませんでした。

　悔くやしくてたまりませんが、実際相手の言うとおりです。

　愛銃の銃身上部には、弾丸を食らってできた大きな深い傷が見えました。倒れながらも撃ち返した相手の、執しゆう念ねんの一いち撃げきでした。

　もしこのダメージが銃身の中まで達していたら、つまり綺き麗れいな円形であるはずの内部に少しでも出っ張りがあったら──、

　撃うった弾丸はそこで止まります。

　弾が止まっても火薬の燃焼圧力はかかりますから、内圧が異常に高まり、銃じゆう身しんは内側から裂さけてしまいます。しかもシャーリーの弾は炸さく裂れつ弾だん。目の前で爆ばく発はつすらするかもしれません。

　ヘタをすれば、愛銃は廃銃です。

　新たに買い直すしかなくなるという、武器やアイテムのドロップがないＳＪでは、最悪の事態を迎えることに。

　さらにいえば、その爆発で自分がダメージを負ってヒットポイントを全損になり、ＳＪ３から退場させられるという、泣きっ面つらに蜂はち状態もあり得ます。

　念のために持っている普通の弾丸に変えて、銃だけを頭の上に構えて撃つ安全な状態でテスト射撃をすれば、結果次第でまだ戦える可能性はあります。

　しかし、

「ここからは逃がさないよお」

　目の前で横たわる片足女は、それが分かっているようです。そんなヒマは与えてくれないようです。

「ＳＪ２の映像をよおく見たから知ってるんだ。君達のチームは、ライフルにこだわりがあるみたいで、誰だれも拳けん銃じゆうを持ってない。だからこれから俺は、悠ゆう々ゆうとマガジンを交換して撃てばいいだけなんだ。チョロいチョロい」

　勝利を確信したかのような言葉でした。

　クラレンスの左手が、脇わき腹ばらにあるファイブセブンのマガジンポーチへと動き出しました。

　そしてシャーリーは、

「ねえ──」

　しゃがんだままで言い返すのです。

「狩人かりゆうどが、もう動けない獲物をどうやって止め刺しするか、知ってる？」

　クラレンスが、倒たおれたままで小さく首を傾かしげました。左手が、予備マガジンを摑つかみました。

「獲物の〝トメサシ〟？　何それ……、刺身？　美味うまいの？」

「〝止とどめを刺す〟ってことよ」

「さあねえ？　面おも白しろいギャグを言って、笑い死んでもらう？」

「残念、外れ！」

　シャーリーは、Ｒ９３タクティカル２を手放しました。

　同時に、被弾エフェクトだらけで痛々しい体を持ち上げると、クラレンスに向かって駆けました。

「なにそれ？」

　クラレンスは左手でマガジンを抜き取り、右手で、握にぎっているファイブセブンの空マガジンを落としました。

　そして左右の手に持っている物体を合体させようと腕を持ち上げて、グリップにマガジンを押し込み、スライドストップを操作して弾丸を装そう塡てん。拳けん銃じゆうを使い慣れていることを滲にじませる、素早く、よどみのない動きでした。

　最後に、当然のように銃口をシャーリーに向けて、

「あ？」

　シャーリーは、地面の上にいませんでした。

「しゃあ！」

　クラレンスは、シャーリーの気合いを、上から聞きました。

　空中から人間の体が降ってきて、

「がげはっ！」

　クラレンスのお腹なかの上に、シャーリーの膝ひざがめり込みました。

　シャーリーは撃うたれる直前に大ジャンプをして、クラレンスへと膝ひざ蹴げりをかましたのです。

　直後、シャーリーの左腕が、持ち上げようとしていたクラレンスの右腕を摑つかみ、

「させるかあ！」

　ファイブセブンの銃口を自分に向けさせないために渾こん身しんの力を込めました。

　さっきまで撃ち合っていた二人が、重なりました。倒たおれた女性の上に、一人の女性が膝を突き立てて座り、腕を押さえつけるかたちで。

　そしてシャーリーは、

「こうするのよ！」

　狩人かりゆうどが、どうやって動けない獲物の止とどめを刺すのか？　先ほどのクイズの正解を、行動で見せるのです。

　まずは右手で、ポンチョの下、左腰にある最後の武器を摑みました。刃渡りが一尺、つまり30センチはある、日本刀に似たシルエットの大型ナイフの柄つかを。

　剣けん鉈なたと呼ばれるこの大型ナイフは、ハンターが山歩きのときの万能刀として使っています。枝葉を払ったり、薪まきを手に入れるために木々を割ったり──、

　そして、大型の獲物の心臓を、その長さを使って一突きにして、苦しませずに止めを刺すために。

　ハンターとしての習性から、シャーリー達ＫＫＨＣの面々は、常に腰に提さげていました。

　ＧＧＯで使ったことなど、ありませんでした。単なるお守りや、身分を証明するファッションアイテムのようなものでした。

　ついさっきまでは。




「ぎゃがあっ！」

　クラレンスの口から、鈍にぶい悲鳴が洩もれました。

　彼女の左ひだり脇わき腹ばらに、シャーリーが突き立てた剣けん鉈なたが20センチは食い込んでいました。防弾プレート入りベストが保護しない、脇腹の位置から。

「あっ！　ごめん、心臓を外しちゃった」

　クラレンスの腹部に右みぎ膝ひざを、脇腹に剣鉈を食い込ませながら、シャーリーは謝りました。

「今すぐ、楽にしてあげるからね」

　そう言いながら顔を近づけてきた緑髪の女は、獲物への敬意を忘れない、とても優しそうな顔をしていて、

「その前に、キスしてほしいなあ……」

　お腹なかの中で駆け巡るヴァーチャルな痛みに顔をしかめながら、クラレンスは言い返しました。

　彼女の視界の中では、ヒットポイントがゆっくりと減っていきます。緑から、黄色へと変化しました。

　しかし、脇腹だからこの程度で済んでいるのです。もしこれが、シャーリーの狙ねらいどおり心臓だったら、すでにゼロになっていたことでしょう。

「それは断る！」

　シャーリーは、右手をぐいっと持ち上げました。握にぎった剣鉈ごと。

「ぐはあっ！」

　クラレンスの体の中で、さらに深く差し込まれた切っ先が向きを変えて、アバターの心臓へと近づいていきました。

　ヴァーチャルとはいえ、体内に異物を差し込まれる感覚を味わわされ、同時にヒットポイントの減る速度がぐっと早まります。

「ぐがああああ、ざけんんあああああ」

　クラレンスの体で唯ゆい一いつ自由に動ける左腕が、腰の後ろに伸びました。そこにあるポーチを開けました。中身を取り出しました。

　ヒットポイントバーは、とうとう赤くなりました。残りわずか。

　そして間に合いました。

　クラレンスの左腕が彼女の顔の前にやって来て、白い歯がそれを咥くわえました。

「え？」

　シャーリーが見たのは、鈍にぶく光る小さな塊かたまり。人の手に収まるくらいで、外見は小さなパイナップルに似ていて、しかし色は鈍いガンメタリックで、大きなレバーがついていて──、

　自分で使ったことがなくても、それが何かは一応分かります。手しゆ榴りゆう弾だんです。

　パキーン、と小き気ぎ味みいい乾いた音がして、安全レバーが吹っ飛んでいきました。クラレンスは、口に咥えていた安全ピンをぷっと吹き出すと、

「あげる」

　そう笑顔で言い残した瞬しゆん間かん、ヒットポイントがゼロになって死にました。

　シャーリーを撃うとうとしていた右腕から力が抜けて、左手もまた、脇わきにポテンと落ちました。

　クラレンスは、死んでも手しゆ榴りゆう弾だんを手放しませんでした。




　シャーリーは、見ました。

【Ｄｅａｄ】のタグが、自分が今押さえつけている人間の上に立ち上がったのを。

　そして、視界が爆ばく発はつで真っ白になるのを。

　コイツ、喰くえない獲物だわ。

　シャーリーはそう思いながら、爆風と破片の嵐あらしに飲み込まれていきました。







　一連の流れを──、

　つまり、近きん距きよ離りの激しい撃うち合いから、足と体の相撃ちから、飛び込んだ女が相手を刺殺していく様から、刺された方が死んだあとに相手の上半身を木こっ端ぱ微み塵じんにした様子まで──、

　酒場の観客達は、しかと見届けました。

　何せ近接戦せん闘とうだったので、カメラはご丁てい寧ねいにドアップで撮り続けて、シャーリーが剣けん鉈なたを体の奥へと差し込んでいく様子も、二人の表情の変化も、二人が手榴弾でバラバラに吹き飛んでポリゴン片になる様子も、それはそれはダイナミックかつ詳細に中継してくれました。

「うげえ……」

「エグい……」

「ひどい」

「なんというかこう、もっと手心を……」

　ヴァーチャル猛者もさだらけの観客達が、心に浮かんだことを呟つぶやきました。







　こうして、二人の女性プレイヤーがＳＪ３から去って、

「あっ！　シャーリー死んじゃった！」

　ＫＫＨＣの男が、すぐにそれに気付きました。

　視界の左ひだり端はしで、チームメイトのヒットポイントがぐいぐいと下がって、数十秒後に、いよいよなくなってしまいましたから。

「ああ、ダメだったか……」

「くっそう！」

　フィールドのあちこちで、こそこそと無傷で生き残っていた男達が、通信アイテム越しに会話をして、

「あっ！　わっ！　いや、俺も見つかったヤバイ！　いったん逃げるけ──」

　リーダーの声は、そこで途切れました。

　彼のヒットポイントが猛もう烈れつな速度で減って、ゼロになって、リーダーマークが次の順位の男に降りてきました。

　先ほどのスキャンで位置を知られて、強敵に迫せまられて、そして襲おそわれたのは間違いありません。

　兵士達に姿を捉とらえられてしまえば、戦せん闘とう力りよくの低い孤独な狩人かりゆうどなんて、ひとたまりもありません。ＫＫＨＣの生き残りは、これにて三人。

　彼かれ等らは、

「うん、ここまでだな」

「ああ、ここまでだ」

「まあ、よくやった方じゃね？」

　サラリと意見を揃そろえると、全員揃って、次の行動に移りました。

　そうです、ＳＪ３からの自主的な退場です。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　12時47分。

　シャーリーとクラレンスの死体が、静かに、海に飲み込まれようとしています。

　二人とも手しゆ榴りゆう弾だんの爆ばく発はつで上半身が木こっ端ぱ微み塵じんでしたが、ＳＪでは死体は綺き麗れいなまま残すので、数秒後にポリゴン片が音もなく集まってきて、まるで〝そせいのまほう〟のように元の形を取り戻していました。

　今いま頃ごろ二人は、待機エリアでの10分間を過ごしているはずです。戦いを振り返って反省をしたり、またはよくやったと自分を褒ほめていたりするのかもしれません。

　とっととログアウトして、現実に戻っているかもしれません。




　水に覆おおわれていく二つの死体を見ながら、

「あー、ここにも二つ……」

　レンが言いました。敵とはいえ、ヴァーチャル空間とはいえ、人間の死体を見るのは決して楽しくありません。口調は、どこかしんみりとしています。

「どれどれ、ほうほう、相打ちかねえ。なんまいだぶつ、なんまいだぶつ」

　ピトフーイが言いました。祈っています。

「コイツ、前回レンにマガジンくれたやつじゃね？　多分」

　フカ次じ郎ろうが言いました。いい目をしています。

「もう一人は、ピトを狙そ撃げきしたヤツだ。間違いない」

　エムが言いました。やっぱりいい目をしています。

　ＬＰＦＭの四人が、操そう車しや場じようをとてもゆっくりと進んでいました──、トラックに乗って。

　それは茶色い小型の軍用トラックで、荷台の幌ほろや操縦席の側面を、いかにもあとから取り付けた装甲板で覆おおったトラックです。

　ＳＪ１の中継を見た人なら、覚えているかもしれません。終しゆう盤ばんでＳＨＩＮＣが長ちよう距きよ離りの移動に使ったトラックと、まったく同じデータ──、いえ、同じタイプの車両でした。

　エムはもちろん運転席に、他の三人は幌の装甲板の脇わきから、それぞれの銃じゆう口こうと顔を少しだけ出していました。いざとなればすぐに撃うてる準備をして。

　小型とはいえ、軍用トラックはタイヤが大きくて車高が高いのが特徴。

　今、タイヤの半分以上が海水に浸つかっていますが、エンジンの吸気管と排気管の位置はそれより高く、まだまだ余裕で走ることができます。

　エムはゆっくりと慎しん重ちように、海が進む速度とほぼ同じくらいのスピードで、トラックを走らせていきました。

　二つの死体が、後ろに遠ざかります。【Ｄｅａｄ】のタグ以外、海水に覆われて見えなくなってしまったのを見送りながら、レンが訊たずねます。

「あの二人がここで戦って、全員やっつけちゃったのかな……？」

　ピトフーイが答えます。

「でしょうね！」

　そして、

「いやあ、二人ともなかなかのモンね！　気に入ったわ！　超気に入ったわ！」

　何がそんなに嬉うれしいのかレンには分かりませんが、ピトフーイは声を弾はずませました。

　ピトさんに気に入られると、あんまりろくなことにならない。

　レンは思いましたが、もちろん黙だまっていました。







　エムの立案でレン達がとった作戦は、文字通り〝背はい水すいの陣じん〟でした。

　海がギリギリまで迫せまるまでは黒い貨車から出ずに、海と共に進しん撃げきしていく方法。

　最初にエムから話を聞いたとき、レンはまた呆あきれました。なんでそんな、自みずからを追い込むようなことをするのかと。

　しかし、二つの説明を聞いて、ひとまず納得しました。

　一つは、包囲する敵側にとっても海が進んでくるというのは恐怖であり、じっくりと待ち伏せていられるほど肝きもが据すわった人はそうはいないという予想。

　もう一つは、このトラックです。

　これは車両運うん搬ぱん用ようの貨車の上にあった一台で、使えることをエムは知っていました。調べる時間的余裕があったからです。レンが必死になって逃げ回っている間に。

　貨車の立てこもりで敵数を減らし、その後、浮き足だった残敵を殲せん滅めつしながら、必要ならばトラックを使って高速移動して、包囲を突破する作戦、だったのですが──、




「まさか、何もしなくていいなんて……」

　レンは、呆あきれました。

　ピトフーイが側面を光剣でぶった切って穴を開けて、黒い貨車から出た直後、聞こえてきたのは銃じゆう声せい。しかも、敵同士がお互い撃うち合っている戦せん闘とうの音。

　エムはそれに気付いて、臨機応変に作戦を変更しました。

　つまり、こちらからは何もしない作戦に変えたのです。こそこそとトラックに乗り込むと、しばらくそこに潜ひそんでいました。

　戦闘の音は派手さを増して、とうとう遠くからの狙そ撃げきまで混じって、狂乱が激しくなりました。

「おいおい、ありゃあ、何人も死んでる音だぜ……」

「そりゃそうだよフカ」

「どうして人は戦いを止やめないのかしら？　腹を割って話し合って、酒でも酌くみ交わせば、世界は平和になるのに」

「念のために確認するけど、それはギャグで言っているんだよね？　ピトさん」

　レンがツッコミを入れている間も、戦闘はますます激しくなったようです。そして最後は、手しゆ榴りゆう弾だんの爆ばく発はつ音おんがして、突然静かになったのです。

　戦闘音がしなくなって、そして海がいよいよ足下まで来たので、トラックは走り出しました。

　警戒を怠おこたらずにゆっくりと近づいてみたら、進む先には敵チームの死体だらけ。生きている人がいたら手を上げろと言っても、誰だれも答えませんでした。

　最後に見つけた相打ちの二人が、どういう流れで何をやったのか、レンはとても気になりましたが、答えは分かりません。

「悩むな悩むな！　楽ができていいじゃーん！　バトルはようやく中ちゆう盤ばん戦せんよ」

　フカ次じ郎ろうの陽気な言葉に、

「まあ、それもそうか……」

　レンは、考え直しました。

　確かに、あれ以上残弾を減らさずに済んだのは僥ぎよう倖こうです。そして、戦いはまだ終わっていません。というか、参加理由であるＳＨＩＮＣとのそれは、始まってすらいません。

　前回の、つまり四回目のスキャンはのんびり見る余裕がありましたが、ＭＭＴＭも、ＳＨＩＮＣも生き残っています。ちなみにマシンガンラバーズも。

　そのときの残存チーム数は、スキャン開始時は十以上ありました。しかしスキャン中に銃撃戦の音が聞こえて、どんどん減っていきました。

　最後の戦せん闘とう音おんと手しゆ榴りゆう弾だんの炸さく裂れつ音おんはスキャン後に聞こえたので、今はもう、特別ルールが発動する条件とアナウンスされた、〝六から八チーム〟にかなり近づいたのではないでしょうか？

　実際にはどちらで発動するのか分からないのですが、

「どう思う？　もう八チーム以下になったと思う？」

　レンがそのことを口にすると、

「かもなー。まだかもなー。鴨かも鍋なべ食べたいなー。シメはソバで」

　フカ次じ郎ろうからはそんなどうでもいいぜ的なお答え。そして、

「しょせんオイラ達は、戦うしかない人間よ。どうなったっていい、死ぬまで戦おうじゃないかヒュルリラ～」

「最後のは何？」

「なんかこう、荒野を彷徨さまよう戦士的な。風が似合う的な。分かる？」

「うん、よく分からないことだけは分かった」

　レンはとりあえず、五回目のスキャンを待つことにしました。
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　第七章　「特別ルール、発動」







　12時49分。

　レン達を乗せたトラックは、敵との接触もなく、広かった操そう車しや場じようをとうとう抜けました。そのほとんどが、今や海の底になってしまった操車場を。

　その境目は、錆さびたフェンスでした。

　操車場に人が入らないように長く張り巡らされた二重のフェンスを、エム運転のトラックは容よう赦しやなく押しつぶしていきました。

　この先は、草原です。

　たどり着くと、当然ですが様子がよく分かります。

　そこは、人工物がまったくない大地でした。人が余裕で隠かくれられるほど凸凹が多い草地が、少しずつ登りながら島の中央部に向けて続きます。

　その八割を覆おおうように伸びる多種多様な草は、どれも腐くさったような緑色をして、食べたら一晩で死にそうな雰ふん囲い気きをプンプンと漂ただよわせていました。

　長さは30～50センチくらいと、伏せればどうにか体を隠せる長さですが、もちろん銃じゆう弾だんは防いでくれません。

　相変わらず視程は悪く、その丘の一番上に、つまりアンノウンのエリアに何があるか、まだ分かりません。

　エムの指示が飛びます。

「全員、下車準備。その後は周囲を警戒」

「えー、エムさん、丘の上の家まで乗せてよ。女を歩かせる気？」

　フカ次じ郎ろうが文句を言いましたが、

「間もなく燃料切れだ」

「気合いで動かすべきだよ。あるだろ？　そういう気合い」

「今日は準備していない」

「じゃあペダルで漕こぐしかないな。トラックには全部ついてるだろ？」

「欠陥車のようだ」

「ちっ。大会後に運営に文句つけとけよ」

「準備──、下車！」

　レン達は、まだ走っているトラックの荷台後部から飛び降りました。

　走ったまま飛び降りさせるのは、格好のいいアクションをみんなに見せるため──、ではなく、撃うたれにくくするため。

　車両を止めて次々に降りると、同じ照準で次々に撃うたれてしまうため、低速でもいいから走行中に飛び降りさせるのです。

　そして飛び降りた三人は、狙そ撃げきの的にならないように身を低くして、それぞれが数メートルは離はなれた窪くぼ地ちへ隠かくれました。

　最後にエムが、50メートルほど離れた場所でトラックを止めて、まずはバックパックを放ほうり投げ、それから運転席から飛び降りて伏せました。

　全員で東西南北を警戒しつつ、五度目のスキャンに備えます。今回も、見るのはエムだけです。

　12時50分が、音もなくやって来ました。

　窪地の草の隙すき間まから目だけを出して警戒するレンの耳に、エムからの報告が届きます。

「残存チームは、七つだ。千五百以内には一つもない。全員スキャンを見てもいい」

　千五百とは、長ちよう距きよ離り狙撃を警戒する距離のこと。もちろん単位はメートル。

　５０口径狙撃銃やＳＨＩＮＣの対戦車ライフルなら、有効射程内。つまり、〝狙ねらえて、弾丸のパワーが人にダメージを与えられる〟距離です。

　今回は風が強いので、この距離を一発で当ててくる可能性はとても低いのですが、まぐれ当たりでも即死の威い力りよくがあるので、念には念を入れてのこと。

「よっしゃー！　見るぜー！」

　フカ次じ郎ろうの声が聞こえました。レンもまた、窪地にお尻しりを落として、サテライト・スキャン端たん末まつを取り出しました。

　そして画面に出た地図を見て、

「うひゃ！　もう、こんなに小さく！」

　島の大きさに、驚おどろきの声を上げました。

　形はそれほど変わらず正方形ですが、最初は10キロ弱あった一辺は、もはや４キロほどしかありません。

　南西の操そう車しや場じようも、北西と北東の町も、東側の森も、南東の岩山エリアも、全すべて海に沈んでしまっていました。

　そして相変わらず、島の中央部にはアンノウンの文字。

　スキャンがとてもゆっくりだったので、レンには光点を数えて名前を出す余裕がありました。

　当然ですが、島の南西の外れにいるのは自分達。エムの言ったとおり、周囲１．５キロ以内に敵はなし。もちろん、リーダーを囮おとりにした遊ゆう撃げき部隊の可能性はいつも残るのですが。

　島の右下、南東の端はしにあったのが、

「お願い……。やった！」

　レンが触ふれてみて名前を出して判明、ＳＨＩＮＣです。生き残っていました。今いる場所からは、３キロと少し離れています。そして、間には他の敵はいません。
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　ＳＨＩＮＣの上、４キロ弱離はなれた北東の外れにいるのが、ＭＭＴＭです。強敵は、今回も健在です。

　地図の北にいるのが、なんとＺＥＭＡＬ。ＳＪ１では、ただマシンガンが好きなだけの男達だった彼かれ等らも、すっかり強くなりました。

　残りの三つは、地図の左上、北西にありました。

　そのうちの二つは、１キロ以内の距きよ離りを挟はさんで光っています。ひょっとして、交戦中なのかもしれません。

　触ふれて名前を出すと、右側は《ＴＯＭＳ》とありますが、聞いたことはありません。ＳＪ初参加のようです。

　左側は《ＤＤＬ》。これはレンは覚えていました。ＳＪ１に参加していて、２にはいなかったチームです。装備などはよく思い出せませんが、見直した中継では確か、砂漠でＳＨＩＮＣに倒たおされていたはず。

　最後の一つですが、地図の左上、元々町だった海の中にありました。つまり、高い建物に取り残されてしまった人達。

　そういえば20分前も同じことで驚おどろいたことを思い出して、レンが光点を触れてみると、出た名前は《Ｔ─Ｓ》。

　ああー。あなたたちかー。そうかー。

　レンは、とても複雑な気持ちになりました。

　Ｔ─Ｓの名は忘れまじ。あのＳＦ兵士風全身プロテクターでキメた、顔も分からない六人です。

　前回、城壁の上ををひたすら自転車で逃げ回り続け、最後はピトフーイとの死し闘とうでへろへろになった自分達を、遠くからの銃じゆう撃げきで蜂はちの巣にしてくださった皆様方です。

　勝負の結果なので別に恨うらんではいませんが、むしろ、ピトフーイ共々撃うたれなくてよかったと感謝したいくらいですが、

「海の中の人達、もう動けないよね？」

　フカ次じ郎ろうが言ったとおり、これ、もうダメでしょう。

「前回優勝者じゃないの！　なにやっとんねん！」

　ピトフーイが、本気で怒おこっていました。

　彼かれ等らのふがいなさを叱しかってるんじゃなくて、自分で殺せないのを残念がっているんだなあ。

　レンにはよく分かりましたが、黙だまっていました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　その頃ころ、そのＴ─Ｓの皆さんは、

「誰だれだよ！　高い場所で陣じん取どっていれば余裕で迎え撃てると言ったのは！」

「ああ僕だけど！　反対したヤツはいなかったぞ！」

「もう、二人とも止やめろよ見苦しいなあ」

「ああ、ヒマだなあ……」

「この大会で一発も撃ってないよ、俺」

「オレもだよ！　くそー……」

　ビルの屋上で、切なく黄昏たそがれていました。

　フルプロテクターの兵士達が体育座りをしていると、まるでフィギュアが飾ってあるみたいでした。二脚で置いてある《ＧＲ９》マシンガンも、オモチャに見えてきます。




　彼等がＳＪ３を開始したのは、マップの北西の外れ。町の中でした。

　前回優勝で気をよくして臨んだＳＪ３ですが、開始直前の酒場でとんでもない状況を知ることになりました。

　そう、連合チームへのお誘さそいと、自分達もまたそのターゲットになっていたことです。ちなみに自分達を示す信号弾の色は、紫色。

「ひでえ！　イジメだ！」

「ありえん！　こんなの、すぐに囲まれるぞ！」

　最初のスキャン後に、四方八方から敵チームに集まられると容易に予想がつきました。都市部では見晴らしが悪く、撤てつ退たいしようにも前後左右を挟はさまれる危険性もあります。

　自分達の能力で高いのは、全身プロテクターによる防御力だけ。多勢とマトモに戦ったら勝てない。

　そのことをよく知っている六人は、

「防御を固めるしかない！」

「そうだな、地の利を生かして防衛線を引こう」

　待ち伏せ作戦を取ることにしました。

　奇遇にも、スタート地点のすぐ目の前に、高いビルが堂々とそびえています。二十階はあるでしょうか？　海沿いの高級タワーマンションといった趣おもむきです。

　チームの一人が提案したのは、しっかり建っているその最上部に陣じん取どって、上からの攻こう撃げきで迎え撃うとうという作戦です。

　ＳＪ１で、墜つい落らく宇宙船に陣取ったチームがいたことを思い出しました。奇くしくも、前回の城壁の上の逃げ回りとも少し似ています。これならば、なんとかなりそうな気がしてきました。

「行くぞ！」

「よっしゃ！　急げ！」

　彼かれ等らは、12時10分の初回スキャンも待たずにすぐさま移動しました。海岸の、ビルの中へ。

　中は荒れ果てています。当然ですがエレベーターは動かないので、一つだけある非常階段を登っていきました。

　その途中には、部屋から引っ張り出した家具を幾いくつか放置して、さらには手しゆ榴りゆう弾だんを使って罠わなを仕掛けました。中に入ってきた敵チームを倒たおしたり、足止めをしたりするために。

　二十五階もあったフロアを全すべて登り切るのは実に大変でしたが、なんとか10分以内に終えて、屋上までやってきました。

　そして、最初のスキャンを見た彼等は、

「え？」

　恐ろしい現実を知るのです。

　そう、自分が今いるビルが、迫せり上がってきた海の中に建っているという現実を。







　10分のスキャンのあと、紫色の信号弾が打ち上がって、ワラワラと都市部に集まってきたのは六チーム。

　二十四人全員が、前回優勝者を屠ほふってやろうと意気込みに燃えての行動ですが、

「無理じゃん、これ……」

　目の前に広がる海と、２００メートルほど沖ににょっきりと建つ高いビルを見て、そう結論づけました。敵はあの中です。

　乗り物がよく出てくるＳＪのこと。彼かれ等らはボートなどが用意されているのではないかと周囲をくまなく探してみましたが、見つかりませんでした。海の深さも背丈以上で、もはや、あのビルへと移動できる手段はありません。

　この間、陸地とビルの屋上の間で、ほんの少しの撃うち合いはあったのですが──、

　距きよ離りが遠すぎる上に両方とも身を隠かくしているので、弾の無む駄だという結論に達するまで、それほど時間はかかりませんでした。

　そうこうしているうちに、あるチームは、南側の操そう車しや場じようでＬＰＦＭを倒たおすために去っていきました。

　あるチームは、東側にいる強敵、ＭＭＴＭを倒す作戦に参加していきました。

　そして、12時20分過ぎのこと。

　残った四チームは──、

「予定変更だ！　ここでお前達をぶっ殺す！　レッツ市街戦！」

「おもしれー！　やったろうじゃねーか！　受けて立つぜ！」

「遠くに行くのが面めん倒どうだからのった！　でも、今すぐ戦ったら全員無駄死にだぞ？」

「じゃあ百！　いや、二百数えたらバトル再開しようぜ！」

　子供の鬼ごっこのような楽しみ方で、ＳＪ３を満まん喫きつすることにしました。

　その市街戦の様子は、酒場の観客達をかなり楽しませてくれましたが、

「今下でドンパチしてるアイツらを、コッソリ撃てるか？」

「無理、チョー遠い」

「ヒマだなあ」

　Ｔ─Ｓの皆さんには、かすかな銃じゆう声せいしか聞こえませんでしたとさ。




　こうして、Ｔ─Ｓの皆さんはもはや何もできなくなって、無む慈じ悲ひにも時間は過ぎていきました。

　膠こう着ちやく状態になったのか、市街地からは銃声がほとんど聞こえなくなっていたのですが、五回目のスキャンの最中に、再び聞こえ出しました。

　遠くから聞こえる、小こ太だい鼓このような銃声。

　そして、それはすぐに止やんだかと思うと、スキャン画面に変化が。

「あ！　一チーム消えた！」

「ホントだ。ＤＤＬってのが全ぜん滅めつしたわ」

　市街地マップで、白い点の一つが灰色に変化しました。どうやら、隣りん接せつしていたＴＯＭＳにやられたようです。

　スキャンの結果、お互いが思ったより近かったと分かっての戦せん闘とうでしょう。ＳＪではこういうことがよく起きます。

　そして、ＳＪ３に残ったのは、六チームとなりました。







「ありゃー、一つ消えちゃったよ！　スキャン中くらいは落ち着いて過ごせないものかねえ？」

　草原で端たん末まつ画面を見ていたフカ次じ郎ろうも、同時に気付きました。

「これで、特別ルールは絶対に発動するわね。なんだろねー」

　ピトフーイも、通信アイテムで返事をします。

　いやー、そんなの、もうどうでもいいや。

　レンは、心の底から思いました。

　自分がＳＨＩＮＣと戦えさえすれば、どんなルールでも構いません。

　現在の位置関係なら、間違いなく次に、またはその次にＳＨＩＮＣと戦える！　しめしめ。

　レンにとっては、願ったり叶かなったり。素晴らしい状況です。

　しかし、とても個人的欲求なので、一応黙だまっていました。







　12時52分。

　長かったスキャンが終わって、残存六チームの光が消えた直後──、

　ぶびいー！

　サテライト・スキャン端末が、今まで一度も聞いたことのない音を発しました。やけにうるさい、そして実に耳みみ障ざわりなブザー音でした。

「うおい！　おどろいたあ！　やめろよ心臓に悪い！」

　フカ次郎は本気で怒おこっていました。

　レンも驚おどろいて、素早く胸ポケットにしまった端末を再び取り出すと、スイッチを入れていないのに画面が光っていました。

　そして、文字が表示されるのです。

『30秒後に、この画面で特別ルールを発表、並びに発動いたします』




「おっと！　来たよ来た！　待ってましたよカモーン！」

　フカ次郎は、さっきの怒いかりはどこへやったのか、実に大喜び。ゲーマーの彼女、こういうの、実に好きそうです。実際好きです。

「移動前に見る。一度集合」

　エムの声が、全員を集めました。どうせ今なら、生き残ったチームも端末を見ているでしょうから、攻こう撃げきされる心配は少ないはず。

「ほいほい、じゃあここに！　みんなしゅうごー！」

　ピトフーイが言いながら、持ち上げた銃じゆうをヒラヒラと振りました。

　75連発ドラムマガジンをつけたＫＴＲ─０９はかなり重いはずなんですが、まるで旗はたのように振り回しました。

　レンは素早く動いてピトフーイがいる大きな窪くぼみに近づくと、お尻しりから滑すべり降りました。スライディングがしやすいのが、草地のいいところ。

　すぐに両手にＭＧＬ─１４０を持ったフカ次じ郎ろうが、そして最後に、Ｍえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるを手にエムがやってきました。

　直径５メートルほどの窪みで、四人は顔を突き合わせて、残り10秒ほどを待ちました。

　ぶびいー！

　相変わらずお洒落しやれでない警報音が鳴って、四人の端たん末まつが光りました。

　どんな特別ルールか分からないけど、ＳＨＩＮＣと戦えればそれでいい。

　先ほどと同じことを思いながら、レンは手の中の画面に文字が浮かび上がるのを待ちました。

　特に心配はしていません。まさか、〝今すぐ戦いを止やめて、ここからは誰だれとも仲良くできたプレイヤーが勝ち！〟なんてルールには決してならないでしょうから。

　ＳＪは最初から最後までヴァーチャルな殺し合いであり、最後の一チームになるまでそれは続くのです。

『特別ルール、発表。並びに、発動』

　おっと、現れました文字が。

　現れた文字が、上へと自動的にスクロールしていきます。右側にスクロールバーが現れたので、文字はいつでも読み直せるようです。

　はいはい、なになに？

　レンは、上へと流れて行く文字を目で追いました。

『この通知の最後に、残存各チームに一人ずつ、こちらから指名を行う』

　なるほど。誰か一人が、運営側から選ばれるのか。その一人に、何か特別なルールが足されるってことか。

　レンは心の中で受け答えをしながら、読んでいきました。

　ルールとして分かりやすくするためか、文章は丁てい寧ねいに伝えていくようです。ゆっくりしたスクロールで、次の文字が現れました。

『指名された者の端末には、その旨むねを表示する』

　あー、なるほど。それで端末を見させたのか。間違いなく伝えやすいもんね。

『この指名はランダムではなく、中継を見ている運営とスポンサーによる、ゲームバランスを考えての選択である』

　確かに、ランダムで選ばれて訳の分からないことになっては問題だね。バランスを整えるために、六から八チームと、幅を持たせていたんだね。

『指名された者は、勝利条件が変更される』

　むむ？　どんなふうに？

『指名された者は、〝裏切り者〟としてそのチームを離り脱だつ。指名された者達で結成された新チームに入り、今後を戦うこととする』

　ええっ？

　レンが心の中で叫んだのと、

「うひょー！」

　フカ次じ郎ろうが実際に口にしたのは同時でした。

『たった今から、全員の武器を一定時間ロックする。裏切り者をチームに合流させるために、迎えの移動物体を向かわせる。それに乗れば、〝ＵＮＫＮＯＷＮ〟エリアまで移動が可能になる』

　え？　な？　なんで？　はあ？　ちょ？　まて？　え？

　レンの思考が半分止まっていると、

「おほっ！　レン、かつて見たことのないマヌケなツラしてるぜ！　くそう写真撮りたい！」

　斜め左にいるフカ次郎が、やたらと楽しそうに言いました。

「なるほど。それでアンノウンエリアを設けて、島を水没させているのか。残されたチームは、そこに行くしかなくなる」

　エムの冷静な口調に、レンは少しだけ思考を取り戻して、

「ちょ！　ちょっとこれ！　ヒドい！　それじゃあ仲間は！　一いつ緒しよに戦うべき仲間の絆きずなは！」

　思うところを素直に、感嘆符を並べて吐はき出しました。すると、

「でもルールだし。守るためにあるんだし」

　フカ次郎に即答されました。

　こんなにも真顔なフカ次郎を見るのは、間違いなく初めてでした。くそう写真を撮りたいと、レンは思いました。

『さあ、存分に殺し合え。かつての仲間は、今は敵だ』

　文字がそう表示してから、さらに上へと流れてきました。

　そして──、

　その数秒後──、

　レンは──、

「おほっ！　やった！　私だあああ！　これで、またレンちゃんと戦えるぜぇ！」

　自分のサテライト・スキャン端たん末まつの画面と、その向こうで最高に凶きよう悪あくな笑顔を見せるピトフーイを見たのです。
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「はい？」





（to be continued…）
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時雨しぐ沢さわ恵けい一いち

私の小説には、私の経験が活きています。旅行は、短い間にいろいろな新しい経験をさせてくれる素敵な時間です。つまり旅行も仕事であると言えるでしょう。以上証明終わり。さーて、次はどこに行こうかな。もちろん原稿終わったあとですけど。

パラオ共和国で仕事中の筆者
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（このあと日本まで漕いで帰った）




イラスト／黒くろ星ぼし紅こう白はく

こないだ買ったウォーキングシューズが足にすごい馴染んだのは良いんですが、それ以外のいつも履いてた靴を履くと靴擦れ起こすようになったこわい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「時雨沢恵一先生」係

「黒星紅白先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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